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日 本 応用 動物 昆虫 学会 


RR ®t kw 7 原 
農林 省 農 業 技術 研究 所 内 


(is mo B | 


寄 稿 規 定 | 

1 ) 寄稿 者 は 会 員 に か ぎる が , 共同 執筆 者 に は 非 会 員 を 含む こと が で きる 。 非 会 員 の も の に つい て は 会 員 の 衝 
が あっ た 場合 と か ぎり 受理 する こと が ある 。 | 
| 


2) 原稿 は 未 発表 の も の と し , 内 容 は 応用 動物 学 , 応用 昆虫 学 , Bits LOMB Ris CCAS Oe | 
Reet), 新刊 紹介 , 抄録 , 会 報 お よび 時 報 と する 。 3 
3) 原稿 の 登載 は 編集 委員 会 で きめ る が , 原稿 と は 必要 に 応じ 編集 委員 会 で 手 を 加 を る こと が ある 。 
4) 登載 順序 は 支障 の な いか ぎり 受付 順序 た 従う 。 た だ し 同一 号 内 で の , 順序 は 前 後 す る こと が ある 。 
5) 原稿 は 和 六 あるいは 欧文 と し , 横書き に する 。 和 尺 原 稿 は 昭和 34 年 7 月 11 日 内 閣 訓 令 に と ょ る 送り が 7 座 4 
い , 漢字 は な る べく 当 用 漢字 を 用 いる 。 また 学術 用 語 は , 文部 省 学 術 用 語 分 科 審 議会 な ら び に 日 本 植物 防 
会 学術 用 語 審 議 委 員 会 で 定め た も の は これ を 用 いる 。 了 欧文 原稿 は タイ プラ イタ ー で 1 行 お き に 打つ こと 
6) 生物 名 , WKB, 外国 の 地名 な ど は 片 か な と し , 数 字 は 算 用 数 字 を 用 いる 。 日 本 語 の ロー マ 字 つづ りほ は 
の 姓名 を 除き 訓令 式 と た と ょ る こと 。 
7) 原著 論文 の 長 さ は 和文 , 欧文 と も 刷り 上 が り 6 ペー ジ ( 図 や 表 を 含ま な い 和 文 の 場合 に は , 400 字 づ あめ 
用 紙 で 30 枚 前 後 ) 以内 と し , この 制限 ベー ジ を こ を る 部 分 に 対し て は 著者 は 実費 を 負担 する 。 | 
8) 短 報 は 出 り 上 が りり 2 ペー ジ ( 図 や 表 を 含ま な い 場 合 に は 400 字 づ め 原 稿 用 紙 で 10 枚 前 後 ) 以内 と する | 
9) 和文 原著 の 記述 順序 は 次 に よる こと 。 | 
(RF) 4. 表題 0, 著者 名 a+. 所 属 名 お よび 所 在 地名 =. Ae aA. PUSHES 


I 


10) BRSCR aC ORM ARIT LACE, | 
( 順 序 ) イ . 表題 ロ . 著者 名 へ 所 属 名 お よび 所 在 地 名 =. RK A. 欧文 摘要 | 


11) 和文 短 報 の 場合 に は 欧文 表 項 , ロー マ 字 つづ り の 著者 名 , 欧文 所 属 名 お よび 所 在 地 名 を , また 欧文 短 報 B 
合 に は 和文 表題 , 和文 著者 名 , 和 六 所 属 名 を 脚 旋 に 入れ る こと 。 feEMMOBSOKMBEH LOMO 
の 和文 摘要 は つけ な いこ と 。 

12) 図 お よび 表 の 説明 は 本 詞 が 往 の 場合 に は 和文 と する 。 

13) 文献 の 引用 は 本 文中 に お いて は , 著者 名 CES) ある い は (著者 名 , HS) と する 。 な お 引用 文献 の 本 
著者 名 の ABC 順 と し , 表題 は つけ な い 。 

14) 雑誌 名 の 略 名 は 邦文 誌 に つい て は 学術 会 議 の 定め た も の に ょ る (農学 進歩 年 報 に 収録 2。 欧文 誌 に つや 
Biological Abstracts ポポ よ び Chemical Abstracts DPREICTE 5 。 | 

15) Summary (L2H CHROMEL+SIRCES LOLOL PSZxL, 

16) さ し 図 の 差し 入れ 箇所 は 原稿 用 紙 の 欄外 に 朱 記 する こと 。 

17) さ し 図 は 著者 に お いて あら か じ め 1/2 程度 に 縮小 で きる よう に 昧 汁 で 描き , 必ず 白色 の 厚 紙 に は る こと 
完全 な 図 は 下図 料 を 申 し 受け る 。 

18) アー ト 紙 印刷 を 希望 の 場合 は 実費 を 申し 受け る 。 

19) 原則 と し て 初 校 は 著者 校 と する 。 

20) 既 載 原稿 は 返却 し な い 。 写真 お よび さ し 図 は 返却 希望 の 旨 を 記し て ある も の に か ぎり 返却 する 。 

21) 原 閉 論 父 に 対し て は 別 出 50 部 (表紙 付 】 を 贈 呈 する 。 そ れ 以 上 の 別 出 を 希望 する 場合 は 50 部 を 単科 
て 実費 を 申し 受け て 作製 する か ら , 別 出 所 要 部 数 ( 贈 星 分 を 合 む ) を 原稿 の 頭 初 に と 朱 記 する こと 。 

22) 別刷 代 は 表紙 2 円, 本文 2 マー ジ に つき 3 円 (2 ペー ジ 単 位 ) くら いで ある 。 

23) 短 報 に 対し て は 別刷 50 部 (表紙 な し う を 贈呈 する 。 そ れ 以 上 の 別刷 の 希望 に つい て は 原著 論文 の 場 全 と 周 

24) 文部 省 科 学研 究 費 な ら び に これ に 準ずる も の に よる 研究 論文 は 必ず その 和紀 を 脚 族 に 明記 する こと 。 

25) 原稿 用 紙 は 400 字 づ め (な る べく B 5 判 。 縦 型 横 書 用 ) の も の を 使用 する こと 。 タ イプ 用 拭 は A4 尊 | 
の も の を 使用 し , 1 枚 26 行 と し , 左右 を 2.5cm ずつ あけ る こと 。 

26) 原稿 は 書留 便 で 下記 へ 送付 する こと 。 


東京 都 北 区 西原 農林 省 農 業 技術 研究 所 内 
日 本 応用 動物 慣 虫 学会 編集 事務 局 


a OBR 


マジ アプ ブラ ムシ Aphis craccivora Koon* は 世界 た に 広 
AL, マメ 科 植 物 を は じ め 多 数 の 植物 に 寄生 する こ 
BMH CSM, VITA, アズ キン ジグ ジウ な 
LEDKEY RIS ( 宗 林 , 1961). EKAMIE T 2H 
DSA FARES SOL’ 知ら れ て いる (Jmowsox, 
957). 

“BH (1960) は さき に アプ ラム ジ シ 34 種 の 口 針 そう 入 と 
雷 物 組織 た に つい て 報告 し た が , マメ アブ プラ ムシ に つい て 
末 発 表 で ある の で , 本 種 の 口 器 の 構造 , 主要 寄主 植物 
aT SSE う 入 の 状態 お よび 吸 液 機構 に つい て 観察 
AHR RET SD « 

Amie FR SIC4CO, 懇切 な ご 指導 を た まわ り , 
数 の 文献 を 見 せ て いた だ いた 高橋 良一 博士 , な ら び に 
3 部 形 態 に つい て ご 教示 を た まわ っ た 六浦 時 博士 に 深 其 
WEAK. 

PEs EOE 

EMC Ostet dAMVAPTZAVYR, 植物 と 
BC F VL—FWVHADCHHUE CABICMBS H, 

EMIT IR ABICF SDM SP VI — WiC 
DOD, 水洗 し て プア ン 固 定 液 で 5 ~10 時 間 固 定 , 7 
Sv chik, キシ ロー ル を 経て パラ フォ ン に 包 理 し 
これ を アプ ラム シ と と も に 寄主 徒 物 を ミク ロト ー ム 
さ 15 々 の 連続 切片 と し, 切 断面 は 主として 寄主 植物 
断面 と し て 観察 た 。 染 色 た に は サフ ブフ ラ ニン, デラ 
ーー ル ド ヘ へ マト キシ リン お よび 酸性 フク シン を 使用 し 
や 

寄主 貫 物 と し て は レン ゲソ ウツ Astragalus sinicus L., 
TX+ Phaseolus angularis WicHr , カラ ス ノ エ ン 
“9 Vicia sativa L., クサ ネム Aeschynomene indica 
4, +A Capsella Bursa-pastoris Mervicus の 5 ff 
EAL co 


マメ アプ ブ プラ ムシ の 口 器 と 寄主 植物 へ の 口 針 そ 5 FARE 


i 


大 阪 府立 大 学 農業 短期 大 学部 


観察 結果 


Ag, WA ( 咽 ) 頭 お よび 付属 腺 

アブ プ ブラ ムシ の 口 器 , 特に 口 針 の 形態 に つい て は Davr- 
pson (1923), van Hoor, (1958), Smrru (1926) な ど 
の 詳細 な 研究 が ある 。 本 文 で は 吸 液 の 機構 と 関連 し て , 
特に その いん (WA) SAAB, 72 (ME) 腺 な ど に つい て 観察 
性 た 。 

1。 口 器 ( 第 1 図 , 第 2 図 ) 

van Hoor (1958) に よれ ば そ モ そそ モア カカ アブ プ ブラ ムジ 
Myzus persicae SULzgk の 口 針 の 先端 部 側面 に は か ぎ が 
ある 。 本 種 の 品 針 に お いて も 同様 の か ぎ を 認め る こと が 
で きる が , この か ぎ は 口 針 の 植物 組織 内 へ の せん (#) 
和 孔 進入 を 助 す る も の と 思わ れる 。 

下 い ん と うう (咽頭) hypopharynx は , は な は だ 肥厚 
LEAF YARD bid, その 中 に 細い 食物 導管 food 
meatus を 通じ , 前 面 か ら 見 る と き は , ほぼ 三角 形 を 旦 
L, その 先 半 に お いて 小 あ ご 針 maxillary stylet と 接 
着 し て いる 。 品 針 の 食物 管 food canal は , 食物 導管 を 
経て 吸 液 ポ ンプ sucking pump と , また 品 針 の だ 液 管 
salivary canal は だ 液 導管 salivary meatus を 経て だ 
液 ポ ンプ salivary pump と それ ぞ れ 連絡 し て いる 。 

2. いん (WA) Bits LOW BAR 

アブ ラム シ の 吸 液 は , し GH) BMMOBRE, 77 
ラム シ の 吸 液 ポン プ と いん 頭 pharynx OMX LOU 
針 の 毛細 管 作 用 に ょ っ て 行なわ れる も の で ある (Zwrr- 
GELT, 1915; Davipson, 1923; Kernnepy & MiTtrTLER, 
1953; van Hoor, 1958; Kennepy & Srroyan, 1959), 

AX CLIC RIKORR LC BBORUMRKYT, い 
ん 頭 お よび だ 腺 に つい て 記述 する こと と する 。 

(a) 吸 液 ポン プ 

吸 液 ポン プ は いん 頭 の 前 方 に 位置 し , その 外側 は 厚い 


* 旧 本 で は 従来 マメ アブ ラム シ に 対し て Aphis medicaginis Kocu, A. laburni Kaurensacn な どの 学名 が 使 


用 され て いた 。 
(1961 年 7 月 21 日 受領 ) 
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pl 


li \ 
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RR 


SC 
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fc 


マメ アブ ラム シ の 頭 部 断面 お よび レン ゲソ ウッ ウ 果 実 の 横断 面 と 口 針 そ う 入 の 決 能 


ac, 前 頭 じ ゅ ん (HA) anteclypeus ; ag, 副 腺 accessory gland; b, RY brain; c, 頭 じ ゅ ん clypeus; 
e, 表皮 epidermis; ep, 皮膜 epithelium; fc, 食物 管 food canal; fm, 食物 導管 food meatus ; 


hp, 下 に らん と う hypopharynx; 1, 上 し ん (B) labrum; li, 下 し ん labium ; 


0, 食道 oesophagus ; 


og, 胸 腹 部 神経 球 oesophagous ganglion; Pg, 主 腺 principal gland; pl, し (fii) 部 phloem; 
Pr, いん (WR) SE pharynx; sc, 7¢ (ME) RE Salivary canal; sd, だ 管 salivary duct; sm, だ 液 


34 salivary meatus; sog, 食道 下 神 経 球 suboesophageal ganglion ; 
pump; st, Ost stylets; sup, 吸 液 ポン プ sucking pump; t, ERS 


x, 木 部 


xylem. 


Sp, だ 液 ポ ンプ salivary 
tentorium; v, 胃 ventriculus ; 
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t sog ハハ い ん tL, 皮膜 で お お わ 
mdg Se aL, PTR 4ABe 
rm L, 後面 は 服 厚 し た キチ ン 
dmsp Bmore), 食道 に 近い 部 


分 で は , 強い 2 本 の 筋肉 で 
FIR tentorium と 連結 


= ULC ER principal 


i eA 


が F KDA CO hRmandibular gland 


mo eA 


y/ land, fi iRaccessory gland, 


=] 


お よ 小 あ ご 腺 maxillay 


=A 1 対 


第 2 図 マメ アブラ ムシ の 吸 液 器官 


» 頭 部 正面 図 (B, C, D, p は 次 に 示す 横断 面 の それ ENO vt 72, 
Mev 72s igi; C, 下 に らん と う の 基 部 を 通る 横断 面 ed 
の 中 央 部 を E, 下 い ん と う の 先 端 部 を 通る 横断 面 ; 

Ball Ay 県 。 
ad 和 結合 管 accessory duct; dmsp, だ 液 ポ ンプ の 拡大 筋 dilator muscles of 


salivary pump ; mide 大 3 ご iy Meade: Ka CHE mandibular gland; 
mx, 小 あ こと maxilla : mxg, 小 あ ど 腺 maxillary gland; a 出 管 principal 
duct; rm, KSC # retractor muscle of mandible; \\ 3% CH do of 


maxilla ; は か の 記号 は 第 1 図 に 同じ 


220 


部 神経 球 の 背面 に 位置 し て その 両側 に 及 
球形 で 小さき く , 成 事 で は 長き 約 0.06mm, 


厚 さ 約 0.05mm で ある 。 左 右 の 主 腺 を 結ぶ 導管 (HE 
principal duct) は 胸 腹 部 神経 球 と 食道 下 神 
その 中 央 部 か ら だ 管 


を 所 及 そ の 腹面 と 添っ ぅ て 通り , 
salivary duct が 食道 下 神 経 球 の 腹面 に 
び , だ 液 ポ ンプ と 連結 する 。 
mm, Hee tPeCK< 0.025~0. 03mm, 
く な る 。 一 腺 ほ は それ ぞ れ 主 腺 と の 結合 
を 経て 輸出 管 の 基部 に 開 品 する 。 左 右 の 副 
は な い 。 

math (1958) 2 
tropicalis YVAN DER Goot の 副 腺 は 主 腺 
は より 大 きい が , 
さく 約 半 分 で ある 。 


だ 液 ボ ンプ は , いん 頭 の 後方 に 位置 し て 大 きく , HA 
央 部 に は は な は だ 発達 民 た 2 本 
の 拡 夫 筋 が 付着 する 。 こ の 委 肉 の 他 端 は 税 状 骨 に 達する 。 
2 NN 2 較 
大 あご 腺 お よび 小 あ ご 腺 は よく 発達 し , 
お の お の 長 


eS < STC L, 


ご お よび 小 あ ご の 基部 に 位置 する 。 
0.13mm, 基部 は 夫 き く , か ぎゅ うか が かく 


HRe Se 


HAM HAH BME BS & at 


So BIBRIZIZIE 
He 0: 08mm, 


KL OR 


iN つ て 前 方 に 延 


だ 管 は 基部 の 直径 約 0.02 


先端 は や や 細 


管 accessory duct 


ムジ Lachnus 
と 同 大 か ある い 


PAP TF FAVOBARILER KE DO Oy 


第 3 図 ) 

それ ぞ れ 大 あ 
さ は WW 
CHAAR) 状 を 


BL, その 直径 は 約 0.04mm。 大 あご 腺 の だ 液 は 大 あご 


cx ズー 


Owais tuys 
われ る が , 小 あ ご の 中 心 管 は , その 基部 
が , その 他 の 部 分 の 断面 で は 確認 で き な 


centralicanal 和 Ww を 経て 排出 ざさ れる と 思 


で は 確認 で きる 


Vols To VAN 
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Hoor (1958) の 報 文中 の 小 あ ご 針 の 断面 に も 示 き 
いな い 。 小 あご 腺 の 開 百 部 と だ 液 の 排出 路 は 森 明 で 
Minzs (1959) の 報告 し た マメ アプ ブラ ムシ の 2 種類 
の 
は , 大 あご 腺 お ぉ ょ び 小 あご 腺 か ら , 他方 水 様 液 は 
ーー 
寄主 植物 へ の 口 針 の そう 入 状 態 
アブ プ ブラ ムシ が 百 針 を 植物 組織 内 に そ を 


IAF SBME 


"いて は Snoperass (1935), van Hoor (1958) な ど 


FEDS DH Do 
回 針 の そう 和信 と 走 を ん (Y) の 運動 
アプ ブ プラ ムシ が 百 針 を 植物 組織 内 に そう 人 する と き 


頭 部 また は 体 全 体 で 品 を ん の 先端 を 植物 の 表面 に 押 
it, D&A (FLA) 2EMSET, その 先 か ら 碧 
HL, これ を 植物 組織 内 に 突 刺 し , Kw COA 


動 に 伴い 小 あ ご 針 が 誘導 され , 植物 組織 内 に 進入 
< (Syoperass, 1935 ; oe 1959), | 


FIFNYOR SALES 4 Mid bic, 551 8 
2H LOLA, その 皮膚 は 膜 捧 を 時 する が , 2: 
下 は や や 厚い キチ ン 質 の 膜 か ら な り , 腹面 に 溝 が 葵 
第 2 節 の 薬 部 に は 特に キチ ン 質 の 厚い 部 分 が あり 第 
に そう 和信 され , また 溝 の 基部 は 丸く さじ ( 古 ) Re 

。 策 3 節 は 特に 厚い キチ ン 質 か ら な り , BACH 
cm eae こそ うう 入 さ れ で いる 。 GOT 
が 植物 の 表面 に 押し つけ られ る と 第 1 節 は 反転 固 
節 は その 中 に 全く 納め られ て , 品 を ん は 短縮 する 8 


Wee, ES 


第 3 図 マメ アプ ブラ ムジ シ 頭 部 の 断面 


2. 側面 (や や ゃ 抜天) 記号 は 第 2 図 に 同じ 
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Riki} oC SAMBA L. 第 3 節 と 第 
の 境 も 膜 状 を 呈し て いる の で わずか に 短縮 され 
LA ORBIT > T, その 中 の 口 針 は それ だ け 下 し 
端 で 突出 する で ぞ と に な る 。 マ メア プラ ムシ で は 第 
BREER OP 側 を 深く 体 陵 中 に 没入 し て , そ の 基部 は 
全部 神経 球 に まで 達する 。 こ の と き 口 を ん の 溝 に 納め 
banaue FLAS 2~ 3M OHA OWEN Z 
i 回 ふん 林 州 部 に お いて は , 品 針 は 常に この 中 に 
る 。 こ の よう な 事実 は 多数 の アブ プラ ムシ に 観察 さ 
( 


: 
¥ 
i 
i 


特に ク カ ナガ アブ プラム シ Stomaphis BLOF 

区 プ ムシ Lachnus, Cinara な どの 1 部 で は , OS 

ホ 長 より は る か に 長い 。 そ の 第 1, 2 節 は 著しく 長 
中 皿 針 を 植物 組織 内 に そう 入 す る と き , 第 1 節 は 反転 
| OUCH 2 節 が 没入 し て 体腔 内 深く そう 入 さ れ , 
剛 館 の 基部 は 腹部 末端 近く まで 達する こと が ある 。 同 
Be Horres (1954) は オオ アブ プラ ムジ シ の 1 種 
ava puerca Horres に つい て 記述 し て いる 。 高橋 
4 し は よさ カン クノ クト ゲカ メ ム シ Rhynchococoris 
meralis THUNBERG は 口 針 を ミカ ン の 果実 内 に そう 
Heo eX, | は 下 し ん か ら 全 く 離 れ て , ほとん ど そ を 
完 まで 果実 内 に 深く そう 入 さ れ , 下 し ん は 体 の 下面 
紅 訂 に 伸ばさ れ て 保 た れ , PIFAVOE 5K MT 
者 は な い 。 ま た 一 般 と に カイ ガラ ムシ で は ロロ 針 は 体内 
& crumena の 中 に 巻き 縮 あ られ て 保 た れ , また キジ 
2 LPETCITONICHIRITH DON CRENSE, 
参 保 持 す る 方 法 は 昆虫 の 種類 こと ょ っ て 異な る 。 そ し 
AS ORL OMEN MMIC DATS E Sf 
HOD, USA (CKLA) が 短縮 する こと は な い 。 
ペン の 吸 族 する と き に 見 られ る 下 し 
縮 は は な は だ 特異 な こと で ある 。 


F 
' 
Kk 
| 3 
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アブ プ ブラ ムシ の 品 針 は , 植物 組織 内 で は 主として 細胞 間 
を 通る こと は よく 知ら れ て いる ( 宗 林 , 1960), HO 
植物 組織 内 へ の 進入 は 機械 的 な 旨 通 と , だ 液 に 含ま れる 
ペク チン 分 解 酵素 に こ ょ る 細胞 膜 の 分 解 と た に た ょ る も の と 考 
えら れる 1956; Apams & 
MCcALLAN, 1956, 1958; Day & McKrnnon,1951; Day, 
IrzyK1Ew10z & McKinnon, 1952; Nickes & SYLVESTER, 
1959), 

マメ アプ ラム シ の ロロ 針 の 植物 組織 内 進入 経路 は , ほか 
の 多数 の アブ ラム シ と 大 体 同様 で は ある が , 植物 の 種類 
に よっ て 差異 が 見 られ た (第 1 表 )。 

(a) レン ゲソ ツウ ツウ : 茎 た に お いて ロロ 針 は 表皮 , 皮 層 部 と 
も に 主として 細胞 間 を 通る が , MUAH < LDL DR 
AonK MELD SDT SAILS < Rohe: OHO 
端 は 多く の 場合 し 部 に 達する が , 友 層 和 柔 組織 中 に 終わ る 
も の る 少数 見 られ た 。 し か し , 木 部 に 達する も の は 全 ぐ * 
な い 。 果 実に お いて は , さや の 縫合 線 部 に 沿っ て 和 群集 す 
る こと が 多く , その 大 部 分 の 品 針 は , 纏 合 線 部 に ある 多 
ID SMEMN ED» © Te DB SAE Te BRR RR MELT Ck E dV 
LULMCETS (F1B). 

(b) PAX: SORE, 品 針 は 大 部 分 細 抱 間 か 
ら 進 入 し , 細 旨 内 を 貫通 する も の は は な は だ 少な く , ま 
た まれ に 気孔 か ら の 進入 が 見 られ た 。 皮 層 部 で は , 細胞 
間 を 通る も の より も 細胞 内 と 細胞 間 の 両者 を 通る も の が 
多い 。 ま た 果実 に お いて は , レン ゲソ ツウ に お ける と 同様 に ; 
さや の 縫合 線 部 に 寄生 する こと が 多い 。 さ や の この 部 分 
Cli, 多数 の 繊維 細胞 か ら な る 機 城 組 織 が は な は だ 発達 
し , 第 4 図 に 示す よう に , OH ORM Re maT 
る こと は ほとん と ど 不 可能 で あり , 友 層 部 と の 境 で 刺し 換 
ぇ られ , 多数 の 分 岐 し た こん ( 疲 ) 躍 が 見 られ る 。 し か し , 


(McArLrLarn & CAMERON, 


総数 Sz lenyar 


HOWE ES 5 AIR FHICRMM MOMENTS LOLSS. THOR 
ide ee eee 
lenernl De eR OOH LES ORSE 。 
= ¢ uw 名 EGOH # a 8 Hie RABE | 先端 の 到達 する 組織 


皮 層 x 


ee) 7 | 88 


4 Ay 
apsella Bursa-pastoris MEDICUS 


98.8 
tragalus sinicus L. 
98.6 
eolus angularis WIGHT 457 
ee ET 103. | 99.0 
sativa L. | | 
217 | 82.9 
2schynomene indica L. 
78 96.2) 


am) a (anand SNA] し is! 3 ani 
1.2 0.0, 98.8 1.2 | 96.6 0.0 3.4 
Lei} 0.3) 39.2} 60.8 | 75.5 2.9. |} 21.6 
1.0, 0.0 93.2 6.8 | 100.0 0.0 0.0 
5:1) 12.0 88.9 11.1 | 89.4 0.0 10.6 
ia 2.6 83.3 16.7 | 100.0 | 0.0 | 0.0 
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d>aYORecA CB) 跡 co, 
cortex; m, 機械 組織 mechanical tissue; 
ほか の 記号 は 策 1 図 と 同じ 


Bae 


は , 主として し 部 に 達する が , RBLMMHCKRDSE 
の も 比較 的 多い 。 ま た 木 部 に 達する も の 少数 見 られ た 
が 完全 に 木 化 し た も の より も, 木 化 不 完全 な 導管 に そ 
5 さり る 2 が パタ る か 
(用 カラ スズ ノエ ンド ウツ : ZOREELOREBCH, 
白 針 は 主として 細胞 間 を 通り , 気孔 か ら の 進入 は 全く 見 
ORNS ES の UaiiGoe LCV 7c, 
(d) FHAA: 百 針 の 多く は , 表皮 で は 細胞 間 か ら 
進入 する が , 気孔 か ら の 進入 も 比較 的 多い 。 ま た 細胞 内 
を 貫通 する も の せる せ 少 数 見 られ , 和 孔 辺 細胞 を も 綱 通 する も 
の が ある 。 第 5 図 に 示し た よう に 百 針 こん 跡 は 表皮 直下 
を 横 に 進入 する も の が 少数 あり , この よう な 例 は ほか の 
植物 で は 見 られ な か っ た 。 友 層 部 に お いて は 細胞 間 を 通 
過す る も の が 多く , 細胞 内 と 細胞 間 の 両者 を 通る も の は 
Dig, 百 針 の 先端 は 辛 と し て し 部 に 達し , DRILEB 
柔 組 織 た に 終わ る が , 木 部 に 達する も の は 全く 見 られ な か 
yen 
(e) ナズナ: RECLOMLAMA Maha oeA 
L, 細胞 内 や 気孔 か ら の 進入 は は な は だ 少な い 。 友 層 部 
で も 細胞 間 を 通る も の が 多く , また 細胞 間 と 細胞 内 と の 
両者 を 通る も の も 少 数 見 られ た 。 ロ 針 の 先端 は すべ て し 
部 に 達し , それ 以外 の と ところ に 達する も の は 見 られ な か 


Dito 


ll 
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第 5 図 クサ ネム の 茎 の 横断 面 と マメ アブ ラム 
OOHtA, 記号 は 第 1, 策 4 図 と 同じ 


EOE FIC, 品 針 の 進入 状態 が 植物 の 種類 に よ 1 
差異 を 示す こと は , 主として 植物 の 構造 が 種類 に E+ 
異な る こと に よ ょ る も の と 考 を られ る が , この 点 ご つ N\ 
は 今後 の 研究 と まち た い 。 


es 


VAP TFAVOUS, CORB LOS 
組織 内 に そう 入 さ れる 状態 な ど た に つい て 観察 し た 。 + 
結果 の 大 要 は 次 の と お り で ある 。 

1) 下 い & ふ と う は キチ ン 化 し て 肥厚 し , 食物 導管 
Wo 下 い ん と SORECHEBONHS bic 0, AN 
針 の 食物 管 は 食物 導管 と , ERRNO LH 
ぞ れ 連絡 する 。 

2) 吸 液 ポン プ は , いん 頭 の 先端 部 に あっ て よく 5 
し , 外側 は 厚い 皮膜 で お お われ て いる 9 ご の ポン 際 
断面 は ほぼ 五角 形 で , 後方 の 四辺 は 肥厚 し た キチ ン 
包ま れ , 前 面 は 薄い 膜 状 を 時 し , FREI 
が 付着 する 。 

3) いん 頭 は 吸 液 ボ ンプ と 食道 と の 間 の 部 分 で 
筋 が あり , 吸 液 ボ ンプ と と も に 吸 液 の 働き を する 。 

4) だ 腺 は 4 対 で , ER, BURR, AHO LOY 
ご ど ご 腺 の 各 1 対 で ある 。 だ 液 の うち 粘 隆 の 高い も の 
液 し ょ う を 形成 する も の と いわ れ , KHORBEO 
ご 腺 か ら 排 出さ れ , 水 様 液 は 主 腺 お ょ び 副 腺 か ら 排 
れる も の と 推定 され る 。 


i 
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5) ロロ 針 を 植物 組織 内 に そう 入 す る と き は , ASA 
CELA) は 短縮 され る 。 口 を ん 第 1 節 は 反転 し , その 
1 に 第 2 節 が 引き 入れ られ て , 体腔 内 に 没入 し , その 基 
3 は 胸 腹 部 神経 球 に 達する 。 

6) 口 針 が 植物 組織 内 を 進入 する 経路 は , 植物 の 種類 
EE STH ASHE (第 1 表 )。 口 針 は 機械 組織 を 
て 遠 ま わ り し て 進入 する の が 普通 で ある が , まれ に 
2 福 織 の 細胞 間 を 通る こと も ある 。 口 針 の 先端 は ほ と 
VELEBICE SASH, 木 部 に そう 入 さ れ た り , RM 
RIC TS SASH SCL DT. MHI 
ASHES, BRICAELE LOL DG, AULA 
GetoMAICL SASHZCEMSB\ 
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Summary 


The Mouth Parts of Aphis craccivora KocH and the Penetration 
of Stylets into Host Plants 


By Masato Soin 
Junior College of Agriculture, University of Osaka Prefecture, Osaka 


summarized as follows: 

(1) Food meatus is fine, and hypopharynx is 
thickened, sclerotized and is bound with maxillary 
stylets on each side and at this part food cana} 
of the stylets is connected with food meatus, and 
salivary canal is with salivary meatus. 

Cross section of well developed sucking pump is 
nearly pentagonal in shape, and the posterior side 


much sclerotized, but the anterior side membran- 
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eous. Dilator muscles arising from clypeus attach 
at the center of the anterior side. 

(2) Salivary glands are in four pairs, namely 
principal, accessory, mandibular, and maxillary one. 
According to Mirrs (1959), Aphis craccivara Koon 
secretes two kinds of saliva, a highly viscous 
secretion and a watery liquid. The former is used 
for sheath formation and seems to be secreted 
from the mandibular and maxillary glands, while 
the latter from the principal and accessory glands. 

(3) Rostrum (labium) is shortened when stylets 
are inserted into plant tissues. The first segment 
of rostrum is pale, thin-integumented and flexible. 
The second segment is longer than the first, small- 


er in diameter, and more sclerotized, and can be 
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The base 


the second segment reaches the oesophagous g 


telescopic within the first segment. 


glion when the stylets are inserted deep into 1 
host plant tissues and the second segment of rc 
rum is much drawn within the first segment. 
(4) The courses of stylets in plant tissues J: 
different in some respects among different h 
plants. The stylets usually take a roundabout y 
to avoid mechanical tissues, but occasionally p: 
intercellularly through this tissue. They usua 
extend to phloem, but were commonly obser' 
reaching the xylem, or the parenchyma of cor) 


on Phaseolus angularis Wicut. ‘The stylets) 


stylet tracks are found more times in the imperf 


lignificational xylem than in the perfect one. | 


we 


リン ゴ 園 の 生物 均衡 と 病害 虫 防除 

Proxert, A. D. (1960) Effects of disease and insect 
control practices on biological balance in apple 
orchards. Biological and chemical control of plant 
and animal pests: 201-208. Amer. Assoc. for Advanc. 
of Sci., Washington, D.C. 

戦後 有機 農薬 が 著しく 進歩 し た が , ある 種 の 害虫 は 新 
農薬 に 耐性 を 持つ ょ うに な り , 新 農 薬 の 発達 と 害 忠 の 耐 
te 諾 と の あい だ の 競争 は 加速 度 的 に 進み , こと に ほ 
か の 防除 法 の 考慮 が 要求 きれ だ し じ た 莉 者 は ノバ ・ ス スコ 
ッ チ ァ の リン ゴ 園 に お ける 実験 結果 に 基き , 農薬 の 繰り 
返し 使用 は 害虫 の 耐性 を 増し , 自然 防除 要因 を 破壊 する 
と いう 点 を 指摘 し , 更に 永年 生 作物 に お らい て 以前 に 無害 
で あっ た 種 の 有害 化 に つい て も 注意 し て いる 。 

AE, 殺虫 唱 の 影響 の 数 例 に つら いて 述べ る と , 
APAAPFAVYVETYTbANFHO Aphytis myti- 
laspidis お よび 捕食 性 ダニ = の Hemisarcoptes malus 問 
の 均衡 は ファ ー バ ム の 処理 で 破 ら れる と と は な いら に が , イ 
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DK 


4URICKkK 5 CRBS AAP FAY AM Log 
リン シンゴ ハ ダニ, PARMOBBS7 ry -—NAP1AT 
の 処理 で 破 ら れ , 両者 の 個体 妖 が 大 きく 変化 し , 使 朋 
tS RICANS a= BML, CHILRLIVAFH 
PMA © JSR td ili 8D RBC b Fb O Bes AM 
け で あっ た 。 ま た 散布 暦 の 僅少 の 差異 で コ ド リ ンカ 
る 被害 に 大 き な 差 を 生ずる と と も 示さ れ た 。 次 に コ っ 前 
vy POMMIC DDT AHO RECA) VANF HDG 
アー ニア の 使用 時 より も 者 し く 増加 し , 捕食 性 ダー が 
し た 。 Bit DDT の 使用 は ライ アニ ア に お ける より ば 
ドリ ン ガ 個体 妖 の 回 復 を 早く する と と が わか っ た 。 肌 
と の 実験 で コ ド リ ン が が と ヒ 酸 鉛 に 面 性 を 有する と と 
SE 

結局 実際 に あたっ て は で きる だ け 生 物 的 防除 要因 


と の 概念 が も は や 学問 的 範囲 を 脱し て , ##OMAA 
に 組み 入れ られ て いる こと と は 注目 すさ べ さき とこ と で あぁ 2 
(岐阜 大 農 福島 正三 ・ 氏 家 


AeA a 


PAG RHE vy ay = 


i 論 


nonychus ulmi (Kocm)) に お いて も, 1959 年 北海 


肌 座 に 低下 し た 例 が あり (宮下 ら 1960, 青森 リン ゴ 試 
O), ま た 同年 秋田 県 の 一 部 で は テ デ オ シン の 効力 低下 


ay 
(ei 
3 
H 
Pi 
a 
a 
Be 
= 
© 
oT 
Ss 
ay 
It 
Vr 
EN 
— 
i<o} 
rox) 
< 
# 


Bbw % WEEN ts % LARCHER BI Lice 6B 
UY Clk 1959~’60 年 に 東北 農業 試験 場 園芸 部 の 果樹 
| ド 詩 術 時 剤 連用 試験 の 際 に 観察 され た フェ ンカ プ ト ン 
了 還 低下 現象 と 室内 試験 の 結果 を 報告 する 。 

ドド 論 に 先 だ ち , 種々 有益 な 助言 を 賜 わ っ た 菅原 寛 夫 , 
SES, 星野 好 博 。 尾崎 幸三 郎 の 諸氏 , 村上 陽三 氏 の 
BID, 薬剤 無 散布 樹 の ダー を 提供 され た 私 前 市 在 府 町 
3 想 敏 打 な ら び に 供 試薬 剤 を 提供 され た 日 本 化 薬 株 式 
ty BAPE MGSO LEA CRA DRE 
._ 

4 材料 お よび 方 法 

。 ほ場 試験 

ABE し て 東北 農業 試験 場 園芸 部 果樹 園内 (青森 県 南 
王立 崎 町 在 ) の リン ゴ 樹 (40 年生 国光 ) を 選定 し ; 
9 や 760 年 に わた り , 殺 媒 剤 連用 試験 の 一 部 と し て , 
VAT } ン 連 続 使用 区 と 対照 区 (Ce RIO Ale) 
昔 本 を 含む 試験 を 行なっ た 。 フェ ンカ プ ト ン 連用 区 は 
折 と も 落花 後に フェ ンカ プ ト ン 4522 水 和 剤 (2500 倍 和希 


湖 現 在 農林 省 園 芸 試験 場 盛岡 支部 
(1961 年 8 月 23 日 受領 ) 


(Panonychus ulmi (Kocu) Acarina 


OK * 


降 幡 広一 


RR: CRI) を 散布 し , その 後 定期 的 と リン ゴ ハ ダ 
ニー の 生息 密度 を 調査 し , 原則 と し て 1 業 当 た り 3 頭 ( 実 
用 上 の 防除 限界 ) 以上 た 達し た 際 , 再び フェ ンカ プ ト ン 
水 和 剤 を 散布 し た (第 2 回 の 散布 以降 は 2000 {AF R)o 
殺菌 剤 は 一 般 管 理 の た ゐ あの ボル ドー 液 の み を 用 いた 。 
生息 密度 は 1 樹 た つき 50 枚 の 葉 を 無 作 意 に 選定 し , IB 
以外 の 全 ス え ステージ の 数 を 記録 し 1 葉 当 た り の 平均 値 で 表 
SS 

b. 室内 試験 

下 述 の ブフ ミ ンカ プ ト ン 連用 区 の リン ゴ プ ハ ダニ (以下 Ph 
個体 群 と を 称する) と , 全く 殺 時 剤 散布 を 行なっ た こと の 
無い 場所 の リン ゴ ハ ダ ニ VUPMAAR LATS) を 室 
内 殺虫 試験 に と より お の お の の 濃度 死亡 率 回 帰 直線 を 求め , 
薬剤 に 対す る 感受 性 を 比較 し た 。 

MM 同体 群 は 弘前 市 在 府 町 松野 氏 の 宅地 内 に ある 無 散 布 
DIVYA (AYE) LORBLKELOCHS, 

両 個体 群 は 葉 の まま 採集 し , ダニ の 死体 お よび 天敵 を 
注意 し て 取 除 いた の ち , ネー パー クロ マト グラ ブ 用 の ガ 
ラス 噴霧器 と 二 連 球 を 用 いて 薬剤 を 散布 し た 。 散 布 後 , 
これら の 葉 を ろ紙 を 敷い た 大 型 シ ャ ー レ (15Xx 4cm) 
BL, 25°C の 定 温 器 に 収容 し た 。 死 亡 率 の 調査 は 散布 
24 時 間 後 , 双 眼 顕 微 鏡 を 用 いて 行ない , 針 先 で 軽く 触れ 
て も 全く 反応 し な い 個 体 を 死 , 反応 ある も の を 生 と 記録 
し た 。 デ ー タ は 葉 上 お よび シャ ー レ 内 に 存在 する 雌 成 下 
の み に つ いて 求 あ た た 。 

供 試 薬剤 は 次 の も の を 使用 し た 。 

1. フェ ンカ プ ト ン (0,0-diethyl-s-(2,5-dichloroph- 
enyl mercapto methyl) dithiophosphate) 1876 乳 鹿 
(A) (日 本 化 薬 株 式 会 社 , 1960 年 4 月 12 日 調整 ) 

2. ホリ ドー ル ・ エ チル (diethyl-pnitrophenyl thio- 
phosphate) 46.62 乳剤 (日本 特殊 農薬 製造 株 式 会 社 


| | Tetranychidae) の 出現 に つい て 
410 

4 

ip 本 間 健 平 ・ 豊 鳥 在 寛 

| 農林 省 東北 農業 試験 場 
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196048 3 月 16 昌 調製 ) 


いずれ る も 製造 元 か ら 直 接 提 供 さ 


日 本 応用 動物 性 中学 


20 日 D2 El4r7e\>, 


Fue, D) Crs) Do 


Era Deas アグ ラー (alkyl phenol ci oe 


oxide 20%) を 


C1 
MUO es 


100,0 


50.0 


SERS SKY | 


(27/V) 


1959 


30 


: 10000 O#cmM2z cA 
Be Jesper, BS, CF NN 
: 10000) の みみ を 散布 し た が , か な り の 死亡 率 
回 帰 直線 の 計算 は Fixxgy (1944) に 従っ 
to な お 実 験 は フェ ンカ プ ト ン に つい て は 1960 年 9 月 7; 
9』12 昌 の 3 回 , ホリ ドー ル に つい て は 1960 年 9 月 16, 


Kk 


が 見 ら 


30 9/VIII 19 29 8/1X 18 


100.0 \ 
3 50.0 
i 
3) 
の S 
個 
体 10.0 
数 
5.0 
J 0) 
10/VI 20 30 10/VII 20 30. 9/VIII 19 29 8/IX 18 
月 =| 
e 1 図 
VY ARF SICH S72aVAT YOR ee 
—® CNG 
a eR 
i 7a2vaTsy burt 
a Z Dis de OAL Fl Me Hp 
(ak. 2 7 H—-M; €r.s AO Fy DZ) 
* 両 年 と も 調査 の 末期 に CM O15 AER RIC 3 Ceo a8, 


する た めで ある ろう 


会 誌 


a. ほ場 試験 

フェ ンカ プ ト ン 連用 区 , 対照 区 と お ける 条 蜂 剤 4 
と リンゴ ハダニ = の 生息 密度 の 変化 を 第 1 LICR LE 
フェ ンカ プ ト ン 連用 区 の ダニ の 生息 密度 は 1959 和 j 
7 月 中 旬 ま で は 低かっ た が , 7 ATARI 
phe, CTA DA 


第 5 巻 FA 


BORD OPER Aa CHE 
結 果 


用 的 防除 効果 は 認め られ ず , 増 
aresH I <A 
年 に は 6 月 7 BICHON 
い 6 月 29 日 再び 散布 し た が , ca 
照 区 と 全く 同様 の 密 度 を 保ち , 7 
日 の 調査 で は 対照 区 ょ より 高 審 度 
KOC, 2HRCT AW 
dichlorobenzilic acid ethyl | 
2226 FL MILOOO ME) AME Lie 4 
密度 は 激減 し た 。 し か し 間もなく ペ } 
限界 に 達 し た の で , ェ ラ デ y| 
(chinoxalin-2, 3-trithiocarbonalt| 
67K AUAILSOO RS) を 散布 し て 抑制 
8 月 下旬 再び 密度 が 増大 し た 瞳 
ェ ン カプ トン を 2 回 散布 し た が 香 
効果 は 全く 認め られ な か っ た 。" 
b. 室内 試験 

フェ ンカ プ ト ン 連用 区 の リン 記 
= (Ph HSER) & ShaTTT HE DF 
散布 樹 の リン ゴ ハ ダ ニ (MM 個体 導 
OW CHik ok 7avHT > Val 
よる 殺 躍 試験 の 結果 を 第 1 表 に 7 
これ まる & Face a aa 
効果 は 両 個体 群 間 で 非常 に 異なり | 
用 濃度 (1000 倍 ) CM RARE CI 
2 以上 の 死亡 率 (Assgorm の 補正 億 
%) で あぁ 7 この NE 
で は 400 倍 で も 約 22 26 (補正 
‘4.9426 ES 

両 個体 群 の 濃度 死亡 率 固 帰 直 
程 式 と 各 常 数 の 分 散 は 第 2 表 の ご 
で ある 。 こ れ ら の 方 程 式 と ょ て 
(100XLC50) お ょ びそ の 9522 信 


これ は 寄主 の 状態 が 対照 区 に お いて 早く 


19614F12 4 ATH] + SEM + RRR > RARE) YAN ROM RICOWOT 227 


ia 第 1 表 
(F 
| リン ゴ ハ ダ ニ ita TF VAM OR EHR (補正 死 虫 率 は Appor の 式 に よる ) 
le | ie EA od Ph f@ ik 生 
F eo et ee | : ) —— 
'F 供 試 虫 数 = 死 虫 率 | TEBE | 供 試 虫 数 | 死 虫 率 | 補正 死 虫 率 
, Ee ) gl 3 TE EE | a ee ae 
re x25 id | | 332 | 85. 84 83.13 
x50 3.6 | | 281 | 76.16 71.59 
| =< 100 1.8 | | 297 i 43, 02 
| x200 0.9 389 91.83 88.84 | 323 | re. | 25.86 
| x 400 0.45 | 402 | 22.39 | 7.54 
| x500 0.36 575 86.43 81.47 | | | 
x 1000 0.18 658 82.67 76, 33 
| x 2500 0.072 520 65.49 52.86 
xX 5000 0. 036 478 70.58 59.82 | 
+ 10000 0.018 569 60.77 46.61 | | 
ie 区 ——. 458 26.20 — 386 | 16.06 | — 
第 2 表 


TO RE Sh iF st tio) 


Bin 
回 jt 方 fe 式 nC el oman swat 各 常 数 の 分 散 


y=a+b(x—%) . c | a | ae. [or | Veo s i i Veg 


5.7149 hs P>0.05 0.001408 0.003043 0. 000386 
4, 2755 | 3 EO: 05, 0. ne 0. etch 0. 000341 


BABE | y=5.4947+0.7500(x—0. 9941) | 0.2317 
個体 群 | Y=5.0931 +1. 9007(%—2. 3628) | 0.1531 


J=HRCROPF TE yb RAS BONE log (100xXg/Z) 


; 策 3 表 
| 4 リン ゴ ハ ダ ニ 個 体 群 に 対す る ホリ ドー ル エ チル 乳剤 の 殺虫 効果 (補正 死 虫 率 は Apgor の 式 に よる ) 
M 個 体 # Ph 8 tk # 
a | ks & = |———_—______-_}__ 
BAB | 虫 率 | MEE || HARK | % 虫 率 | 補正 死 虫 率 
も g/l 26| 2 | % % 
| x 9.32 104 98.08 98. 59 
x100 4.66 180 | 98.78 97.39 
x200 aoe 132 | 95.45 94. 66 
x 500 0.932 | 103 98. 06 97.10 | 211 Rag ya 65. 93 
1000 0. 466 262 95.42 93.06 | 160 | 55.62 46.93 
| 2300 0.186 343 81,05 71:23 | 146 37,67 | 26.78 
Fx 5000 0.0932 300 57.00 34.71 
| x 10000 0.0466 324 50. 00 24.08 | | 
HME = 372 34.14 a 242 | 14.88 | = 


ated SB & M (HtKFE C(L0. 3345+0,4523; Ph {ij に 異な り LC50 の 値 は M 個体 群 で は 0.1095 g/l; Ph 周 
隊 で は 2.3138 圭 0.0984 で 明らか に 異な る 。 し た が っ て 体 群 で は 0.4868 g/l で , それ ら の 比 は Ph/M=4.45 CH 
の 値 は M ia (APE Cis 0.0216 g/l; Ph 個体 群 2.06 っ た 。 両 回 帰 直 線 の 傾き は 5 ERR CHRIC RSA, 
| なり , その 比 は Ph/M=95.35 と 認め られ る 。 El フェ ンカ プ ト ン の 場合 と は 逆 た に M (ARO 5G 
導線 の 傾き (5) の 値 も 危険 率 5 CHR Hin) Pk BCH OK 

秒 う が 明らか に 急 傾 倖 と な っ て いた 。 = 祭 

HN ドール に と ょ よる 和 殺 躍 試験 の 結果 を 第 3 表 に , また こ 

¥ ORAS LOG BMOD RB 4 表 に 示し た 。 フェ ンカ プ ト ン に つい て は 1957 年 に は じ め あて な は 場 試験 
の 場合 も 両 個体 群 の log (100xLC50) は 性 個体 群 _ を 行ない , 当時 は 卓 効 を 認め られ た も の で ある が 1959 年 
)394+0.1679; Ph 個体 辞 1.6878 土 0.1324 で 明らか か ら 2 年 続い て 防除 効果 の 減退 が 見 られ た 。 ま た 室内 試 
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第 4 RR 
リン ゴ ハ ダ ニ 個 体 妖 に 対す る ホリ ドー ル エ チル の 濃度 死亡 率 回 帰 方 程 式 
| 対照 区 の | 、 — 

el] Je A te xt Bet HE 帰 方 程 式 に 対す る 適合 性 & HH MR O FF : 
fe PR 群 | 定 値 | 
y=at+b(x—X) | Cc 2 | Gk sr, | Pr Via) | Von) | Vo 
= 7 | | | 1 
= 2 P>0.05 0.006065 0.04065 0.000 

M {el ABE y=5.4131+2. 3684(*—1.2138) | 0.3429 | 5.9297 | - Boe bel 0: Ode oceania a 
Ph {ie BE y=5.4528+1.8708(«—1. 9298) | 0.1524 | 6.4004 AY, 8 | | | 
》 三 死亡 率 の プロ ビッ ト 々 三成 分 含量 の 対数 log (100 x g/l) | 


eC, 濃度 死亡 率 回 帰 直 線 の 傾き も 明らか に 異な り , 両 
個体 群 の フェ ンカ プ ト ン に 対す る 感受 性 が 明らか に 異な 


3 VN ES 


この 室内 試験 の 結果 と , 以前 た 卓 効 を 認め られ た の ち , 
2 年 連続 し て 同じ 場所 で 効力 が 低下 し た 事実 か ら , ほ場 
た に お ける 効力 の 低下 は Ph 個体 群 ボ が ブ ェ ン カプ トン に 対 
じ て 抵 抗 性 が 増大 し た 結果 と 考 を られ る 。 ま た この 際 M 


個体 群 に お ける , 


回 帰 直 線 の 傾き は 非常 に 小さ な 値 で あ 


Dos, CHUM BAH CLT 2 VAT} VIR SRE 
性 の 変異 が 大 で ある こと を 示し , MIKIC L 3 CHER 
統 が 生ずる 可能 性 を 暗示 し て いる 。 

BP (1960) は 参 似 に お いて , Te VAT YOR 
果 が 減退 し た ほ場 の リン ゴ ハ ダ ニ に は ほか の 有 接 リン 剤 


の 効果 も 低下 し て し 


\ る こと を 指摘 し て いる が , 著者 ら の 


実験 で も フェ ンカ プ ト ン 抵抗 性 の Pk 個体 衝 は ホリ ドー 


ル に 対し て も 抵抗 伯 
し 両 個体 群 問 の LC 


と の 明らか がり VS な 7 か 
50 の 比 は ホリ ドー ル の 場合 4.45 で あ 


る か ら 抵 抗 性 の 程度 は か な り 異 な り , 回 帰 直線 の 傾き も 
フェ ンカ プ ト ン で は PhRMA CH SOIT A 


ドー ル の 場合 は M 


AEE OVE う が 急 傾斜 で , 逆 の 傾向 


を 示し た が , これ は これ ら 2 種 の 薬剤 の 作用 機 機 に 差異 
の ある こと を 示す も の で あろ 5, 


摘 要 


東北 農業 試験 場 園芸 部 の 果 楠 園 で は 殺 下 剤 連用 試験 の 


On the Occurrence of Acaricide-Resistant Panonychus ulmi (Kocu) 


By Kenpei Honma, Arinobu Tosuima and Hiroichi FURIHATA 


Entomological 


Control failure o 
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f Panonychus ulmi (Kocn) with 


Tohoku National Agricultural Experiment Sation 


the application of Phencapton ( 0, 0-diethy1-5- 


| 


ンカ プ ト ン の 効力 低下 を 認め た 。 こ の フェン カプ トト 
用 区 の リン ゴゴ ハダニ (Ph 個体 群 ) を 弘前 市 在 府 町 | 
BD DY TAY = (性 個体 群 ) と 室内 殺虫 市 
よう り 比較 し た と ころ フェ ンカ プ ト ン の 場合 LC50 が 1 
体 群 の 95.35 倍 , ホリ ドー ル ・ エ チル の 場合 4.45 倍 で | 
濃度 死亡 率 回 帰 直 線 の 傾き も それ ぞ れ 有意 に 異な う 
た 。 以 上 の 結果 か ら ほ 場 に た お ける ブフ ェ ン カプ トン の | 
低下 は P ん 個体 群 の 抵抗 性 増大 に ょ る も の と 考 を ら 
Ph 個体 群 は ブン カラ に RO ホリ Poe 
て 抵抗 性 を 示し た が , 抵抗 性 の 程度 は フェ ンカ プ トド 
対し て は 大 きく , ホリ ドー ル に 対し て は 小さ い a 大 | 
度 死亡 率 回 帰 直 線 の 傾き さも フェ ンカ プ ト ン に 対 B | 
th 個体 群 の ほう が 急 傾斜 で ある が , RY F-wle 
て は 逆 の 関係 で ある 。 | 
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植物 防疫 


[Mlorophenyl mercapt methyl) dithiophosphate) 
3 observed in the apple orchard of Tohoku Nat- 
| Agricultural Experiment Station, Fujisaki- 


i, Aomori Uh ake in the seasons of 1959- 


| laboratory with a population (M- population) 
jtived from a garden at Zaifu-cho, Hirosaki city, 
ere no chemical had been used. The concent- 


olidol (diethyl-pnitrophenyl thiophosphate) 
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on the samples from these two populations. The 
resulted LC50 values with each chemical application 
to Ph- population were 95.35 and 4.45 times of M- 
population, respectively. Thus, these two popul- 
ations were extremely different in susceptibility to 
each chemical ; Ph-populations showed marked resis- 
tance to Phencapton and cross resistance to each 
chemical. The slope of logarithmic concentration- 
mortarity regression line of Phencapton to Ph- 
population was steeper than that to M-population, 
This 


may be attributed to their difference in the mode 


while of Folidol the reverse was observed. 


of acaricidal action. 


抗 血清 反応 に よる 捕食 の 量 的 研究 


(Dempster, J. P. (1960) : 
| the predators on the eggs and larvae of the 


A quantitative study 
bom beetle, Phytodecta olivacea Forster, 
© precipitin test. J. anim. Ecol.,29 : 149—167. 
VERE ICO SHREO RHO MMs, 捕食 者 が 
PRICHARD LS EMO RB OB MTL - Wits ed) 
PASI DIC, きわ め て 困難 で あぁ っ た 。 著者 は 抗 血 
PARERUSA MC, ある 挿 食 虫 が な に を 餌 と し て いた 
槍 調 べ ,。 こ と これ に よっ て 自然 と お ける 捕食 の 役割 を 
知る DELI. 

対象 は ZayFiD< wNKYO 1f Phytodecta 
vacea で ある 。 本 種 の 成虫 の cell-free extract か ら 
ROK OD, これ を ウサ ギ に 注射 し て 抗 血 清 を 生 ぜ し 
Bo DAYOMPHRAHATZERBONSZBH ( ハ 


using 


FAA,AAPFHAACE)NEFOVOEULTARIKLACE 
せ て 東 燥 保存 し て お き , と れ の 抽出 液 と , 抗 血清 を 混 じ 
て 沈降 反応 を 調べ る 。 と の 方 法 で は , 寄主 が 何 匹 食わ れ 
た か を 判定 し えな らし, 血清 反 応 は 同じ 科 の 昆虫 に は 司 
様 に 現われ る が , さら わい に エニ シダ を 食う ハム シ は 1 
種 の み で あり , ほか の 研究 か ら , 有力 な 捕食 虫 が ハム シ 
を 1 日 1 個体 以上 食う と と は 少な に と と が わか っ て ゆら た だ 
DOC, 挿 食 者 の 個体 数 X 沈 降 反 応 を 示し た 捕食 者 の 率 = 
その 捕食 者 に 食わ れ た ハム シ の 個体 数 , と みな す と と が 
で きる 。 そ の 結果 , ハナ カメ , メ ク ラ カメ お よび 挿 食性 
ダニ に よる 挿 食 は , \AYOWBEVISYHLOReO 
大 部 分 の 原因 で ある こと と が 確か め あめ られ た 。 

本 法 は , 食っ た 昆虫 の 痕跡 を 腸管 内 に 残さ な ム 吸 収 性 
挿 食 者 の 研究 に 特に 便利 で あぁ る 。 


( 農 技 研 伊藤 嘉昭 ) 


アァ ブラ ムン の 視覚 器官 に 関す る 研究 (第 2 報 ) 


ふ化 幼虫 の 複眼 の 外部 形態 た に つい て | 


東京 農業 大 学 BAMA 


ァ アァ プラ ムジ シ の 複眼 は 昆虫 の 視覚 器官 の な か で , 特異 的 
療 存 在 で ある こと は すす で ご 報告 じ た だ た (渡瀬 196]1a, 
1961b)。 すなわち , 複眼 に 附属 する Ocular tubercle 
は 単なる 眼 り ゅ う ( 冶 〕) で は な く , ここ に は 3 個 眼 を 見 
る こと が で きる 。 ア プラ ムシ の 複眼 の 種類 は 3 個 眼 より 
な る 3 種類 と 第 1 令 幼 虫 で は 3 個 眼 ょ り 構 成 さ れ て いる 
が 成虫 と な る と 3 個 眼 HRY» 5) の 上 面 触角 ょ り に 多 
く の 休 眼 か ら な る 複眼 が 発達 し て いる 種類 , Bl SHH 
で すでに 3 個 眼 の 眼 り ゅ うぅ う 部 位 と 複眼 部 位 が 明らか な 種 
類 の 3 つた 分 けら れる 。 ア ブラ ムシ の 複眼 は 種類 に ょ っ 
て 明らか な 差異 が 見 られ る の で , 主要 アプ ラム シ の 複眼 
の 村 造 と 機能 を 報告 する に 先だって , 無 性 世 代 の 出発 点 
に 当たる ふ化 幼虫 の 複眼 の 特徴 を 記す こと と する 。 な お , 
ここ に は 既報 (1961a) の よう に 眼 り ゅ うぅ を 原生 複眼 , 
複眼 を 後生 複眼 と し て 記す る こと に する 。 本 文 に 入る に 
先 だ ち , 終始 ご 指導 た まわ っ て いる 東京 農業 大 学 教授 高 
木 五 太 和 完 生 に 深く お 礼 四 し あげ る 。 


I. 材料 お よび 方 法 


材料 は 1960~1961 年 の 1~ 2 月 中 に 40 余 種 の 果樹 , 林木 
お よび 木 本 花 弄 より 採卵 し , 室内 で 試験 管 中 た お いて 自 
人 然 ふ 化 さ せ , 0%P7 va—vicjzZis, 10% KOH 液 中 に 
4 へ ~24 時 間 浸 し 水洗 後 , 解剖 し て が ムク ロラ ル 液 で 封入 
し 調査 し た 。 1 種類 の 調査 個体 数 は 平均 20 頭 , 種類 の 判 
定 は 採卵 樹 た お いて ふ化 幼 虫 か ら 有 し 成虫 まで 3 ~7 日 
上 朋 ご と に 採集 し て 標本 (プレ パラ ー ト ) を 作り , BEB 
よび 春季 移住 忠 に つい て 同定 を 行 な っ た 。 


I. 結果 


1. 原生 複眼 の み を 有する アプ ラム シ (第 1 表 ) 
ミズ キ ヒ ラ タ ア プラ ムシ Anoecia corni Faz. 
Nee sal 


3 個 眼 より な る 複眼 の 周囲 4 すなわち , gaia thts 


(図版 


1961 年 8 月 23 日 受領) 


昭 


ょ り い く 分 濃 色 を 呈し SAE. 5 CNT = A 
あっ て その 中 心 部 は いく 分 隆起 し て いる 。 3 HERO! 
さ は , 後 個 眼 (胸部 より の 個 眼 ) は 丸く 11.6g。 腹 

(触角 より の 2 個 眼 の うち 腹面 より の 個 眼 ) は 長篠 | 
H, 短 径 10.4 ヶ , 背 個 眼 (触角 より の 2 個 眼 の うち 章 | 
り の 個 眼 】 は 丸く 長径 10.8 々 x で ある 。 | 

S=VIVITFAYV Tetraneura ulmi L. (BRI 
2) 

3 (HAR © FD SHEER k OCT. JRE 
は 突出 する こと な く , その 長径 は ミズ キ ヒ ジラ タ ア | 
シ ょ りや や 小さ く , 3 個 眼 の みわ ず か に 突出 し て を 
各個 眼 の 大 き さ は , 後 個 眼 は 長径 11.24, 短 径 8 
眼 は 丸く 8 gp, 背 個 眼 は いく 分 椿 円 形 を な し 長径 10 
径 8 々 で ある 。 

ケ ヤ ャ キ フ シア ブラ ムシ Dryopeia nishiyae Matsu 
(図版 エ , 5) 

3 個 眼 み 周 囲 の 円 鈴 基 は 環状 を な し , 長径 は = 
アプ ブラ ムシ と ほとん ど 同 大 で ある 。 3 4KBRIEU< & 
に 突出 し , く の 字 形 を な し , 後 個 眼 長径 10x, 腹 個 
£8 4, 短 径 7.24, 背 個 眼 は 円 く 8 々 で ある 。 

エゴ ノ ネ コア シア プラ ムシ Ceratovacuna neko 
Sasaki (図版 エ , 4) 
原生 複眼 の 周囲 は 環状 を な し , 中 心 部 は わずか ご 
し て いる 。3 個 眼 は 丸く ほとん ど 同 大 で , 長径 8 で 

イス ノコ ブ ア ブ ラム シ Astegopteryx dis 
PERGANDE ? (MARI, 33) 

RO AHO EERE IR HOO OD 
で , 環 捧 は 不 め いり ょ う で ある 。 3 個 眼 は 頭 側 と い 


、 突出 し , 後 個 眼 は 丸く 10g, 背 ・ 腹 両 個 眼 は 8 で 


2. 原生 複眼 と 後生 複眼 より 構成 され る アブ ラム 
(第 1 表 ) 

ワタ アプ ラム シ Aphis gossypii Grovgr (図版 
8) 


( 230 ) 


1 年 12 月 


独眼 は 後生 複眼 と 同一 票 状 内 に あり な が らい く 分 
DIC L, 原生 複眼 の 長径 は 20~24, 3 (FR 
細く) RIMMULA < AE 12u, MIAME CH 
, $G7E104, 背 個 眼 は 長径 12/u, 短 径 11 々 で ある 。 
PD REIT EVER DAY 2.2 倍 (原生 複眼 も 含 
RBI 210~15, A + BANNED Li % ta 
kd, HBO MAA < RE ~10e CHS, 
ンー ニタ イィ ケア プラ ムシ Periphyllus californensis 
t (BHI, 6) 

由 第 眼 の 環状 部 と 後生 複眼 と は めい りょう な 区 別 は 
USC 分 頭 側 に 突出 し て , ワタ アプ ラム シ ょ り 大 き 
ETKI0U, 後 個 眼 の 長径 12 々 , WME. by, 
0.8, 個 眼 長径 11.24。 短 径 104 で ある 。 

視 眼 は 背面 より に よく 発達 し , 長径 (原生 複眼 も 
Mp で ぁ る 。 個 眼 数 は 5~7 , 中 心 個 眼 の 大 き さ 
E8~10", 短 径 8 ~8.84 CHA, 
ツア プラ ムシ の 1 種 Peri 如 yllus sp. (図版 エ , 7) 
下 邊 眼 は 明らか に 後生 複眼 より 分 離さ れ て いる が , 
De DCRR SH icl. 3 個 眼 は か な り 大 きく 
MORE220, 短 径 16x。 WANA, 短 径 
族 個 限 は 長径 15.24, 短 径 11.2 で ある 。 
PMRO RR REMIRO 21%, 個 眼 数 は 12~15, 
の 個 眼 の 長径 は 11.2~12 々 で ある 。 

IDI TFAYD 1¥R Macrosiphum sp. (Mei, 


a aa 
220~22 1 で いく 分 突出 し , 3 AHRERU A MTAELASY > < 
長径 124 GE1On, 前 2 個 眼 は ほとん ど 同 大 で 
Ble で あぁ る 。 後 生 複眼 の 長径 は 原生 複眼 の 約 
+ MEDAN 14~19 で 背面 より に 多い 。 中 心 部 
WUEH < ES ~10x で ある 。 
きき アカ アプ ラム シ Myzus persicae Surzer (図版 
.0) 
ERR L BEML ORAL) « SB CUREVA 
大 き さ と 個 眼 間 の 間隔 に ょ っ て 容易 に 区 別 が で き 
票 征 複眼 の 環 状 部 は 小さ く 22g で , 3 価 眼 は ほとん 
ACH Up CHS. 後生 複眼 は 長径 56x 々 で 構成 個 
| 所 5 へ 18 個 で 背面 より に 多く , 中 心 部 の 個 眼 の 長径 
KX 8~8.4u で ある 。 
シンゴ プア プラ ムシ Aphis pomi De Geer (MAIL, 


複眼 と 後生 複眼 と は 個 眼 間隔 に ょ っ て 明らか に 区 
> AMR OB 7E220~244 で , 後 個 眼 の み が い 
導く 丸く 12g, 前 2 個 眼 は 10x で ある 。 後生 複眼 
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は 前 者 と ほとん ど 同 長 で , 背 個 限 と 腹 個 眼 間 の 触角 ょ より 
に 個 眼 が 発達 し , 中 心 部 の 長径 は 丸く 8 ~10x で ある 。 
ャ ナギ ケア プラ ムシ Chaitophorus saliapterus SHINJI 

(Bin, 12) 
原生 複眼 と 後生 複眼 と の 区 分 は 明らか で な い が , 
間隔 に 
類 の アプ ラム ジ シ と は 異な っ た 配列 を な し て いる 。 
の 大 き さ は 14~13.2g, 13.2~12g, 12~12g, 後生 複眼 
の 長径 は 約 30x で , 16~18 同 の 個 眼 より な り , 中 心 部 の 
個 眼 は ほとんど 丸 く 8 10x で ある 。 

ナシ アブ プ ブラ ムシ Toxoptera piricola Matsumura ( 図 
WIE, 13) 
原生 複眼 と 後生 複眼 と の 区 分 は めい りょう に , 個 眼 間 
隔 に ょ っ て 区 別 さ れる 。 了 原生 複眼 の 長径 は 約 30x CRIA 
眼 と 腹 個 眼 は 丸く ほとん ど 同 大 で 12 ヶ g, HARRIS 10.42 
CHS. 後生 複眼 は ほとん ど 円 形 を 量 し 長径 は 原生 複眼 
の 約 2 倍 , 個 眼 数 は 20 個 以下 で , 中 心 部 の 個 眼 は 丸く 8 
へ ~10g で ある 。 
バラ ヒゲ ナガ アブ プラ ムシ Macrosiphum rosae ibarae 
Marsumura (図版 エ , 9) 
原生 複眼 は 後生 複眼 と は 区 別 は めい りょう で な く , 長 
径 は 24 々 x で 配列 は く の 字 形 で な く , 3 個 眼 は 丸く 16g, 
14p, 124 で ある 。 後生 複眼 は か な り 大 きく 長径 は 原生 
複眼 の 約 3 倍 。 構成 個 眼 は 30~36 コ で 眼 心 部 の 個 眼 は ほ 
と ん ど 丸 く 10z 々 で ある 。 

クリ オオ アプ ラム シ Lachnus tropicalis Vax DER 
Goor (B{RRII, 15) 

本 種 は か な り 大 き な 眼 を も ち , 頭 側 に いく 分 突出 し て 
いる 。 原生 複眼 の 長径 は 36~48g, 3 個 眼 の 位置 は めい 
りょう で 各個 眼 は 椿 円 形 を な し 後 個 眼 の 長径 16 々 短 径 12 
#, 背 個 眼 の 長径 12g 短 径 10.8 々 , 腹 個 眼 は 長径 15.2g 短 
径 12x で ある 。 後 生 複 眼 も よく 発達 し 長径 は 136~148g。;, 
個 眼 数 58~62, MHBRIRISLE A LAX HOMO PRORE 
は 12~14 々 x で ある 。 

3. 後生 複眼 の み を 有する アブ プラ ムシ (41H) 

タデ アブ プ ブラ ムシ Capitophorus hippaphaes WALEKER 

(Bane, 16) 

原生 複眼 と 後生 複眼 は ほとん ど 区 別 さ れず , た だ , 原 
生 複 眼 部 位 の 個 眼 は いく 分 大 きい 。 後生 複眼 の 長径 は 44 
へ ~68g, 構成 個 眼 は 16~23 個 で 中 心 部 の 個 眼 の 大 き さ は 


個 眼 
よっ て 区 別 で きる 。 原 生 3 個 眼 の 位置 は 上 記 の 種 
3 個 眼 


8 ~12 々 x で ある 。 

マツ ホソ アプ ブラ ムシ Exulachnus thumbergit WiLson 
(Riki, 17) 

本 種 も 全く 原生 複眼 部 位 と その 個 眼 は 確認 で き な い 。 


232 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 第 5 巻 第 4 
第 1 表 複眼 お よび 個 眼 の 大 き さ (4) 
原 A 複 眼 ( 眼 りゅう ) 後 生 複 WR CHR) 

MIRO | 個 眼 の 大 き さ (長径 X 短 径 ) OK} 

winonannmine Peace: 

長 径 | 背 個 眼 腹 個 眼 & RR 

HLL ABI TN 20~22 8x8 8x8 10x10 — —— ーー _ 

Sear J G8 St i Poe of eS 34 8x8 8x8 8x8 ーー — = 
Peay Flay = = = = == 44~68 16~23 8X8~12 
BN 2OLe 8 LG ISS 36~48 12510286 Lba2 <2) 6 a2 136~148 62~58 12x12~14 
LOVES YE the == = a aa 80~86 32~40 |11.2*10,.4~1 
BORG LEE IEG GALS ae =z —— sa 80~84 32~36 12x10~12 

PII Joes NY, 30.5 8x8 KT LO oe oe ee 
ヤゴ コギ ケ アプ ブフ ラフ ムシ 24~26 12502) S22 14x13.2 56~60 16~18 8.8X8~10 
VPA Sl ip Ga IS. 20~24 10x10 10x10 E22 52~56 15~19 8.4x8~10 
= -Em0 Jia gy 7 In 22 ple 11X11 IS. 56 15~17 8X8~8.4 
PLE D BLS 28 12x12 12x12 |10.4x10,4| 56~64 15~21 (|8.8x8.8~10 

WD SY is oh GIRS: 30 8x8 10x8 dees — ae 
BITTIRYOLE 20~22 | 10x10 | 10x10 | 12x10 | 52~56 | 14~19 8X8~10 
BSD Te5r se sabe Gig) IY: 24 12x12 14x14 16x16 4. 30~36 10~10 

Se ie Far Fi 32.5 |10.410.4)10.8x10.811.611.6 Se = =— 
EN Gh =P I 20~24 | 12x10 12x 12x12 48~52 10~15 8x8~10 
モミ ジニ タイ ケア ァ アプ ブラ ムシ | 28~30 [11.210 111.6x10.6) 12x12 44 5~7 8x8~10 
モミ ジア プラ ムシ の 1 種 | 30~32 115.2X11.2| 16X14.4 20x16 68 12~15 [11,211.24 


複眼 の 長径 は 80~86 々 , 32~40 個 の 個 眼 ょ り 和 構成 きれ, 
中 心 部 の 個 眼 は ほとん ど 丸 く 長 径 12x CHS 

クロ マツ オオ アプ ブラ ムシ Cinara pineti Koon (図版 
II, 18) 

本 種 も 原生 複眼 は 全く 見 られ ず , 複眼 の 長径 は 80~ 
84g で 32~36 個 の 個 眼 ょ り 構 成 さ きれ, 中 心 部 の 個 眼 は 丸 
く 12~10 々 で ある 。 

I. 総括 お よび 論議 

ふ化 光 虫 の 視覚 器官 の 外部 形態 は 3 つの 型 に 分 けら れ 
る 。 す な ね わ ち , 最も 単純 な アブ プラ ムシ の 視覚 器官 は 3 価 
眼 か ら 構 成 さ れる 原生 複眼 型 (て マズ キ ヒ ラ タ ア プラム 
Yn BVDV ZENS, CLOT SRLS OE Tig Re 
SIU TT GO LVREOA AY STITT IAY) 2B 
眼 を 持つ 原生 複眼 と 後生 複眼 ょ より 構成 され る 型 (クリ オ 
DD DLS ERE ID YF GIA AOD NOL I SZ 
KBD WALD GIS FRO I YIN Sy PO 
LDR VS IGE NID BES YI DIRS 
BDOSTIRIDIVES BSVSIATT I BAY 3 
ま よび モミジ の アブ ラム シ の 1 種 ) お よび 3 (HARA L 
て いな い 後 生 複 眼 の み ょ り 構成 され る 型 (タデ アブ ラム 


A NI TNA TO MTA TO 


Vere So 

原生 複眼 型 の 個 眼 は 長径 8 ~11,64 で ある の に 対し 原 
生 複 個 と 後生 複眼 型 の 3 個 眼 は や や 大 きく 長径 10~20g 
CHS. また 後生 複眼 は 5 ~62 個 の 個 眼 ょ り 構 成 さ れ , 
{HAR ORES 8~124 で あり , 複眼 周囲 の 個 眼 の 発達 は 


よく な い 。 後生 複眼 の みよ ょ りな る 型 の 個 眼 は 16 マ 4 
長径 は 8 ~12u CHS, | 
生態 面 よ り 考 察 す れ ば , 複眼 の 構成 が 単純 な 種 3 
えい 形成 アプ ブラ ムシ と か , BLEEP TFIAVCH 
方 , 多く の 個 眼 を 持っ て いる 種類 は 明か る いと 1 
ALCS. itt, アプ ラム シ の 視覚 器官 ど 生 湿 
の 関連 に つい て は 続報 の 個 え の アブ ラム ジ シ の 複眼 
ど 機 能 た 記す る で だ に ずる 。 | 
W. 摘要 | 
卵 態 越冬 型 の 主要 アブ. ラム シ 18 種 類 に つろ つき, St 
の 複眼 の 構造 に つい て 調査 を 行なっ た 。 そ の 結果 | 
すれ ば 次 の ま ぷら で ある 8 | 
1) 複眼 の 構造 は 3 HIROAL ORS SHA 
AL, 原生 宰 限 と その 上 面 欠 角 より に 5 へ 62 個 の 値 
する 複眼 (後生 複眼 〕 を 持つ 型 お よび 16~40 個 の 
有する 後生 複眼 より な る 3 つの 型 に な る 8 

2) 原生 複眼 型 の 個 眼 は 後 個 眼 が 最 せ 大 きく 長 
14y, 前 2 個 眼 は 長径 8 ~124 CHS, 

3) 原生 複眼 と 後生 複眼 を 有する 型 の 原生 個 眼 
は 10~20z, 後生 個 眼 は 5 ~65 個 の 個 眼 より な り 
RES ~124 で ある 。・ 

4) 後生 複眼 より な る 型 の 個 眼 は 16~40 価 ) そ 
は 8 へ 12g CHS, 
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Summary 


Studies on the Visual Organs of the Aphids (Part 2) 
On the Outer Structure of the Compound Eyes of Hatching Larvae 


By Akira WATASE 


Nippon Plant Cecidological Institute, Tokyo. Agricultural University, Tokyo 


| 


‘or the foundation of the research on the com- 
A eyes of the aphids, the author has reported 
. structure and the development of a few gall 
vids and root aphids. The present paper deals 
9 with the outer structure and composition of 
npound eyes in hatching larvae. The larval eyes 
re been studied in 18 species of aphids belonging 
15 genera. The results are summarized as 
lows : 

Che compound eyes are divided into three groups. 
e first group comprises Astegopteryx distylii, 
vatovacuna nekoashi, Dryopeia nishiyae, Tetra- 
tra ulmi and Anoecia corni. Each species have 3 
ets, the diameter of hind facet is 8~11.6 4, 


‘sal facet 8~10.8 # and that of abdominal facet 


図 版 説 明 
£: KERR OMIR, D : 原生 複眼 の 背 個 眼 , 了 H: 原 
SHR O 後 個 眼 , V : 原生 複眼 の 腹 個 眼 
“ih I 
Lb: ミズキ ヒラ タ ア ブラ ムシ Anoecia cori Fas. の 
Al. | 
Pravav777 AY Tetraneura ulmi Fu. Ot 


3 イス ノコ プア テプラ ムシ Astegopteryx distylii 
XGANDE の 複眼 . 

bi: cay Rav VTTFFIAY Ceratovacuna neko- 
4 Sasaki の 複眼 . 


is 8~10.4 gp. 

The second group comprises Lachnus tropicalis, 
Chaitophorus saliapterus, Aphis pomi, Myzus  per- 
sicae, Toxoptera piricola, Macrosiphum rosae ibarae, 
Macrosiphum sp., Aphis gossypii, Periphyllus califor- 
nensis and Periphyllus sp. Ocular tubercle is 
consisted of 3 facets and compound eye 5~58 facets. 
The diameter of facets is as follows; hind facet 
12.4~20 gp, dorsal facet 10~16 4, abdominal facet 
10~15. 2 # and compound eye facet 8~12 gp. 

The third group ‘comprises Capitophorus hippa- 
phaes, Eulachnus thubergii and Cinera pinea. They 
have no ocular tubercle but compound eye is con- 
sisted of 16~40 facets, the diameter of those facets 


is 8~12 p. 


5: ケ ヤキ フシ アブ プ ブラ ムシ Dopeia nishiyae 
MarsumuRA の 複眼 

6 : モミ ジニ タイ ケア ブラ ムシ Periphyllus califor- 
nensis SHINJI の 複眼 . 

7 : モミ ジ の アブ ラム シ の 1 種 の 複眼 Pern か yllus 
sp. の 複眼. 

8 : ワタ アブ ラム シ Abhis gossypii GLovER の 複眼 . 


9 : バ バラ ヒゲ ナガ アテ アブラ ムシ Macrosiphum rosae 
ibarae MarsU. の 複眼 . 

Blhk I 

10: モモ アカ アブ プ ブラ ムシ Myzus persicae SULzER の 
複眼 . 


11: リン ゴア ブラ ムシ Aphis pomi Dg GEER の 複眼 、 
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12: ヤ ャ ナギ ケア プラ ムシ Chaitophorus saliapterus 
SHINJI DHE. 

13 : ナシ アブ プラ ムシ Toxoptera piricola MATSUMURA 
の 複眼 . 

14: バラ の アプ ブラ ムシ の 1 種 Macrosiphum sp. の 複 
OR. 

15: 7)A27774y Lachnus tropicalis Van 


Der Goor の 複眼 . 
TE 
WALKER の 複眼 . 
WE EA 
Winson の 複眼 . : 
18: 7a07vYAATIIAY Cinara pinea Koo 
複眼 . | 


Capitophorus hippap 


Eulachnus thumb : 


モモ の 葉 の 分 泌 物 に よる ハダニ の 死亡 


Purman, Wm. L. (1958) Mortality of the Euro- 
pean red mite (Acarina: Tetranychidae) from 
secretion of peach leaf nectaries. Can. Ent. 90 
(12) : 720~721. 


カナ ダ の ナイ ヤ ガ ラ 半 鳥 の モモ 園 で 1947 年 以来 毎 春 成 
就 時 期 の リン シゴ ハダニ が 死亡 し , 寒冷 湿潤 な 1949 年 春 に 
は 8022 の 死亡 率 を だ し た 園 も ちっ た 。 モモ に お ける この 
KD BUC RIS D> ICBM < OBER LICH STE 
外 み つ せ ん (BR) の 分 泥 し た みつ に 起因 する 。 分 泌 物 
は 砂糖 と タン ニン を 含み , 葉 が 約 !/s~3/。 開 展 し た 時 に 
分 泌 が 起こ と り , 完全 展 葉 後に 止ま る 。 越冬 卵 か ら ふ 化し 
た ハダニ は みつ せん 近く の 葉 の 基部 に 集まる 。 降 雨後 , 
長期 間 に わ た っ て 葉 が ぬれ て いる 場合 に は 葉 の 基部 の 相 
当 広 らい 部 分 に みつ が 拡がる か ら ハ ダニ は 死ぬ と と に な る 

と の こと と を 証明 する た め に ステ ー ジ の 異な る ハダニ 50 
a を クン 2 や 4 の みっ ん か ら と っ た みつ っ 
を 含む 水滴 で カバ ー し , の ち に 室内 で 水滴 を 蒸発 させ た 
と こと ろ , 24 時 間 後 に k 全 ハ ダ = が 死ん だ 。 ま た 1 区 を 20 頭 
に し た 各区 を 0.5, 1,2.5,5 bEOISOL:E CE) HK 
MCAN—L, の ちこ と れ を 燕 発 じ た 場合 に で は 2.5 祈 以 上 
の 濃度 で 全 死 し た が , 対照 区 で は 5 以下 の 死亡 率 に と 
ど ま っ た 。 植物 の みつ と し ょ ( 衣 ) 糖 は に ら ろ いろ な 点 か ら 
直接 比較 する と と は むず か し い が , 要する に 死亡 の きめ 
FISH SPICAOO RIB ICH MS NABER ORS 
で あっ て , お そら く こ の 膜 の 機械 的 障害 に よる も の で あ 
AA. ECAB2YNF, FI, NLZOUPO BH 
は 果樹 園 で 自由 に みつ を 食べ る と と , テン トウ ムシ の 
Stethorus punctillum Weisk は こと これ を 食べ て 長期 間 生 
存する と と な どの 事実 が 知ら れ て らい る が , あま り 動 か な 
ぬい ハダニ の 場合 に は そう は に か な いら に 。 し か し へ ダニ = の 後 
世代 の も の は 機能 を 失っ た みつ せん を 持っ た 成 葉 に と ら る 
と と に な る か ら 難 を 免れ る と と に な る 。 

CREAR 福島 正三 ) 


| 
Armyworm ORO | 
Ponp, D. D. (1961) Frass studies of the arn 


worm, Pseudaletia unipuncta. Ann. Ent. Se 
Amer. 54 (1) : 133~140. 


| 

森林 昆虫 学 の 分 野 で は , DNF, りん し 類 な ど 
HOBICkK SC, 被害 を 与え て に いる 害 下 の 種類 を 事 
た り , 発生 量 を 調べ た りす る 試み が され て いる が 
害虫 で は その よう な 研究 は な ら よ う で ある 。 著 者 は 
ダ で armyworm の 生態 を 研究 し て に ら る が , BAR 
ど に 工 を 利用 で きぬ も の か と 考え , 実験 室 で 令 期 と 
HOKE S, 排 江 量 な ど を 調べ た 。 そ の 結果 CL 
Slt, 飼育 温度 で 変わ る が , 65~75°F の 範囲 内 て 
令 期 が 一 段階 進む た につれ, BS, 幅 と も に 約 1.8 
っ て ゆき , 頭 の 幅 を 測る の と 同じ 程度 の 正確 さ で j 
大 き さ か ら 令 期 を 判定 で きる と と , 62°F で は 72° 
HSC, 幼 証 期間 が ほぼ 倍 に な る が , HRB 
され る 礁 の 総数 は わずか し か 増 ぞ な に こと こと) Mice 
と 閥 の 中 の 水 に 深 け る 物質 が 流れ 去っ て , HEE 
に 応じ て 2~35% MOB, 大 き さ や 形 は 変ら な いく 
な ど が 判っ た 。 (北陸 農 試 ATA 


i LB & 


Tae tee seer 


i 
Ny 


¢ クサ タコ ゾウ ムシ Hypera nigrirostris(FABRICIUS) 
| 際 洋 に ぉ いて クロ ー バ ー 類 の 害虫 と し て 古く か ら 知 ら 
Bika oy SAT A) REL カ 
な ど 比 較 的 北方 の 地域 に その 害 が 多い 。 わ が 国 で は 
剛 疾 至る まで その 分 布 が 知ら れ て いな か っ た が , 1943 
PGAANISEE) 北海 道 空知 郡 地方 の 赤 ク ロー バー に , に 
PW 芝 大 発生 を な し , その 補 害 は 一 般 の 注目 を ひく と こ 
A7k), 遠藤 の 調査 と よっ て 本 種 で ある こと が 確認 さ 
計 そ の 後 北海 道 に お いて は その 発生 区 域 を 拡大 し , 
少な く な い 。 近 年 酷 農 振興 , 更に 畑作 上 農業 安定 の 
祭 が 唱え られ , 飼料 作物 と し て 赤 ク ロー バー の も つ 
A le 
Pere SHEL blr rel. 

| 種 に 関 し 海外 で は Detwiter(1923), GLUsHCHENKO 
I559 な と ど と, わが 国 に お いて は 遠 療 ・ 中 野 (1950) の 研 
PoC, すでに 生態 な ら び に 防除 法 の 大 要 は 明らか 
FRC SA, 今後 防除 法 を 確立 する た め に は , 更に 
選 の 調査 研究 が 必要 と 認め られ る の で , 筆者 は 1961 年 
| 末 種 の 生態 に 関し て 観察 を 進め つつ ある 。 

| に は その ぅ ち 新 生成 虫 が 越え その た め の 休 眠 に 入る 
の 期間 に お ける 摂 食 行動 が , 温度 の 相違 に よっ て い 
る 差 械 を 示す か に つい て 行なっ た 実験 結果 を 報告 す 


MICA ZICH DS, 本 研究 を 行なう に 当たり 常に 懇 
| SHA KASAI LICHM LREO 
| を 表す る 。 な お 実験 上 に 有益 な ご ど 助 言 を 賜わり , ま 
備 ゐ 使用 を 快諾 を られ た 北海 道 農業 試験 場 虫 害 第 一 


棋 医 学 第 二 (応用 昆虫 学 ) 研究 室 業 績 第 2 号 
1961 年 9 月 5 日 受領 ) 


ッ メ グ サ タコ ゾウ ムシ の 生態 に 関す る 研究 


| 第 1 報 "成虫 の 摂 食 活 動 に 及ぼ す 
' ita JE DE 

坂 本 与 市 

酷 農学 園 大 学 応用 昆虫 学研 究 室 


研究 室長 松本 基博 士 , 実験 中 種々 ご 協力 を 寄せ られ た 同 

研究 室 , ANA, 今 林 俊一 両 技官 , 北海 道 立 農業 試験 場 

病 虫 部 富岡 嶋 技 師 に 厚く お 礼 を 申し 上 げ る 。 
材料 お よび 方 法 

PEA RIZIOGLEE 6 月 26 日 本 学 ほ 場 の 赤 グ ロー バー 畑 か 
bDKERE LEX, 室内 に 飼育 し て 置き , 6 月 30 日 午 
前 中 に 羽化 し た 成虫 を 用 いた 。 食餌 植 物 は 北海 道 農業 試 
験 場 に 栽培 され て いた 赤 ク ロー バー で , 6 月 23 日 刈り 取 
られ た の ちの 一 番 葉 を 用 い , 新 葉 や 古 葉 は 避け た 。 

6 月 30 日 雌雄 を 区 別 す る こと な く 1 頭 ずつ を 径 1.8cm 
長く 7cm の ガラ ス 管 に 食 葉 と と も に 入れ , BX HRA 
し た も の 各 10 管 を それ ぞ れ 10°C+1°, 15+1°C, 20°+1°C, 
25° 土 2°C, 28°+2°C の 各 定 温 器 内 に 収め 飼育 を 続け 
た 。 定 温 器 は 前 後 両 面 が ラス 張り の も の を 用 い , これ を 
東南 側が 総 ガ ラス 張り で ある 室内 に 静 置 し た 。 

な お 実験 中 た 死亡 する も の を 考慮 し て , 各区 5 頭 ず つ 
を ふた 付き トリ 息 で 飼育 し て お き , 死 記 し た 場合 それ 
を 用 いて 補っ た 。 し た が っ て 本 実験 は 各区 と も 常に 10 頭 
を 供 試 し , それ ら が 完全 に 摂 食 活動 を 停止 する まで 観察 
を 続け た こと に な る 。 

食 業 は 毎日 正午 た 交換 し , 各区 ご と に 10 頭 に ょ っ て 食 
害さ れ た 葉 を 直ちに 措 葉 し て 保管 し た 。 援 食 量 測 定 は , 
この 措 葉 を 直線 比 10 倍 の 引き 伸ばし 写真 を 作り , 拡大 さ 
れ た 食 療 を 入念 に 切り 取っ て 律 量 し , 生葉 重量 に 換算 し 
7c PAILS OD UOPERLEERIONY LEMS Lic 
HEL CX, これ を 前 述 し た と 同様 な 拡大 率 を も つ 写 真 
を 作り , 生葉 重量 と 印画 紙 重 量 と の 比 を 求め あめ, これ に よ 
っ て 換算 し た 。 
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4 


10 20 30 40 50 60 
経過 日 数 CA) 
BIR 各区 と お ける 10 頭 当たり の 毎日 摂 食 量 


KR 結果 


記 化 後 休眠 に 入る まで の 毎日 の 摂 食 量 を 調査 し た 結果 
は 策 1 図 に 示す と お り で ある 。 

第 エ 区 (10°C) : 1 理 の 摂 食 量 は 多少 の 変動 は あっ た 
が ほぼ 安定 し て お り , 毎日 12mg 内 外 で , 63 日 ARS 
・ 続 けた 。 第 3 日 に 1 頭 死亡 し た 。 こ の 区 の 成虫 は お お も 
ね 活動 が 緩慢 で , あ まり 移動 する こと な く 静 か に 食害 し 
SS 


を 用 いた 場合 に は 多少 の 相違 が ある か も し れ な りり 


し , その 後 多 少 の 変動 は あっ た が 新 減 し つ * 
日 まで 摂 食 を 続け た 。 全 期間 死 虫 は 認め ら 3 
S79 
SI (20°C) : 前 区 同様 羽化 第 3 Alice 
摂 食 量 を 示し た 。 そ の 後 毎日 の 摂 食 量 た に 大 
動 を 示 し た が , 匠 次 減少 し 策 40 昌 か ら 更 に 
第 44 日 は 摂 食 を 断ち , 第 45, 46 昌 に 再び 摂 
その 後 休 眠 に 入っ た 。 な お 死 虫 は 認め られ 7 
ifs 
第 TV 区 (25°C) : 第 1 日 か ら 相 当 多 量 の 
認め られ , 第 5 日 に 最高 に 達し た 。 第 6 AK 
し , その 後 多 少 の 変動 を 示し な が ら , 第 39 
摂 食 を 続け , 第 40 日 は 摂 食 せ ず , 第 41, 425 
び 摂 食し た の ち 休 眠 に 入 っ た 。 第 16 昌 に 18 
29 日 に 2 頭 そ れ ぞ れ 死 虫 を 認め た 。 
第 V 区 (28°C) : 第 1 日 は 摂 食 多量 で , B 
に や ゃ や 減少 し , 第 5 ACRSRREYARUS 
8 日 に 急減 し 以後 摂 食 量 は 著しく 少な く , & 
を 最後 に 全く 摂 食 活動 は 行なわ れ な か っ 7! 
この 区 だ ご は 死 虫 が 多く , 19, 23, 2681c4 
し OPA PAE E SIL See 
これ ら 各 区 の 毎日 の 摂 食 量 を 累積 グラ フフ 
_ て 示す と 第 2 図 の ご と く な り , BUK OR 
最も 高く , 第 葉 区 これ に 次 ぎ , BW KH? 
っ た 。 LA LEORILKE < te OCR 
総 摂 食 量 は ほぼ 等 し い 。 摂 食 期 間 は 低温 の 3 
長く , 温度 が 高く な る に 伴っ て 短縮 され SD! 
が っ て 1 日 当たり の 摂 食 量 は 高温 の 場合 は 
場合 より も 多い 。 す な わ ち 第 1 表 の ご と さく 
な お 策 2 表 に 各区 の 全 摂 食 期間 を 10 日 ご | 
分 し て , その 1 昌平 均 摂 食 量 を 示し た が , 有 | 
り も 高温 に な る に 従っ て 摂 食 量 の 羽化 後 の 
化 は 大 きく な る こと が 認め られ , し か も 10 
合 に は ほとん ど 経 時 変化 の な いこ と を 明和 ら 
A 


| 
考 。 宗 

ツメ クサ タコ ゾウ ムシ の 活動 温度 筑 団 は いま 入 | 
で な い が , 本 実験 に 用 いた 10°*°C~28°C は 正常 汗 | 
SHG S 5 OLHRENS. BY 
直後 の 成虫 を 供 試し , BAICAS ECONMCH 
行なわ れ た の で あっ て , 越冬 後 の 産 卵 活動 期 に 誠 | 


これ ら の 前 換 に お いて 実験 結果 を 通 覧 する と 」 


& 10 20 30 40 50 60 
| 2 

i A 数 CA) 

| 2 経過 日 数 と 累積 摂 食 量 (10 頭 当たり ) 
|e 摂 食 量 と 摂 食 期間 (10 頭 当たり ) 

1A 
Fa 総 摂 食 量 | RAMA) ge “gg 
| 0°C) 758.4mg 63 日 12.0mg 
[者 5°C) 822.9 56 14.7 

He (20°C)| = 801.3 46 17.4 
I’ (25°C) 730.0 42 17.4 

| (28°C) 736.4 36 | 20.5 


P22 WACLOLEAP HRA (OHH YO) 


i eB ~ | 10~ | 20~ | 30~ | 40~ | 50~ 
ww 108 | 208 | 308 | 408 | 508 | 60 日 
に 10°C) | 12, 9mg| 15.3 14.9| 13.5] 11.8| 8.2 
i8 22.2 19.6| 15.5| 14.5| 8.8 

BO) 37.7 22-0] ©13.7)'' 5.9 
ts 42,1 14,0} 12.5) 4.9 

PC)|52.8  |~ 14.8) 5.6 


DP ic SOIT E Be MO RAE 
lk, GROBAL DL BML RAH TSU OR 
"られ る (第 1 表 , 第 2 図 )。 この こと は Jounssen 


$0) が ナナ ホシ テン トウ ムシ Coccinella septempunc- 


, 5 (1947, 56) お よび 小山 (1951) が オオ ニ 
「 ウ ツヤ ャ ホシ テン } 7 Epilachna vigintioctomaculata, 
(1953) ババ マメ コガ ネ Popillia japonica に つい て 
| うた 観察 , ある い は 加藤 (1939, 40) が フキ バッ タダ 
| 種 Prumna sp. に つい て な し た 観察 の 結果 と は ほぼ 
BAUCH oC, 正常 活動 を な す 適 温 範囲 内 で の 摂 
は 電 度 の 上 抑 に 伴っ て 増加 する こ と が 認め られ る 。 
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し か し 休眠 に 近い 後半 期 に お いて , むし ろ こ れ と は 
逆 に 摂 食 量 は 高温 の 場合 より も 低温 の 場合 が 多い 傾 
MZRULTVS, Ril (1954) は イネ クビ ボソ ハム 
シ Lema oryzae の 成虫 に つい て , 摂 食 な ら び に 産 
SEO mw Px, Kik, 12°~20°C に ある と 述 
べ , その 実験 数 字 か ら 見 て , _OMACLARRB 
果 に 相似 の 点 が 見 い だ さ れる 。 
し か し これ ら 引 用 し た 実験 は いずれ も , BORG 
に 野外 か ら 控 集 し た 虫 を 用 い , 短期 間 行 な っ た の で 
Hol, 筆者 の 実験 の ご と く 羽 化 当日 か ら 休 眠 に 至 
る 全 期 間 行なっ た も の と は , その 結果 を 解析 比較 に 
当たっ て 異な る 点 の ある の は 当然 で ある 。 す な わ 
ち , BARBER CLA (ka: SHIRL SS SHOR 
食 総量 は , 適温 範囲 内 に お いて 温度 に 関係 な く ほ ば ぼ 
一 定 必 て いる と 言 計 の る まだ 思わ る 
し か し 全 期 間 の 摂 食 総量 が 相似 で あっ て も , その 
摂 食 活動 は 明らか に 様相 を 異 た し, 温度 の 高く な る 
に 従っ て 1 日 当たり の 平均 摂 食 量 は 増加 する が , 兵 
食 期 間 が 短縮 され る 。 し た が っ て 羽化 直後 の 摂 食 量 
が 非常 に 増大 し , これ に 反し て 羽化 後 の 日 数 経過 と と も 
に 著 し ぐ 減退 する こと に も 注目 すべ き で ある 。 10°C の 
場合 と は 羽化 後 休 眠 ま で ほとん ど 一 定 の 摂 食 を 続け , そ 
の 活動 は 常に 蜂 盛 で な いこ と と , 死 虫 率 が 10°C 区 た に 19 
%, 25°C 区 た 2022, 28°C 区 た 50 を 示し た こと か ら 有 みみ 
て , 10°~28°C は 本 種 成虫 の 活動 適温 築 囲 と は いい な が 
ら , 10°C は 低温 限界 と 近く , 28°C は 高温 限界 と 近い も 
OC, 摂 食 最 適温 度 は 15°*~20°C の 間 に こ あ る も の と 推定 
RS 
以上 ツメ クサ タコ ゾウ ムシ の 有 羽化 後 休 眠 ま で の 援 食 活 
動 と 温度 と の 関係 を 考察 し た が , 摂 食 活動 は 単に 温度 に 
限ら ず 種 々 な 環境 条件 に 左右 され る こと は も ちろ ん で , 
摂 食 活動 の 吟味 に は , = 更に 多く の 実験 に た また ね ば な ら な 
Le 


摘要 


休眠 前 の ツメ クサ タコ ゾウ ムジ シ の 摂 食 活動 が 温度 に よ 
っ て いか に 影響 され る か に つい て 実験 を 行なっ た 。 羽 化 
直後 の 成虫 を 用 い , 休眠 に 入る まで の 期間 観察 を 続け た 。 
温度 は 摂氏 10°, 15°, 20°, 25°, 28° の 5 階級 に 分 か ち , 
毎日 1 回 食餌 植物 を 更新 し て , その 摂 食 量 を 測定 し た 
果 か ら 知 り を た 点 は 次 の と お り で ある 。 

1. 羽化 か ら 休 眠 ま で の 摂 食 総量 は , 温度 に 関係 な く 
お お むね 一 定 で ある 。 
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2. REMAND E DICE CHATS. し た 
が っ て 1 日 当たり の 平均 摂 食 量 は 温度 が 高い ほど 多い 。 

3. 援 食 活 動 の 様相 は , 温度 が 高い 場合 は 羽化 後 ま も 
な い 期 間 に き わ め て 活発 で , CORACHASM, 温度 
低く な る に つれ て その 傾向 は 緩慢 と な る 。 

4. 実験 中 の 死 虫 は 28°C 区 で 502% に 及び , 25°C K, 
10°C 区 に 多少 認め られ た 。 

5. 以上 の こと か ら 10°~28°C の 温度 は , AMOK 
活動 適温 範囲 で あり , 10°C は 低温 限界 に , 28°C は 高温 
限界 た 近く , 摂 食 最 適温 度 は 15°C か ら 20°C の 間 に あ る 
と 推定 きれ る 。 
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GLUsHCEENEKO, A. F. 


Summary 


Ecological Studies on the Lesser Clover Weevil, Hypera nigrirostris (FABRICIUS) 


1. Relation between the Feeding Activity of Adult and Temperature 


By Yoichi SAKAMOTO 


Laboratory of Applied Entomology, College of Dairy Agriculture, Ebetsu, Hokkaido | 


In this paper the relation between the feeding 
activity of the prehibernant adult of the lesser 
clover-leaf weevil, Hypera nigrirostris, and temper- 
ature was dealt with. 

Total amounts of food consumption by the adult, 
during the prehibernation, are nearly equal under 
the temperatures, 10°, 15°, 20°, 252, and) 28°C. 

The duration of feeding is shortened according 
to the rise of temperature. 

Under higher temperatures such as 20°~28°C 
the feeding activity of the adult for the first 


seven days after emergence is very active, but 


declines rapidly with the lapse of time. 

、 While under a lower temperature such as 
the feeding activity of adult is invariable th: 
the duration from emergence to hibernation. 
death rate of the adult under 28°C reached 
in these experiments. 

From these results the temperature zone © 
feeding activity of the adults is in the range 
10° to 28°C, and it appears that the opt 
temperature of the activity is in the 
between 15° and 20°C. 
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cis 60% 


は UD iz 


| 区 定まっ た 条件 下 で いろ いろ の 密度 の 昆虫 の 個体 立 
| 定量 の 食物 を 与え て 飼育 する と , その 世代 の 生息 寂 
[次 の 世代 の 密度 と の 間 に は 山 型 の 曲線 関係 が ある こ 
基 い いろいろ の 種類 の 昆虫 に つい て 知ら れ て いる (ES 
| 1957; 内 田 , 1941)。 こ の 曲線 関係 を reproduction 
ee あるいは 略し て RR 曲線 と 呼ん で いる 。 こ の 関係 は 
HEI ARE MRT 5 KORARES っ て いる 場 
POUCH DHS. LAL, 世代 を くり 返し て 
WUBI SE XICIt, 個体 群 の 年 令 和 構成 は 重なり 合い , 
上 P 関 係 が 変化 する 。 た と えば コナ マダ ラメ イガ の 場合 
体 群 を 構成 する 個体 の 年 令 が そろ を ば 山 型 の 選曲 線 
令 が 重なり 合う と 飽和 型 に 近づく (高橋 , 1959a)。 
PREOTERS & OREO Ge & EMME R HHA OIE 
[て 決定 され る と 考え られ る の で , 実験 個体 知 の 人 


& 江 


畠 う て いる か を 知る 必要 が ある 。 ま た R 曲 線 の 型 は 
述べ た よ うに 個体 辞 の 生息 環境 に よっ て 異な る で 
や か ら (高橋 , 1957), 曲線 を 形 造 る 機構 と その 
計 較 の 関係 を 明らか に する こと に ょ よって, 密度 の 変動 
k 規 する 要因 を 解析 する こと が で きよ う 。 

WPI FAA ガ で は 幼虫 の 生活 空間 で あり 食物 で あ 
< 知 か を めぐ っ て の , 幼虫 個体 間 の 相互 作用 に よ ょ っ て 
共和 動 が 文 本 され て いる と 考え られ る 。 し か し 米 ぬ 


京都 大 学 農 学部 昆虫 学研 究 室 業績 第 345 号 
(1961 年 9 月 26 日 受領 ) 


| & 
コナ マダ ラメ イガ 実験 個体 立 の 矯 度 の 平衡 状態 
ls ~ 

i 橋 sR 樹 

京都 大 学 農 学部 昆虫 学研 究 室 


変動 型 を 比較 し て 検討 を 加え た い 。 

この 研究 を 進め る に つい て , いろ いろ と ご 指導 と ご 批 
判 を いた だ いた 内 田 俊 郎 教授 に 心から 感謝 の 意 を 表す る 
次 第 で ある 。 


実験 材料 と 方 法 


材料 の コナ マダ ラメ イガ Ephestia cautella は 著者 
の ほか の 報告 (高橋 , 1953~1959) に 用 いた も の と 同じ 
系 統 で ある 。 この 実験 も 30°C の 恒温 室 で 行 な つ た 。 ま 
TOBA REBEL A720 22 (CRO L VICBALK. 
25cm 立方 の ガラ ス 箱 を population cage LL, この 
中 に 20 g の 米ぬか の 入っ た ジ シャーレ (内 径 7 cm, HX 
3 cm) を 定期 的 に 入れ て , それ ぞ れ 80 日 間 逢 の 中 に 放 
ie Lk, 1 度 に 入れ る シャ ー レ の 個数 と 入れ る 間隔 は 第 
1 表 の と お り で あり , 実験 の 最初 か ら 80 日 目 以 降 は どの 
箱 の 中 に も 8 個 の シャ ー レ が ある こと に な る 。 入 れ て か 
ら 80 日 目 の シ シャー レ は 取り 出し た が , その 時 に は 中 の 米 
ぬか は ほとん ど 食 害さ れ て , 幼虫 も ほとん ど 残 っ て いな 
か っ た の で 訂 盾 し 出し て 箱 へ 戻す こと と は な か っ た 。 
第 1 表 Population cage の 中 へ 入れ る シャ ー レ 


の 個数 と 入れ る 間隔 
See AEs 37] eee 
fal PB eae | の 数 と 米ぬか の 量 
GES 10R 1 fa, 20 g 
ic 20 2 ra 
D 40 4 , 80 


AROBBVDIC LC OMARIC OW CL ENEMA 
DFP 800 個 を , 10 晶 ご と に 200 価 ず つ 4 ICA TKR 
カ の 比 た 散布 し た 。 

調査 は 10 日 ご と に 行ない , この と き の 成 虫 の 死体 数 を 
数 を え を これ を も っ て 成虫 個体 数 と 考え た 。 な ぜ な ら ば 成虫 
の 生存 期間 は 約 1 週間 で あぁ る の で 2 回 の 調査 の 日 と また 
が っ て 生存 する 場合 は ご くま れ だ か ら で あ る 。 そ れ で こ 
の 成虫 個体 数 は その 調査 日 の 約 1 週間 前 の 羽化 個体 数 と 


( 239 ) 
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BAAZACERLCES. MOWLEREMAILI0% 7 V3 
—WMICHBLECRE, あと で その 頭 部 の 最大 幅 を ミク ロメ 
ー タ ー を 装置 し た 顕微 鏡 で 測定 し た 。 成虫 の 頭 部 は キチ 
VIEL CU CEE L EEK OMIBICILIZE A ERIE 


1.1 


1.0 


nl 
ーー 


"年 存 時 と ほとん ど 変 わら な い 測 定 値 を 得る こと が で | 


が な い 。 死亡 後 か な り の 日 数 放置 し て お いて ゃ も 変化 8 
わ め て 少な い 。 ま た 70%% ア ルコ ー ル に 浸す こと に さま | 


DC, 成虫 の 体 の 大 き さ の 指標 と し て 好適 と 思わ れ 
Big2@e & 


1.0 


a “ S 
= = ーー 


時 間 CB 2) 


fp S © S 
re) = te) = 
mn. N 


19614212 5 


de: 


ar り 合 う よ ima nial 
| fied ogA Lien どの 個体 衝 に た お いて も 少し 

外 を 除い て 個体 数 の 周期 的 な 激 し い ぁ れ は な く な ら 
Rin 


aM, C 個 体 知 の 後半 と D 個体 群 は 40 日 で 
I 
| 


PEt DARE CIE 590 日 目 に 羽化 の 山 が 急激 に 小さ く 
JO, その あと は 30 日 の 周期 の 山 を 示し た が , 更に その 
[再び 周期 の 長 さ が 伸び て , 個体 数 の 谷 が 食物 補給 の 
と 合致 する よう に な っ た 。 
) 成虫 の 頭 幅 平均 値 の 動き ABC 個 体 群 た に つい て 
ee I OSE (FE 1 図 ) は , 初め し ば らく は や や 
| 培 それ 以降 は 雄 で は 1.04~1.10jmm, 
で 1.00~1.06 mm の 間 を ふれ て お り , あま り 大 きい 
陣 は な い 。 し か し D 個 体 疾 で は 非常 に 大 きい 変化 を 示 
| 半 化 の 山 の 非 常に 小さ い 600 日 目 に お ける 頭 幅 値 は 
SKE <, その 前 に は 急激 な 滅 少 を 示し て いる 。 
| 音 尼 値 は また 羽化 個 価 数 の 山 と 谷 と の ふぁ れ に 従っ て も 
| 拉 て いる よう で あり , —MICABC MAR CILLA 
| 者 2 個 休 の 頭 幅 は 谷 の 個体 ょ り も 小さ いよ う で ある 。 

DD 個体 群 で は 山 の 後 半 部 や 谷 の 個体 の 頭 幅 は , LO 
[の それ ょ り も か さく な っ て いる ょ う で ある 。 

准 偏 差 は どの 個体 群 た つい て も 大 体 0.04~0.08mm 
: 1a 
3) 性 比 の 動き 。 体 が 破損 し て 性 の 判定 の 困難 な 個体 
| う た の で 正確 な 性 比 は わか ら な い が , 頭 幅 の 測定 し 
| に 個体 に つい て の 性 比 を 調べ る と , CD 個体 妊 は 初め 
EROS HEDIS IROCB. La LMiild 1 : 
HEAR 5 っ 。 て いる よう で ある 。 


a 祭 


|〕) 4 個 条 群 の 羽化 個体 数 の 変動 機構 の 培い 
カマ ダラ メイ ガ の 実験 個体 群 の 個体 数 調節 機構 は , 
LO BIRICH , 同時 に また 食物 で ある 米ぬか の 
コナ マダ ラメ イガ の 個体 間 の 直接 的 な ある い は 
BAVC CUS と 券 を られ る BEE 
59ab)。 これ ら の 関係 に つい て は 更に 別 の 擬人 会 に 述 
SOG, ここ で は この 実験 の 4 個体 妊 に つい て の 個体 
開 節 機構 を 検討 し た い 。 

WB 個体 群 の 場合 を 考え る と , 成虫 に よっ て 表層 に 散 
闘 れ た 卵 は 密度 の 低い と き は 多く が ふぁ 化し, はじ め 上 
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層 に いる が 令 が 進ん で 個体 の 生活 空間 が 増加 する と 個体 
間 の 接触 が 増加 し て 米ぬか の 下層 へ も 移動 する 。1 っ の 容 
器 の 中 が 飽和 され る と 容器 外 へ の 幼虫 の 脱出 が 始ま り , 
は か の 密度 の より 少な い 容 器 や 新しく 加え られ た 容器 へ 
と 移動 する 。 あ と か ら 散 布 さ れ た 卵 は , 発育 の 進ん だ 幼 
虫 の 生活 空間 門 あ れ ば 共食い され る 。 年 令 差 の 小さ い 個 
体 間 の 相互 作用 は 主として 生活 空間 の 取り 合い で あっ て , | 
共食い の 作用 は 少な い 。 し か し 年 令 差 が 大 きい ほど 作用 
は 一 方 的 に な りや すく , 共食い に よる 個体 数 の 減少 ふ 著 
し い 。 こ の よう な 直接 的 な 相互 作用 は 終 令 に 近づく ほど 
強く な る 。 終 令 に な っ た 幼虫 は , 映 化 の た め あほ と ん ど 全 
部 が 再び 米ぬか の 上 層 に 集まり し ば らく は 摂 食 を 続け る 。 
し た が っ て 上 層 の 密度 は 非常 に 高く な っ て 個体 間 の 接触 
も 著しく な る 。 そ の と き 新 し く 散 布 さ れ た 卵 は ほとんど 
が 共食い され , また 先 に 発育 し た 疲 も 少数 で あれ ば ほ と 
ん ど が 共食い され て し まう 。 上 層 に 集まっ た これ ら の 幼 
EAMETS Le, 共食い を 免れ た 少数 の 卵 か ら ぁ 化し た 
幼虫 は 発育 を 進め る が , 若 令 の め あ い だ は 遇 を 食害 する こ 
と は あま りな いで あろ う 。 そ れ よ り る も 密度 の より 低い 下 
層 へ と 移動 する に 違い な い 。 そ れ で 疫 化し た 1 和 群 の 遇 は 
あま り 食 害さ れず に 羽化 し 産卵 する こと に な る らし い 。 
と この よう な 周期 は , 始め に 卵 を 何 回 と も わけ て 導入 し て 
個体 辞 の 年 令 分 布 を 広げ ょ うと し て も , だ ん だ ん と 生じ 
て くる も の と 考え られ る 。 こ の 周期 の 長 さ の 35 日 は , 平 
衡 状 態 に お ける 密度 で の 1 世代 の 長く た に ほぼ 等 し く な っ 
て いる 。 それ で この 羽化 個体 数 の 山 の 1 つ は , 個体 群 の 
1 つっ の 世代 の 羽化 曲線 を 示し て いる と 考え て も さ し つ か 
えな いで あろ う 。 こ の よう な 点 を 考え る と , 食物 の 補給 
Fae b っ と 短く し て も , 周期 的 な 個体 数 の 変動 は な く 
な ら ず , AB 個 体 辞 と ほとん ど 同 じ 経 過 を た どる も の と 
思わ れる 。 

個体 群 の 中 の 年 令 分 布 を 考え に 入れ る と , 羽化 曲線 の 
山 の 部 分 と 谷 の 部 分 の 個体 の 受け た 客 度 効果 は 必ず し も 
その と き の 羽 化 数 と は 関係 が な い 。 し か し 生き 残っ て 羽 
化 で きた 個体 が 幼虫 の 終 令 に お いて 摂 食 で きた 食物 の 量 
は , や は り そ の と き の 個 体 数 の 少な い ほ う が 多 いで あろ 
ゥ か ら , 羽化 曲線 の 谷 を 構成 する 個体 の な う が 頭 幅 が 大 
きく な りや すい と 思わ れる 。 LPLBMCRIZARY 
の 被害 は 著しい で あろ うか ら , この よう な 1 世代 の あい 
だ に 関す る か ぎり , 頭 幅 の 大 小 と 死亡 率 と の 間 に は 逆 の 
関係 が 見 られ る こと に も な る で あろ う 。 

D 個体 群 で は 食物 の 補給 間隔 が 40 日 で あっ て , 10 晶 間 
隔 の AB 個体 群 と 個体 数 調節 機構 こ に 違い が 見 られ る 。 す 
な わ も ち 平 衡 状 態 に ある よう な 密度 に お いて は , 食物 の 米 
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か は 次 の 補給 の と きま で に ほとん ど 食 いつ くさ れ , 発 
Bose TS Lic ANCA MTs < OO CH BILMA O fs 
険 た さら され る 。 る も し この 時 期 が , WW, MHD SVE 
期 で ある な ら ば , こ の 危険 か ら の が れ て , 食物 が 補給 され 
て し ば らく の あい だ に 幼虫 期 を 過ごす こと が で きよ SI. 
D 個体 群 で は この よう に し て 羽化 に 周期 が 生じ , その 長 
さ は 食物 補給 の 韻 也 の 40 目 選 一致 じ た と 考 き る こと が で 
きる 。 羽化 曲線 の 谷 の 個体 は この よう に 食物 の 非常 に 少 
な い 状 態 で 育ち ある い は 遇 や 卵 を 共食い する こと に ょ 
っ て , 佐 死 の 危 手 を 乗り 越え た 個体 と いう こと が で きよ 
う 。 また 食物 の 不足 や その 質 の 悪さ を 反映 し て , 成虫 の 
頭 幅 は 羽化 曲線 の 山 を 構成 する 個体 より も 小さ く な る 傾 
向 が あり , AB 信 体 群 と 逆 の 傾向 と い を る 。 これら の こ 
と か ら D 個体 群 で は AB 個体 群 に 比べ て 年 令 構 成 が か な 
り そ ろ っ て いて , 曲線 が 山 型 に と な る 要素 CS, 
RH oC DEBZACEMTES, 
C 個体 群 の 個体 数 変動 の 前 半 部 に お いて は AB (lll BF 
と 同じ ょ うな 35 目 ご と の 羽化 の 山 が 見 られ た が , 後半 部 
に お いて は 食物 補給 間 了 訪 の 20 旧 の 2 O40B ST LIME 
DR EN ES THE 
AB 個 体 群 の 個体 数 調節 機構 に や や 近い 傾向 を 持ち , 後 
半 部 に お いて は D 個体 群 の それ に 近い 機構 を 持つ ょ うに 
な っ た と 考 を る こと が で きる 。 こ の よう な 個体 数 の 変動 
経過 に 伴っ ぅ て , 密度 調節 要因 に ょ る 省 湊 の 結果 , 個体 の 
生態 的 諸 人 性 質 た 若 王 の 変化 が 現われ る こと が ヒツジ キン 
ペ バエ に だ いて 見 られ て いる (Nicgopson, 1957) が ,; 
この 場合 に も 当然 期待 され る で あろ う 。 

ヒジ ツジ キン バエ の 場合 は , 成虫 ある い は 幼虫 の 食物 を 
制限 する こと に よっ て , その 食物 の 量 が requisite と な 
っ て , それ に 対す る 補償 作用 に ょ っ ぅ て 個体 数 が 調節 され 
た (Nicuorson, 1950,1957)。 この 場合 年 谷 の 異な る 個 
体 間 の 競争 た に つい て は 触れ られ て いな い 。 ま た 個体 間 の 
共食い の 現象 も 見 られ て いな いよ う で ある 。 コ ナマ ダラ 
メイ ガ の 場合 に は 前 述 の よう な 著しい 共食い の 現象 が 見 
られ る 。 そ を し て この 実験 で の 米 入 か は 食物 で ある と 同時 
に 生活 室 間 と し て の 役割 を 果たし て いる 。 そ れ で requi- 
site と し て の 米ぬか の 個体 群 密 度 に 対す る 影響 は ヒッ 
ジ キ ン バエ の よう に 簡単 で は な い 。 個 体 辞 密 度 の 変化 す 
な わ や ち requisite に 対す る 密度 の 増減 は その 中 の 個体 間 
の 接触 を 増減 させ る 。 そ し て 個体 間 に い ろ い ろ の 過程 の 
相互 作用 が 生じ て 個体 数 が 調節 され て いる こと に な る 。 
それ で ヒツジ キン パ バエ の 場合 の ょ うに 個体 群 の 各個 体 
分 け 与 そら れ た 食物 の 量 に ょ よ 
が 決定 され る の で は な く て , 食物 の 分 けら れる 前 で も あ 


1957) 


。 が 激減 し , それ に 続く 2 世代 は 30 日 ご と の 周期 を 示 


っ て 各個 体 の を その後 の 運 命 
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と で る も 個体 間 相 互 の 作用 が 強く 働い て , その 後 の 個体 
を 決定 する こと に な る 。 そ れ で ヒツジ キン バテ の 場合 
よう な 個体 数 の 数 10 下 ご と の 変動 と コナ マダ ラジ メリ イガ 
30 な い し 40 日 ご と の 個体 数 変動 と は 機構 全く 異な 3 
いる 。 こ れ は 両 種 の 個体 群 の 生態 的 な 性 質 の 差異 さま 
も の で あろ う 。 こ の よう な 点 か ら 言 っ て も , (HAZ 
の 形 だ けが か がら 個体 群 密度 の 平衡 を 論ずる こと は 危険 で 
0, HOO ERS RS Slo BREE Ae 
EDV CHA Fo 

2) 各 世 代 間 の 個体 数 関係 

相続 く 2 世代 の 個体 数 関係 を 示し た も の が 尺 曲 線 で 
る が , 尺 曲線 の 型 を 求め る こと に よっ て 個体 群 の 個 休 
変動 機構 を 解析 する 一 助 と する こと が で きる 。 そこで 
の 実験 の 羽化 個体 数 変動 の 1 エ つ の 山 が 個体 群 の 1 つの 
代 の 羽化 曲線 を 示す も の と 考え て , 各 世 代 の 個体 数 を 
D, 続く 2 世代 間 の 個体 数 関係 を 検討 し よう 。 ま す 第 
図 に た つい て 変 動 の 谷 に た な る べく 一 致す る よう に 適当 避 
切っ て 求め た 各 世 代 の 個体 数 の 動き を 第 2 LICR Lg 


世 代 


第 2 図 aes CO AEE Be ONS ae 
ERO 

区 切っ た 期間 の 長 さ は 図 に 示し て ある が , 一 部 ふれ の 

と 一 致し な い 場 合 も ある 。D 個体 群 は 590 日 目 に 個人 


その あと は 50 日 の 周期 を 示し た の で それ に 従っ て 区 
た 。AB 個体 群 は 2 世代 目 に 平作 密度 に 達し , その 3 
は 小さ な ふぁ れ は ある が 比較 的 安定 し た 密 鹿 を 保 TU 
C 個 体 群 は 2 世代 目 に 個体 数 が 平衡 密度 より も は る 2 
高く 増加 する が , その 後 は 安定 し AB 個 佐 群 と 同じ 
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ト 変 動 の 経過 を 示す 。 一 方 D 個 休 閣 は 最初 に C 個 体 閣 ょ 
障 り も は る か に 高く 密度 が 上 昇 し , その 後 も 非常 に 大 き 
POR aR. amo smi ORAM 


0 500 1000 


世代 の 個体 数 
第 3 図 4 個体 笑 の reproduction curves 


Wek out, 約 550 の 密度 を 中 心 と し て 個体 数 が ふ 


lb 増殖 が A B 個 体 群 に 比べ て 著しい が , FREE 
PIES SV CHS. LOLI 世代 の 長 さ を 35 日 と し た 前 
|e rR 


alr 
市 考え られ る 。 
| > 
| 


2 な に は っ きり し た 曲線 関係 で は な い 。 し か し 低 密度 の 
ト き の 個体 妖 の 増殖 は C 個 体 群 より も 更に 大 きく , BB 


る 。 こ の 場合 の 食物 補給 間隔 の 40 日 は 1 世代 経過 日 数 
上 民 で < て か な 5 長い 。 そ れ で 羽化 曲線 の 初め の 成虫 個体 
上 上 請う て 産 下 され た 卵 か ら ふ 化し た 幼虫 は , 食物 補給 前 
作 食 物 不足 の 時 に あたり 多く は 人 死 する で あろ う 。 そ し 
沿 麗 化 曲 線 の 終わ り の 成虫 か ら の 子 世 代 幼 虫 の み が , £ 
Wohi k っ て 発育 を 全う で きる 。 こ の 羽化 曲線 が な ん 
出 が の 原因 で 早く 現われ る こと が あれ ば , 若 令 期 の 死亡 
ADS < Te っ て 次 世代 個体 数 の 異常 な 小 少 を 示す も の と 
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思わ れる 。D 個体 群 で は 590 日 目 に お そら くそ の よう な 
原因 で 個体 数 が 激減 し , それ に 続く 2 世代 は 個体 数 が 少 
な く , 成虫 頭 幅 か ら 推 定 さ れる よう に 幼虫 密度 も 低く 保 : 
た れ た と 考え られ る 。 こ の と き の 羽 化 の 山 は 30 日 ご と に 
生じ て いる 。 こ れ は 生息 密度 の 低い と き の 1 世代 の 長 さ 
に 相当 し; 米ぬか の 補給 間隔 に は 少し も 影響 され て いな 
WOERARLTWS. し か し 密度 が 増加 する と と も に ご そ を 
の 後 の 羽化 の 山 の 周 期 は 長く な っ て , 数 世代 の の ち に に は. 
米ぬか の 補給 間隔 に 支配 され る よう に な っ た 。 


要 . 約 


コナ マダ ラノ メイ ガ 実 験 個体 群 の 個体 数 変動 に 
物 の 量 は 大 きい 役割 を 持っ て いる が , その 補給 間隔 は 平 
衡 状 態 の 個体 数 調節 作用 に 大 きい 影響 を 持っ て いる か も 
し れ な い 。 そ れ で 恒温 恒 湿 (30°C, 約 702 R. H.) の 一 定 . 
環境 条件 下 に お いて , 食物 補給 間隔 を 108 (A,B), 20 
BH (C), 408 (D) と 違 を えた 4 個体 群 の 成虫 個体 数 と そ 
の 成虫 頭 幅 を 長期 間 に わ た つて 調べ , それ ら の 変動 型 と . 
個体 数 調節 機構 と の 関係 を 検討 し た 。 

AB 個 体 群 で は 約 35 日 の 周期 の 成虫 個体 数 の 大 きい 変 
動 が 見 られ た 。D 個体 群 で は 周期 が 40 日 と な っ て 食物 の ・ 
補給 半 也 と 一 致し た 。C 個体 群 で は 初め は 35 日 の 周期 を 
示し た が 途中 か ら 40 日 に 変化 し た 。 こ の よう な 姿 動 の 機 : 
構 は 米 中 か を 媒介 と し た 卵 一 幼虫 一 彼 の あい だ の 相互 作 
用 , 特に 直接 的 な 作用 (生活 空間 の 取り 合い と 共食い ) に 
基づい て いる と 考え られ る 。 す な わ ち 米ぬか は requisite 
と し て より も, 相互 作用 の 働く 場 と し て の 意義 を 持っ て 
いる 。35 日 の 周期 は 1 世代 の 長 さ に 相当 し , 変動 の 1 つ 
の 山 は 1 つの 世代 の 羽化 曲線 を 示し て お り , 食物 補給 間 、 
族 を 更に 短く し て も な く な ら な いと 考え られ る 。 ま た 食 
物 人 補給 間隔 を 1 世代 の 長 さ より も 長く する と 個体 間 の 相 
互 作 用 の 過程 に 変化 が 見 られ 食物 の 欠 逐 の 時 期 が で きる 
DC, 食物 の 補給 間隔 が 個体 数 変動 の 周期 を 支配 する よ 
UA OS 

30 日 な いし 50 日 ご と の 個体 数 変動 の 山 が 1 つの 世代 の ・ 
羽化 曲線 を 示す も の と 考え て , 世代 ご と の 個体 数 変動 を 
見 る と , D 個 体 群 で は 大 きい 変動 を 示す が , ほか の 個体 - 
群 で は ほぼ 一 様 な 密度 の 平衡 状態 を 示し た 。 世 代 間 の 個 
体 数 関係 は RR 曲線 (reproduction curve) と し て 表 わ せ - 
Sr, AB 個体 群 は 飽和 型 に 近い R 曲 線 を 持っ て いる の :- 
に 反し , C 個 体 群 は 山 型 の 曲線 を 示す 。D 個体 群 は C 偶 
体 群 より も 高い 山 型 の 曲線 を 示す 傾向 が ある が , Lok 
り し た 曲線 関係 で は な い 。 


と っ て 食 
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Summary 


The Equilibrium State in the Experimental Population of the Almond 


Moth, Efphestia cautella WALKER 


By Fumiki TAKAHASHI 


Entomological Laboratory, College of Agriculture, Kyoto University, Kyoto 


The fluctuation of adult emergence at regular 
intervals was observed, when the population of the 
almond moth, Ephestia cautella, was bred under 
a constant physical environment with the periodical 
‘supply of rice-bran (TAKAHAsHI, 1953). 

In this experiment, the influence of the time 
‘interval of food supply upon the mode of adult 
‘emergence was examined. Four populations were 
‘bred with the food supplied at intervals of 10 days 
(Populations A and B), 20 days (Population C), 
cand 40 days (Population D), respectively, under 
the constant environmental condition. 

In Populations A and B, the peak of emergence 
occurred periodically at intervals of about 35 days. 
This fluctuation might be caused by the periodical 
occurrence of the destruction of the individuals 
by the direct interaction among individuals of di 
4-ferent ages (Takanasui, 1959b), especially by the 
larval cannibalism to the eggs and the pupae. The 
length of a period of this fluctuation coincided 
with the length of the life cycle, so this fluctuat- 
ion can be interpreted as the sequence of emer- 
gence in a population in each generation. Therefore, 
the repeated introduction of eggs at the starting 
‘point of the experiment and the frequent supply, 
of food at a short interval would not build up a 


stationary age distribution. But, when the length 


to be the mountain shaped curve. 


of interval of food supply was longer than t 
length of the life cycle of an insect, the shorta 
of food occurred before the next food supply, 
the fluctuation of adult emergence corresponded | 
this longer interval of food supply, as was seen 
Population D. 

When the population in each generation w 
computed from the number of emergent adults” 
mentioned above, it maintained a steady state fre 
the second generation in Populations A and 
The population trend of Poplation C was simi: 
to those of Populations A and B, excepting 
overshooting growth of population in the seca 
generation. In Population D, the population ff 
tuated violently. 

The reproduction curves drawn from the cenj 
data of the four populations were different in th 
shapes. The curves of Populations A and B wy 
the saturation type, while Population C took 
mountain shaped curve. In Population D, the poi’ 
represent the relation to the reproduction cur 
but they were not distintinct. They rather se 

These differen) 
might be due to the different modes of populat 
regulation among the four populations as mentio1 
above. 
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| ペナ サイ ゾウ ムシ (Listroderes costirostris obliquus 
fouG) の 加害 植物 に つい て は , 従来 多く の 研究 者 に よ ょ っ 
| 数 多く の 植物 が 記載 され て いる 。 し か し , それ ら を 総 
上 W 民 て 植物 の 科 別 に くわ し く 分 類 整 理 し た も の は いま だ 
| いよ う で ある 。 最 近 木 村 (1960) は , 東京 近郊 に お け 
座 種 の 分 布 を 報告 し て いる が この よう な 分 布 の 拡大 に 
foc, 更に 新た な 加害 植物 が 加わ る こと は 容易 に 想像 
|, その よう な 場合 に も 既知 の 加害 植物 を 整理 し て お 
|| 較 と は 必要 な こと で ある 。 穫 者 は この 虫 の 寄生 選択 研 
[ 盲 の 必要 か ら , ここ 数 年 来 , 内 外 の 文献 た 記載 され た 
| 害 植物 を 分 類 整理 し て きた の で , 今回 ここ に それ を 発 
[本 中 防除 上 の 参考 資料 と し た い 。 

| 以下 に 記載 し た 植物 以外 に , . 筆 者 は 多数 の 植物 に 


セ な を ツケ ムシ と の 加害 植物 


a 明 


岡山 大 学 農 業 生物 研究 所 


Wt SRE, 飼育 実験 を 行なっ て いる が , それ ら に つい 
TILA ORAS ELDSZTLO CHS. 

本 稿 を 書く に 際 し , 種々 助言 を 頂い た 当 研究 所 杉山 章 
平 教 授 , 安江 安 宣 助教 授 に 厚く お 礼 四 し じ 上 げ る 。 


調査 結果 お よび 考 寮 


現在 (1961 年 3 A) まで に 筆者 が 調査 し を た 文献 の 
b, 加害 植物 を 記載 し た 24 息 の 報 文 を も うら し て , 植物 
の 科 別 に 分 類 列 記す る と , 第 1 表 の と お り で ある 。 第 2 
表 に は 各 科 別 ご と の 種 ま た は 変種 数 を あげ , 実験 だ け に 
よっ て 摂 食 が 知ら れ て いる こと の 明らか な も の を 除き , 
それ ら を 野生 植物 , 観賞 用 植物 , 作物 に 分 類 し , また 世 : 
RF, 日 本 か ら 報 告 さ きれ た も の に 区 分 けし た 。 


| BIR ヤサイ ゾウ ムシ の 加害 植物 一 覧 表 
2 0 報 告 者 

| で aes | g | 成虫 お よ | kh, 幼虫 の 
| lo 幼虫 | 別 不 BB 
| Compositae キク 科 
{Ambmsia elatior L. small ragweed ブタ クサ Hicu | Lover 
|. Antennaria sp. pussytoes, ladies’ tobacco | Hieu 
|. Anthemis cotula L. manzanilla dionda | | PARKER 
[Atium Lappa L. edible burdock ゴボウ | | Honpaway, 
| | | 中田, 吉井 
|. Aster indicus L. ポメ ナ * 松 沢 | 
|. A. tenuifolius L. wild aster, perennial salt Lovett | Hicu 

fe marsh aster | 

. Bellis perennis L. ヒナ ギク * 松 沢 | | 

- Calendula arvensis L. キン セン カ 安江 | 田中 | 中 田 , 吉井 
|. Centaurea Cyanus L. ヤグ ルル マギ ク * 松 沢 | | 
NChryptostemma calendulaceum cape weed McCartu y 
|.Chrysanthemum coronarium L. garland Sa as *PIT. 中 田 , 吉井 

Vas 
2. C. Leucanthemum L. Bene AY: * 松 沢 
B.C. morifolium sinensis Max1no chrysanthemum + 7 * 安 江 Nene 
| 田 , 

t. Cichorium Endivia L. endive ニニ ガチ シャ Lewis | HicH | BECKHAM 
pam. «SD. | PARKER 

3. Cirsium horridulum Mrcrx. | yellow thistle Hier | 

t C. lanceolatum Hrrr. bull thistle | HicH, Parker 
3. C. muticum MicHx. swamp thistle Hier | 

). Coreopsis basalis BLAKE. tickseed Hicr | 


(1961 年 9 月 27 日 受領 ) 
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- 報 ae 者 
as ae 通 名 = , 幼虫 の 
> 4 x | oe | PS | a A 
ree im: ees = Ee 
20. C. tinctoria Nutt. ハル シャ ギク | 
21. Cynara Cardunculus L. cardoon カル ドン | pone oe | 
22. C. Scolymus L. artichoke Hf T 4 & ives | 
23. Dahlia pinnate Cav. | dahlia ダリ ヤ “ ee | 
24. Erigeron annuus L. ビビ メン オン : geek Bs 
25. E. canadensis L. ヒメ ムカ ショ モ ギ ‘ in 
26. E. linifolius WiLLD. TVFI#¥7 松 
27. E. philadelphicus L. fleabane ハル ジ ォ ン AW, Hiew - 
28. Eupatorium capillifolium dogfennel IGH 
SMALL. 
29. E. coelestinum L. mistflower Hieu 
30. Gerbera Jamesonii BoLus | eee bate FA 
31. Gnaphalium multiceps WALL.) 7.7. a 7 松沢 
32. G. purpureum L. purplish cudweed Hien 
33. Helenium tenuifolium Nutt. | bitterweed ie Hien | 
34. Hemistepta carthamoides "キッ ツネ アザ ミ 松沢 | 
O. KUNTZE ee | 
35. Lactuca dracoglossa Maxtno | リュ ウ ゼ ツ サ イ cain | erat | 
36. L. sativa L. lettuce チ シ ャ plies Hiex, 川崎 | pee | 
McCAaRrTHY, | 
PARKER 
中 田 , 吉井 
SL SD: wild lettuce : Hicu 
38.Ligularia tussilaginea Maxitno ツウ ワ ブ キ * 松 沢 
.39. Matricaria chamomilla L. manzanilla カミ ッ レ PARKER 
40. M. sp. ‘ee 
Al. Petasites japonicus Mia. Japanese butter bur フキ * 松 沢 * 安 江 
42. Silybum marianum L. | milk thistle ee 
43. Soliva anthemifolia R. Br. | PARKER 
44, Sonchus asper Hitr. spiny-leaved sowthistle Hrer 
Ae 
45. Taraxacum platycarpum | dandelion タン ポポ 田中 | Lewis 
DauLstT. 
A6. Tragopogon porrifolius L. salsify, vegetable oyster Lewis BreckHAM 
DG) SS) 
Cruciferae 7777+ 
.47. Brassica cernua THUNB. 18D! PSE a 
48. B. chinensis s.L. Pak-choi シャ クシ ナ REET. 田中 小林 。 FBS 3 
49. B. japonica Sips. na 3 白神 田中 小林 , BEARS 
A, wat 9} 
50. B. juncea Coss. leaf-mustard タカ ナ 白神 * 宏 江 ABR BRAN, 
> oO | 
51. B. Napobrassica Miu. rutabaga A+ —-FYUAT EET. BECKHAM | 
02. B. Napus L. REINS, GOS TW a Se Hicu, 田中 | Beckuaw, JJ) 
| a, 吉井 | 
53. var. Komatsuna Marsum. et | コマ ツナ AR | 
NAKAI | 
54. a nigra Koon. or B. alba | mustard Lovett | Lewis BECKHAM | 
OISS. | 
55. B. oleracea L. | 
var. acephala DC. Kale, collard 8+; 8: LoveLu Hicr BreckHam | 
56. var. botrytis L. broccoli, cauliflower Lrwis Hicu BECKHAM 
ハナ ヤサイ 
‘TE var. capitata L. cabbage キャ ベツ Lewis, Hien, Becxuam, | 
: 白神 ,* 安 江 | Lovenn, | 熊代 , 中田 
P 川崎 , 田中 FE 
58. var. caulo rapa DC. kohlrabi キ 。 ウ ケイ カン ラン Lewis Hieu BrcKHAM 
59. var. gemmifera ZENK. | Brussel sprout BECKHAM 
SIE el L2G) | 


1961 年 12 月 


ーー a 


B. pekinensis RurRr. 


B. Rapa L. 


. Capsella Bursa-pastoris 

Mepicus. 

Cardamine flexuosa WITHE- 
RING. 

|. Draba nemorosa L. var. 

hebecarpa LEDEB. 

\ Eutrema Wasabi Maxim. 

) Lepidium sp. 

|. L. virginicum L. 


. Matthiola incana R. Br. 
. Nasturtium indicum DC. 
Raphanus sativus L. 


— irio L. 


ES 

Umbelliferae +z |) Bt 
. Anethum graveolens L. 
| ee graveolens var. 


var. vapaceum DC. 


. A. Petroselinum L. 


. Conium maculatum L. 


. Cryptotaenia canadensis DC. 
var. japonica MaKINO 
. Daucus Carota var. sativa 


| Hydrocotyle bonariensis Lam. 
| H. ranunculoides L. 

H. sibthorpioides Lam. 
Oenanthe stolonifera DC. 
Osmorrhiza longistylis DC. 


* Pastinaca sativa L. 


Phellopterus littoralis BENTE. 
Caryophyllaceae +7» 3a Ft 


var. glandulosum WIRTGEN. 
C. humifusum Cams. 
—C. viscosium L. 
Dianthus barbatus L. 
D. chinensis L. 
Sagina japonica Ouwt. 
Silene gallica L. 
Stellaria media L. 


dulce 


Cerastium caespitosum GILIEB. 
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KK, 幼虫 の 
Se ica Ml OE Be, 
Ch ge ハク サダ KE las A, AH, Hies, 田中 | Bgckg ax, 
| Poe ye | Horpawar, 
EOE | | | 小林, 熊代 , 吉 
turnip #77 Hieu, | Anonym., 
Lewis, | BeckHam, 
| LoveLr HorDpAwAr, 
| | McCAarTHY, 
| 小林 , 中田, 吉井 , 
| PARKER 
shepherd’s purse ナズナ 白神 , 田中 | | PARKER, 中 田 , 
| | 吉井 
タネ ツケ バナ |* 松 沢 | 
イス ナズナ 態 代 
Ves suited | 
peppergrass | Hrer | 
wild peppergrass Hier, 津 曲 | | 
Es | 
stock アラ セイ トウ | | 中 田 
ART * 松 沢 | 
radish ダイ コン Lewris,Lov- Hirer, 川崎 Beckuam, 
ELL, 白神 田中 | HorDpAwAr, 
| / \ PK 中 田 ’ 3 
mostacilla | PARKER 
| PARKER 
ql ZS | BEcCKAAM 
Lewis ; 5 
celery セル リー | 
ems, | lB 
3 iL | WM We, 中 田 
celeriac コン ョ ウォ オォ ランダ | BecKHAM 
きき Lewis | 。 
parsley パセリ | 田中 Lewis, 上 還 rGHE* 杉 山 Beckmgaw 
LovELL 
wild parsnip, Poison hemlock 
ees Lovett | Lewis 
Japanese honewort ミツ ッ ツバ NR | * 艇 山 
| BEcKHAM, 
Carhote = gee AR | Hien, | HR 
白神 , McCarTiHy 
川崎 . 小 林 , 熊代 
中 田 , 吉井 
water pennywort Hicu | | 
floating marsh pennywort Hicg | | 
チ ド メ グ サ *RIR 。 |* 杉 山 川崎 
セリ ** 槍 沢 | * 艇 山 | 71 Uy 
sweet anise tee ale | 
parsnip アメ リカ ボウ フフ ッ Lewis, | Hicu BECKHAM, 
Lousare McCartay 
ANTRYUTY | * iL | 
| | 
Saree 田中 | 
| 
| PARKER 
mouse-ear chickweed Hicu 
ho Vsisroe oe. A | 
セキ チク v | HFA 
YD FUR | 
callabacilla マン テマ | PARKER, 中 田 
chickweed ハコ ベ | Hieu, | PARKER. 川崎 
* 松 沢 田 中 小林 , 中 田 , 吉 井 


248 HAR ADDER HFS ik 
報 者 | 
=~ 名 i 名 Rest) MR, We 
of loge! al KR | 
95.S. aquatica Soar. DVIS * 松 沢 
96. Vaccaria pyramidata Mepix.| soapwort ドウ カン ソウ age AR PARKER 
Leguminosae ~w 2 
97. Arachis hypogaea L. peanut -Y+uvz Hien BECKHAM 
98. Melilotus indica Au. sour clover BECKHAM | 
99.M. alba or officinalis MrpIk.| sweetclover ス ィ ー ト グ クロー パー Bro KHAM 
100. Phaseolus vulgaris L. bean イン ゲン Hirer BECKHAM, | 
McCartuHy | 
101. Pisum sativum L. pea TY FY NBR FB A 
102. Trifolium sp. clover 7 ai—7— BECKHAM | 
103. Vicia Faba L. broad bean ソラ マメ * 松 沢 
104. Vigna sinensis ENDL. cowpea ササ ゲ BECKHAM 
Polygonaceae タデ 科 
105. Fagopyrum esculentum buckwheat ソバ PIR | 
MOoEncH. 
106. Polygonum nodosum Prrs. オオ イヌ タデ * 松 沢 
107.P. punctatum Err. water smartweed Hier | 
108.P. senticosum Francn. et 生計 区 | x 松沢 | 
Say. | 
109.P. Thunbergii Simp. et Zucc. ミゾ ソバ * 和 松沢 
110. Rumex verticillatus L. swamp dock Hicu 
Lil. Resp: dock PARKER 
112.R. sp. Lewis, 
LovELu 
Solanaceae ナス F} 
113. Datura Stramonium L. jimsonweed シロ バナ チョ ウ Hrer 
a Al 
114.Lycium chinense Miu. Ya | 中田, AHH 
115. Lycopersicon esculentum | tomato トマ ト 白神 ,* 宏 江 | Hiex, BECKHAM, 
Miu. Lewis McCarty 
Rett, BA, 
116. Nicotiana Tabacum L. tobacco #/Na 津 曲 白神 BrcKHAm, 
~ McCartuyi 
117. Petunia hybrida Vir. petunia Y7NATUABA Hicu 
118.Selanum Melongena L. | eggplant ナス Hieu BECKHAM, H 
ae 
119.S. tuberosum L. potato ジャ ガイ モ LovELL, Hic, Eni 
A Lewis McCartay} 
PARKER, J 
3 熊代 , 中 田 』 
Labiatae シソ 科 
120.Clinopodium gracile O. トウ バナ ARR 
KUNTZE 
121.Lamium amplexicaule L. henbit Hier | 
122. Marrubium vulgare L. horehound ニニ ガ ハ ッ カ Lewis | 
123. Scutellaria integrifolia L. larger or hyssop skullcap Hicu | 
124.Stachys arvensis L. ortiga mansa PARKER 
125. Teucrium japonicum Hovurr. | = 74 *KUR | 
Liliaceae ユリ 科 | 
126. Allium Cepa L. onion タマ ネギ Lrwris Hieu BECKHAM, | 
=e ot | 
127.A. fistulosum L. welsh onion ネギ tat = 
128, A. odorum L. SF FA ae 
129.A. Porrum L. leek 洋 ネ ギ Lewis Brox 
130.A. sativum L. Sanlicu— z=) Hicu BECKHAM 
Chenopodiaceae アカ ザ 科 ' 
131. Beta vulgaris L. var. Cicla | leaf-beet, chard, RAT. Hieu BrckHam, 
Dp Swiss chard フ ダ ン ソ ウツ a 
32 var. Rapa Dumort. sugar-beet, beet サト ウ ダ Lewis Hiex, PaRKER | 
fiat y, LovELL 
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=— = ーー 一 - = = =. 
| る: 名 if 通 z | : 2 : 
3 El F = —— ar SE a r 
E ea] oa (PGa) 9 ee 
Ti Rt i | lambsquarters アカ ザ 安江 | Hier 
1C. ambrosioides L. | Mexican-tea アリ タ ソ ウ Hicu 
| Spinacia oleracea L spinach ホウ ゥ レン ソウ 白神 Hau, BECKHAM, 熊代 , 
| Lewis, 中 田 , 吉井 
Cucurbitaceae ウリ 科 LoveLr 
-Citrullus vulgaris Sourav. | watermelon スイ カ 中 田 
| Eucumis Melo L. var. Oriental pickling melon 中 田 
Conomon MAKINO | シロ ウリ 
13€. sativus L. cucumber キ ウ リ McCarruy, 中 
田 , 吉井 
{Cucurnita maxima DucHEsNE | squash カボ チャ 中 田 
Scrophulariaceae | 
} ZI AT HER 
4. Linaria canadensis L. blue toadflax | Hicw 
|. Vervascum sp. mullein | Hier 
Veronica caninotesticulata | 42/77) | 中 田 , 吉井 
Makino | 
.V. peregrina L purslane speedwell ムシ クサ | | Hrer 
Rosaceae バラ 科 | 
\.Duchesnea indica Fockz. Ne At | * 松 沢 
). Fragaria chiloensis Ducursne| strawberry オラ ンダ イチ ゴ | BecKHAM 
| var. ananassa BaiiEy | 
Pyrns communis L. pear ナシ Lewis, 
LovgLL | 
Oxalidaceae カタ バ ミ 科 
[Oxalis corniculata L. creeping oxalis, lady’s | | Hiex | 
| sorrel カタ バ ミ | | 
|10. martiana Zucc. ムラ サキ ギ カ タバ ミ | | FRAY 
(00. stricta L. common yellow oxalis | Hiew 
| Oenotheraceae アカ バナ 科 | | 
Oenothera laciniata Hitr. | cut-leaved evening- SOE Hrcr 
|.O. Lamarckiana SER. Aaz~vyat7+ | き 松沢 
|10. speciosa Nurv. evening-primrose | | Hier 
Geraniaceae フウ ロ ソ ウ 科 | | 
| Geranium carolinianum L. | Carolina cranesbill | Hier 
».G. sp. | | Hier 
Pelargonium inquinans Air. ゼラ ニウム 2R | 
Convolvulaceae ヒル ガオ FY | | | 
-Ipomoea Batatus Lam. sweetpotato サツマ イモ | * 安 江 | Hiex phage 中 田 , 
| = 
Nl. Rorg | PvHA | | * 松 沢 
Plantaginaceae オオ バ コ 科 | 
. Plantago major L. var. EN 中 田 , 吉井 
asiatica DECNE. | | 
] .P. virginica L. white dwarf plantin Hier | 
| Moraceae クワ 科 | | 
. Morus alba L. white mulberry Hieu | 
.M. bombycis Korpz. | mulberry クワ RECT | 
Malvaceae 724 4 Ft | 
.Gossipium hirsutum L. cotton ワタ | BECKHAM 
.Malva sp. | mallow LewIs, Lovett | 
HicH 
Verbenaceae クマ ツ ヅ ゾラ Ft 
. Verbena bipinnatifida Nutr. | Dakota verbena Hrer 
V. phlogiflora Cuam. | verbena Hirer 
Polemoniaceae ハナ シノ ブ 科 | 
Phlox Drummondii Hoox. | phlox フロ ックス *2IT. Hrer 
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- 報 
ae 通 名 
v mon | wom 
Papaveraceae 7 » Ft 007 
167.Papaver sp. California poppy 
Piperaceae 2/5 7Ft 
168. Piper sp. pepper コシ ョ ワウ 
Violaceae スミ レ 科 
169. Viola tricolor L. var. pansy 三 色 スミ レ 
hortensis DC. 
Loganiaceae フジ ウツ ギ 科 
170. Buddleja asiatica LoUR. white butterfly bush Hrer 
Amaranthaceae — 2 #} 
171. Amaranthus sp. Lewis 
Urticaceae イラ クサ 科 
172. Urtica urens L. nettle Lewis 
Portulacaceae AX} E2F 
173. Portulaca oleracea L. Za SV) SS aecarll 
Primulaceae +77 7 9 Ft 
174. Lysimachia clethroides Dusgy. オカ トラ ノ オ * 松 沢 
Borraginaceae ムラ サキ 科 
175. Bothrios permum tenellum ペラ * 松 沢 
var. asperugoides Maxim. 
Crassulaceaexv 74 Y 7 Ft 
176.Sedum bulbiferum Maxtyo SE ane acy Us * 松 沢 
Tropaeolaceae 
ノウ ゼン ハレ ン 科 
177. Tropaeolum majus L. Saag * 艇 山 
Caricaceae パイ ヤ 科 
178.Carica Papaya L. papaya パパ イヤ * 
その は ほか 科 名 不詳 の も の . 
Coronopus didymus L. mastuerzo hembra 
Echium violaceum L. flor morada 
Modiola caroliniana L. . Hicu 
Sitilias caroliniana false dendelion Hieu 
mustard-spinach s 
escrolla 


* 実 験 に よっ て 摂 食 が 報告 され て いる も の 

その 結果 目 本 お よび 北ア メリ カ , 南ア メリ カ , オー ス 
トラ リア , 南ア フリ カ , ハワイ の 本 種 の 分 布 圏 を 総合 し 
て の 全 合 計数 で は 34 科 178 種 (また は 変種 ) 以上 , その 
うち , 日 本 か ら は 26 科 97 種 と い うぅ 実に 多数 の 加害 植物 が 
記録 され , 本 種 が いか に 広 食性 で ある か 明らか で ある 。 
次 に これ ら の 表 か ら 示 され る 食性 の 特徴 を いく つか あ 
げ て みる と , 第 一 に , 本 種 の 加害 植物 は , ほとん ど 双 子 
業 植物 に 限ら れ , 単 子 葉 植 物 は わずか に ユリ 科 の 1 科 だ 
けが 知ら れ で いる あき な い 。 


Rc, 各 科 別 ご と の 加害 植物 の 種 (また は 変種 ) 数 に 


つい て , 多い も の か ら あ ば げ る と , 全体 で は キク 科 に 属す 
る も の が 最も 多く , 次 いで アプ ラナ 科 , LIB, ナ デ ジ シ 
aE, VAR, SFE, FABCEOMMCIS, ERE 
験 だ け に よっ て 摂 食 が 知ら れ て いる こと の 明らか な も の 


を 除い た 場合 に うつ いて みれ ば , や は り , 47 BOE 
く , 次 いで アブ ラナ 科 , セ リ 笠 。 以 下 , ナ ス 科 , マガ 
デシ コ 科 な どの 順 で ある 。 こ れ を 更に 野生 植物 , 答 
植物 , 作物 に 分 ける と , 野生 植物 で は キク 科 が 著 
WAS, 作物 で は アプ ラナ 科 が 最も 多い こと に な る 
いま まで に る も, この よう な 食性 の 傾向 を 述べ た ョ 
BR Dstt tin. BW 1952s, 
(1939) の アメ リカ に お ける 調査 記録 を 引用 し , & 
物 13 科 31 種 , 野生 植物 16 科 40 種 の うち , 最も 多い 
前 者 で は アプ ラナ 科 藤 菜 , 後者 で は キク 科 で あく 
また PARKER,, Berry & Strvgrra (1950) Oxge 
アル ゼン チン お よび ウル グッ ァ イ で の 加害 植物 の 野 
7 科 19 種 の うち , 科 と し て は キク 科 に 属す る も の 7 
多かっ た 財 を 述べ て いる 。 いま まで に 発表 きれ 7 
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第 2 表 ヤサイ ゾウ ムシ 加害 植物 各 科 別 種 ま た は 変種 数 
PE ert 実験 だ け に よる 

と と の 明らか な 
も の を 除く | 


観賞 用 植物 | 作 物 


野生 植物 
科 を 


h 
ie & 数 
| 


世界 


| Compositae キク 46 oo 
' Cruciferae アブ ラナ 26 
 Umbelliferae + | 14 
-Caryophyllaceae ナデシコ 10 
ze 


| Liliaceae = }) 
| Chenopodiaceae 
Cucurbitaceae 


a ea 
t ウリ 
Scrophulariaceae ゴマ ノ ハ グ サ 
. Rosaceae 


i 
5 
| 


Oxalidaceae 
| 


ペア 

カカ 次 人 パ ミ 

| _ Oenotheraceae アカ バナ 
Geraniaceae フウ ロ ソ ワウ 

| Convolvulaceae ヒル ガオ 


8 
8 
7 
6 
5 
5 
4 
4 
3 
3 
3 
3 
2 
| Plantaginaceae オオ バ コ 2 
2 
2 
2 
I 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
it 
1 
1 
1 
1 


Moraceae クワ 

| Malvaceae テア オイ 

| BYerbenaceae クマ ツジ ゾラ 

| Polemoniaceae ハナ シノ ブ プ ブ 

| Papaveraceae ヶ ケシ 
Piperaceae コシ ョ ウ 

~Violaceae スミ レ 

~Loganiaceae フジ ウゥ ウツ ッ ギ 

| _ Amaranthaceae (AaB 

| Urticaceae イラ クサ 

| Portulacaceae スベ リヒ ニニ 

Primulaceae サクラソウ 

| Borraginaceae ムラ サキ 

‘Crassulaceae ベン ケイ ソウ 

| Tropaeolaceae ノウ ゼン ハレ ン 

‘Caricaceae ペン パ ポ イ アテ 


= 
KPH EPH HOD DCO O OH OOH HN HBH HP HEH RWENUATFPWOND 


| aa | 世界 | 日 本 | 
22 


世界 | 日 本 


SSC OOO CCC OC COCO COOH OO OOOH OOO ORO ONHF WwW 
SOOO CC OO OFROHH HCC OOOO OO COCO OoOrFSSOWNOrS 


— 
SCOCC OOOO COC OHPCO OH OCOH COC ONOCHRwWUOHONONFEN 
SOC CO COO COC COCO COC COCO OH COCO OOH NU FOF ONO WRDW 


SSOSCOCORBPHB HHH HEN NHNENNNNKFHFUOKDENEAN 
SODODOHPHHODOC OHHH NONNNOHONOHENHOH HDA 


SOCODOC COCO OCC COO OHH ODOC ORR NF OUNONH SE > 


> 


種 数 178 97 


a at 
計 科 数 34 26 | 


< 
o 


135 50 | 66 
28 12e Patou oT Hoe 


won ScoCCOC CC COCO CO COCO OCOC COCO OCCOCOSCSCOSCCOCOSOOCOSOONOrS 


8 & 
aw 
— 


了 四 江 さ れ た も の を 総合 し て の 筆者 の 調査 で も この 傾向 は 
示さ れ た わけ で ある 。 

bch] (1954) は 日 本 に お ける 各 都 府県 別 の 加害 植物 を 
PRS L し て いる が , 筆者 は その 調査 に 基づい て , 各 加 
| 者 作物 の 報告 都府県 数 を 調べ て みた 。 氏 の 表 に 収録 され 
報告 都府県 の 全数 は 1 都 1 府 19 県 合計 21 カ 所 で あっ た 
報告 数 の 最も 多かっ た の は , ハク サイ 類 の 16 カ 所 , 
PRUCav7volan, タイ サイ, キャ ベツ , ダイ コ 
ホッ レン ッッ の 8 AME CHO, 科 別 に し て みれ 
IS 77 PAFAESE, 大 分 の 2 県 を 除い て は か の すべ 
| る の 都府県 か ら そ の 加害 が 報告 きれ, その 数 は 最も 多く , 
KC VOU AM, FAR, アカ ザ 科 の 8 カ所 , * 


ク 科 の 7 カ 所 な ど が 多い ほう で あっ た 。 

以上 の ょ うに 加害 植物 を 各 植 物 科 別 に 分 け て みる と ど , 
加害 植物 の 数 , また 日 本 と に お ける 報告 都府県 数 の 点 か ら 
も , ア ブラ ナチ ナ 科 , キク 科 , セリ 科 』」 ナ ズ 科 な ど が ャ サイ 
ゾウ ムジ シ の 数 ある 食餌 植物 の 中 で , 主要 な 地位 を 占め て 
W5EBXS CHA I. 

も ちろ ん , こう し た 数 字 か ら だ け で , 加害 植物 の 主要 
性 を うん ぬん する の は 危 際 で ある が , 実際 に , これ ら の 
植物 科 の 作物 に 被害 の 大 き な も の が ある こと も 事実 で あ 
Ho REAR, ブ ラナ 科 の こと に へ のみ の 寺 で は は 尊 
え に Bp て その 大 発生 を 実 見 し て いる し また アメ リカ の 
ジ ショージ ャ ヤ 州 で は , 特に ヵ カブ の 被害 が 大 きい と いう 
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(Beckuam, 1953)。 また 岡山 県 倉 BTS Cis HRA 

の ニン ジン (2B) が 本 種 の 大 害 を 受け , た め に 本 種 
は ニン ジン ゾウ ムジ と 呼ば れ , この 虫 の 防除 対策 推進 の 
端緒 と な っ た 。 ま た アメ リカ で ゃ も carrot weevil ff 
され た こと も ある (Hicw, 1939), HCP AMICI, 近 
EE, 日 本 で 苗 床 で の 被害 が 問題 に た な っ て いる タバ コ が あ 
DE AKA A が 大 害 を 受け , tomato 
weevil LRISHic E&LHS (Hien, 1939), —HEE 
植物 で は , 前 述 の ょ うに キク 科 に 加害 植物 の 種類 数 が 多 
い が , 最近 木村 (1960) は 東京 近郊 で の 本 種 の 発生 確認 
Oe LT, キク 科 の ハル ジョ オン , ヒメ ジョ オ 
ン な ど Erigeron 属 植物 を あげ て いる 。 

こ = とら て ぉ < く が 筆者 は ここ で , 上 に あげ た 植物 な 
いし は その 属す る 科 が 生理 的 に (感覚 的 に も , 栄養 的 に 
b) 選好 され る も の で ある と 言っ て いる わけ で は な い 。 
現実 と し て , これ ら の 植物 な いし 科 が 加害 植物 の うち で 
主要 な 地位 を 占め る も の で あろ うと 言っ て いる の で ある 。 
この こと は , 本 下 の 活動 期 と 植物 の 生育 期 , 栽 境 期 と の 
関係 , 分 布 , 環境 と 植物 の を れ と の 関係 , 植物 の 科 自 体 
の 種類 の 豊富 さ , 栽培 種 の 発達 , 栽培 面積 の 大 き さ な ど 
と の 関係 , そう い うい わ ば 生態 的 な 諸 要 因 に 基づく 虫 の 
REM BOMBA, な か ば 理解 され る こと で あ 
の 

REZ, わが 国 で 本 虫 が 分 布 す る 暖地 で は , アプ ブラ 
チ ナチ 科 作 物 の ほとん ど は , 秋 か ら 春 に か け て 栽培 され , 本 
種 の 活動 期 と 一 致し , また 栽培 種 が 発達 し 各地 で 一 般 的 
に 栽培 され て いる な ど , ARORMPME UT, 生態 的 
に る 適合 する 要因 が 含 ま れ て いる と い を る で あろ う 。 ま 
た 上 に あげ ば た 作物 中 に は , FARO LGR MOB 
に は いる も の も ある が , 本 虫 の を れ ら へ の 加害 は , ほ と 
ん どど 早春 か ら 春 た に かけ て の 苗 床 で の 若 幼 植物 が 問題 に さ 
れ て いる 。 ま た キク 科 は 野生 植物 に 加害 植物 が 多い が , 
キク グ ク 科 は 植物 の 多く の 科 の 中 で も 非常 に と 多く の 種 を 信 ん 
で いる ほう で あっ て , し た が っ て , その 加害 発見 の 機会 
0 る I と R156 

と の ょ うに 生態 的 諸 要 因 と の 関係 か ら 見 て も , 上 に あ 
ば た アプ ブ ラナ 科 半 その ほか いく つか の 科 が 現実 に ャ サイ 
ゾウ ムジ シ の 主要 な 加害 植物 と な る 一 因 が ある わけ で あろ 
ae 

以上 , 筆者 が これ まで に 知り を た 文献 か ら 加 害 植物 を 
まとめ 和 前 若干 の 考察 を 試み た わけ で ある が 7 な に 宏 ん 筆 


者 一 人 の 調査 に よる も の で ある か ら , な お 記載 も れ の も ・" 


の も ある と 思わ れる し , また 本 種 の 分 布 拡大 に 伴い , 更 
た 新た な 加害 植物 が 加わ る こと も 容易 に 想像 され る 。 上 


BSA RAG 


記 の 表 が 母体 と な り , 読者 の 知見 に より 更に 完 壁 な この | 
Lon—-BROVPMENZCEMBENS. i 


摘 要 


現在 (1961 年 3 月 ) まで に 発表 され た ヤ ャ サイ ジウ ツク ド 
の 加害 植物 を 総合 し , 植物 の 科 別 に 分 類 整理 を 行なっ 旭 
1) その 結果 は , 全体 で 34 科 178 種 (また は 変種 ) Vy 
上 , 日本 か ら は 26 科 97 種 の 植物 が 収録 され た 。 | 
2) それ ら は , ほとん ど 双 子 業 植物 に 限ら れ , BPH 
植物 は ュ リ 科 以 外 に は 知ら れ て いな い 。 | 
3) この 中 で , 種 (また は 変種 ) 数 の 多い も の か ら 山 
次 あげ れ ば , キク 科 が 最も 多く , 次 いで アブ ラナ チ ナ 科 , % 
UE, ナデシコ 科 , マメ 科 , タデ 科 , ナス 科 な どの 順 で 
ある 。 | 
4) これ ら の 全 加 害 植物 か ら , 実験 だ けた に よう っ て 摂 信 
が 知ら れ て いる こと の 明らか な も の を 除い た も の (28 科 
135 種 ) に つい て みる と , や は り , キク 科 が 最も 多く 必 | 
FIFTH, セリ 科 , 以下 , ナス 科 , マメ 科 , ナ デ シ ョ 
科 な ど が 多い 。 
5) これ を 更に 野生 植物 (19 科 66 種 ), 観賞 植物 (8 
科 13 種 ), 作物 (12 科 56 種 ) に 分 けれ ば , 野生 植物 で 
キク グ ク 科 が 最も 多く , 作物 で は アブ ラナ 科 が 首位 に ある 8 
6) 理 本 に お ける 各 加 害 作物 の 報告 都府県 数 を 比較 
hut, アブ ラナ 科 が 1 位 に あっ て , 2 位 セ リ 科 , 放 3 位 う 
AR, アカ ザ 科 4 位 キ ク 科 と な る 。 | 
Tr COLICEARC LOMERMOR, ERB 
HEM bEStT. FIFTH, 7B, セリ 科 , 72 
Brea, Vt4ASVAVOMS SMBS DCE 
要 な 地 低 を 占め て いる 。 ま た これ ら の 科 に は , 実際 
害 の 大 きい 作物 が 含ま れ て いる 。 | 
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There are many reports on food plants of the 
| yegetable weevil, Listroderes costivostris obliquus 


Kuve. 


in which food plants are classified into families. 


However, there is no complete list hitherto 


| In order to obtain a basic knowledge of food habit 
in this insect, the author collected the records of 
food plants and arranged them in two tables(Table 
| Weé& 2). 


i 


; this list was concluded in March, 1961. The impor- 


The survey of literatures pertaining to 


| Bnce of the publication of such a list for plant 
; protection needs no emphasis. The list indicates 
the following characteristics of food habit in this 
insect. 

1) The food plants of the vegetable weevil 
amounted to total of over 34 plant families, 178 
| species (including varieties). In Japan, 26 families 
‘97 species (including varieties) were reported. 

: 2) All of these food plant families belong to 
Dicotyledon, with only one exception of Liliaceae. 
3) In the list, Compositae takes rank as the 
first in number of species (including varieties), 
Cruciferae as the second, and Umbelliferae as the 


‘third, followed by Caryophyllaceae, Leguminosae, 
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Summary 


The Food Plant List of the Vegetable Weevil, Listroderes costirostris obliquus KLUG 


By Yoshiharu MATsuMOTO 


The Ohara Institute for Agricultural Biology, Okayama University, Kurashiki, Okayama Pref. 


Polygonaceae, and Solanaceae. 

4) If the plants which were recorded as food 
only by experiments are excluded, Compositae still 
ranks first, Cruciferae second, and Umbelliferae 
third, followed by Solanaceae, Leguminosae, Caryo- 
phyllaceae, etc. 

5) 19 families 66 species of the food plants are 
wild plants, while 8 families 13 species are orna- 
mental plants, and 12 families 56 species field 
crops. In wild plants Compositae takes the first 
rank, and in field crops Cruciferae. 

6) In comparison of report frequencies represent- 
ed by the number of prefectures from which the 


damages of particular field crop were reported in 


_Japan, the top is Cruciferae, the second is Umbel- 


liferae, the third is Solanaceae, Chenopodiaceae, 
and the fourth is Compositae. 

7) It may be concluded, at least in regare to 
number of food plants and report frequencies, that 
Cruciferae, Compositae, Umbelliferae, and Solana- 
ceae are important food plants of the vegetable 
weevil. In fact, these plant families contain the 


plants which are severely damaged by this insect, 


人 工 飼 料 に 


よる ニカ メイ チュ ウツ の 泉 代 飼 育 


コリ ン が 成虫 の 産卵 , 卵 の ふ化 な ど に 及ぼ す 影 響 


& 野 


農林 省 農 業 技術 研究 所 | 


がき さき 

ニカ メイ チュ ツウ に つい て は 古く か ら 多 く の 研 究 が な さ 
れ て いる が , COBRA ネ で 飼育 する 場合 非常 に と 多く の 
労力 を 要する ば か りか , 飼育 中 に お ける 幼虫 の 死亡 率 が 
高い ふか な どい ろ い ろ と 困難 が つき まとう 。 そ を その う を 生き た 

イネ に 依存 する か ぎり , 同じ 条件 で 年 間 を 通し て 虫 を 含 
育 す る こと が で き な い 。 一 方 , ニカ メイ チュ ウツ の 生理 学 
的 研究 ある い は 薬剤 試験 な ど 各 般 に わた る 試験 研究 を 通 
じ 系 統 的 に は っ きり し た 虫 を 累代 的 に 飼育 する こと が 必 
. Bictotki. MCR oCHIrA1F 2VOR 
剃 に 対す る 抵抗 性 の 問題 が 起こ っ た た め , BA RHIC 
飼育 する 必要 性 は 急激 に 増し て きた 。 

1949 年 に Beck が 合成 飼料 に ょ より アワ ノメイガ を 飼 
育 す る こと に 成功 し て か ら , いろ いろ な 昆虫 に つい て 谷 
成 飼料 に ょ る 無菌 的 な 飼育 が 試み られ て いる 。 わ が 国 に 
お いて も ニカ メイ チュ ウ の 飼育 が アワ ノメイガ の 飼 料 を 
改変 し た も の で 試み られ , 湖山 ・ 安 田 ・ 石 井 (1951), 
Att (1952) WL ラ で は P め 均 成 功 じ で どる 8 

合成 飼料 に と ょ る 無菌 的 飼育 は 成育 の 均一 性 ある い は 労 
力 の 軽減 な どの 点 か ら , 大 い に 期 待 さ れ た が , その 後 の 
改良 と に も か か わら ず , 雌 成 虫 の 完全 な も の は な か な か 得 
bins (GH, 1956), 著者 ら ( 井 正 ・ 金 野 計 1957) ick 
る 飼料 か ら は 完全 な 雌 成 虫 が 生じ た が , な お 産卵 する 個 
体 は 非常 と まれ で あり , ふ化 も きわ め て 悪く 次 世代 の 飼 
育 は 困難 で あっ た 。 し か し その 後 の 研 究 に と ょ っ て 累代 飼 
育 の 可能 性 が 開か れ た の で ここ に その 大 要 を 報告 し た い 
ee 

AMICILV SICH Db, この 実験 を 進め る に あたっ て 
ご 指導 を いた だ いた 深谷 昌 次 博士 , 取り まとめ に あたっ 
て 検討 を いた だ いた 湯 鳴 健 技 官 ), な ら び に 材料 に つい て 


お 手数 を わずらわし た , 東北 農業 試験 場 , 徳島 県 農業 試 、 


験 場 , 埼玉 県 農業 試験 場 の 方 々 に 厚く お 礼 を 申し あげ ば る 。 


(1961 年 10 月 4 日 受領 ) 


に 関す る 研究 (1) 


a 也 


材料 お よび 方 法 


1. 採卵 1960 年 秋 に , 秋田 県 大 曲 市 の 農林 省 東北 由 
業 試験 場内 お よび 徳島 県 下 で 採集 し た 越冬 幼虫 を 25°C 
で 加 温 し , HE, 羽化 させ , 次 の 方 法 に ょ っ て 採卵 , 全 
SS 

産卵 に は 直径 12cm (中 板 ) の デシ ケー ター 中 に 円 介 
TNs MOM esi 
ある い は それ 以下 の 数 の も の を 収容 し た 。 83774 Yl 
に 産 下 され た 卵 塊 は これ を 切り 取っ て ジ シャーレ 中 に , Z 
SR RN 
#LKo 

2. 幼虫 の 飼育 sete 1 0 theel225°C 長 日 条件 
ES IL, IL, IV で は 30°C 長 日 条件 下 で 飼育 し た 。 

3. HL, 羽化 の 取り 扱い 老 熟 し た 幼虫 は フラ ズ 
上 部 綿 せ ん 附近 に 集まる が , その 中 の 早い も の 数 個体 
HUE LIMELAILD Do CHD Lite SREY 
定 し た あと ゼ セ ファン チュ ー ブ と と も に 丸 か ん に 入れ 1 
これ を 湿度 902 以 上 に 調整 され た デジ ケー ター に 入 
30°C 長 日 条件 下 に 置い た 。 遇 化 し た も の は 毎日 取り i 
し シャ ー レ に 入れ て で 25°C に 置い た 。 ほとん どの 個体 
貞 化 し 終わ っ た 時 雌雄 を 分 け て , それ ぞ れ の 羽化 調査 

し た 。 毎 日 羽化 し て くる 健全 な 雌雄 を ほぼ 同数 ずつ 前 
の 採卵 用 容器 に 入れ た 。 産 下さ れ た パラ フィ ン 紙 は 毎 
RKO HL LET LU MEER Zo 

4. 殺菌 お よび 接種 綿 せ ん を し た フラ スコ は Es 
150~160°C CHROME Lik, その 後 飼料 を 調整 し , — 
—¥7 0 AA Oe 
分 間 殺 菌 し た 。 | 

・ 卵 の 殺菌 お よび 接種 は 石井 (1952) OPAC BE oF, 
すなわち , パラ フォン 紙 に 産 下 され た 卵 が ふ化 前 12 る 
時 間 の 時 期 に 達し た 時 , 702% ア ルコ ー ル を 通し て か らら 
0.176 AAUKIC 4 BOO CML, 更に 702% ア ル ヨ 


(254 ) 


ed 
ri? 月 


' 


で よく 昇 氷水 を 洗い 落と し アル コー ル を 切っ て か ら フ 
え コ の 内 壁 に 張り つけ た 。 

5. 飼料 の 調整 まず 殺菌 し た フラ スコ に 粉末 ろ紙 を 
RO LIAM TAK. MICT FB, CH, カゼ 
2 乾燥 酵母 , コレ ステ ロー ル , TORRAD, 粉末 
大 を 10 本 ある い は 20 本 分 衝 量 し , 蒸発 皿 の 中 で よく か 
EEC, 各 フ ラス コ に 計り 分 けた 。 こ れ に 所 要 の オオ 
Fahh, コリ ンク ロラ イド を 溶かし た 水 を 加え て ブフ 
贅 コ 全体 が 均一 に なる よう に ガラ ス 欄 で よく まぜ て 直 
ot-}7vV-7 CMH LK. 
ule ciara nascent 
BPC AMO MO ALI. MRA Clad AA iC 
ee 
—=B, COMPNCILA AAO th EABHO.5cem くら い 
WO tnx LK 

SRC AA LicfikKA, B, C の 配合 を 次 に 示す 。 


ARIK 0.30g 無機 塩 混合 物 ?0.10g 


ろ紙 PD 0.50 ET EI 0.01 
7PM 0.35 "コリ ンク ロラ イド 0.01,0.10,0.20 

Pe O54 at Seb pee ce 15%0 
M¥4y 0.50 * 25.0 ml 
EAREERE 0.50 


| 東洋 ろ紙 No.82 を ミキ サー で 粉砕 

og McCullum and Simond’s salt mixture 
DHEA AAX 15g の 摩 砕 液 

AUL100m1 三角 フラ スコ 1 本 当たり の 量 を 示し た も 
あり , 水 25ml の 中 に は 生 オ オム ギ 15g 分 の 摩 砕 搾 汗 
e704 FREHEHSENTIS, 


KE 0.608 


we $e RR TU a B 0.208 
ARDEP 0.50 


Say at yy O02 
TEU 0.70 ゴリ ンク ロラ イド 0.20 
fe 0.30 ° + + A ¥#® 20.00 
N#4v 1.0 x 40, 00m1 
ie: §=—-1.00 


>, > は A に 同じ 
まま 入 オオ ムギ 20g を 0.5cm くら い に 切 っ た 


隊 絆 守 天 半 0:50g 和 7 コリ ンク ロラ イド 0.30g 
e 150 」 オ オーム ¥” 25,00 
bh セイ ン 1.00 x 40, 00ml 
DIZBLAL 


&, CoO#*KIL200OMI 三角 フラ スコ 当たり の 量 を 示し 
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Ted 
実験 結果 


1 コリ ンク ロラ イド の 量 を 変え て 加え た 場合 

前 記 A の よう な 組成 の 飼料 に コリ ンク ロラ イド を 0.01 
g, 0.1g, 0.2g と 量 を 変 を て 入れ た 。 こ の 組成 は 今 す で 
こ ニ カメ イチ ュ ウ の 成育 物質 の 研究 (68 -HL, RH 
表 ) に 使用 し て いる も の で , ZEA EDLODB MRO 
半 握 と な っ て いる 。 こ れ ら の 飼料 で 飼育 し た 結果 は 第 1 
表 の よう に な る 。 


pol 7 a7 4 ECR Eco 
y Amite SE 1 He 4) 当 ふ化 


ms] 


SABO | 率 の 


% 
0.9 | 14.2 


mg % 26| 

1{ iT 

| 28 2.6 | 46.2 
| 20 


ーー 
|64 | 64.1 82,8 | 12.5 
ee 35 | 69.7 85.7 | 28.6 

2 
[ 


Es Tt 
期間 | が 2918 gto MER EL TO TM 
日 

5 

6 
33 | 62.1 | 66. 7 1g 


45.0 


1) RMN AMIDA LR AD bHRERO 
すま で の 期間 
2) 幼虫 数 は フラ スコ より 取り 出し た 時 の 数 
3) 健全 雌 羽 化 率 は 全 幼 虫 に 対し て 鍵 全 に 羽化 し た 雌 
ONG 

4) 卵 塊 総 数 は 1 卵 塊 20 卵 粒 以 上 の 卵 塊 数 

5) SBP MR e HERRHE CHI oH fel 

6) FBMRKO 5 BIIZIWUY LABEL KHRMONE 
コリ ンク ロラ イド を 0.1g 加 を た も の で は 健全 雌 の 羽化 
率 が 多少 よく な り , HM, ふ化 率 が 著しく 増加 し て く 
る が , 0.2g 加 を た も の で は それ 以上 の 効果 が 上 が ら な い 
ば か りか , to LARD CLD OME < eo THSLIT 
ある 。 

この 表 に お ける 幼虫 期間 は フラ スコ の 中 より 幼虫 を 取 
り 出す まで の 日 数 で , これ は 比較 的 成育 の 早い 数 個体 の 
幼虫 期間 を 示す も の で あっ て , 平均 幼虫 期間 ょ り は 3 日 
前 後 短 く な っ て いる 。 し か し 人 人 工 飼料 で 飼育 し た 幼虫 
は 絶食 効果 の せい か 取り 出し た あと 一 童 に 下 化 する か ら 。, 
幼虫 の 成育 速度 を 現 わ す も の と し て は フラ ズ スコ より 取り 
出す まで の 日 数 の ほう が 適当 と 思わ れる 。 接 種 卵 塊 の 卵 
薄 数 は フラ スコ 当たり 20~30 卵 粒 と し た が , 幼虫 期間 中 
に 死亡 する 個体 は ほとん ど な い よう で あっ た 。 こ こ で ば 
卵 塊 総数 と し て 20 卵 粒 以 上 の も の を 扱っ た が , これ は 
著者 の 経験 で 20 卵 粒 以 下 の も の に は 不 受 精 卵 が 相当 多く 
含ま れ て いる こと を 考慮 し た か ら で あ る 。 も っ と も 20 政 
粒 以 下 の 小 さ な 卵 塊 で も 完全 に ふ化 する も の は あっ た 。 
ASACIHE UTR a IMT y 7 ~8 割く らい の 卵 
WAST SLOMS, BS SELAH SBME TH ok. 
そし て 全く ふ化 し な い 卵 境 も 不 受精 卵 ば か り で な く , HE 
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子 が 途中 まで 発育 し て 停止 し て いる と いう よう な も の が 
大 部 分 で あっ た 。 また 部 分 的 に ふ化 する 卵 塊 か ら ふ 化し 
た も の で る も 次 世代 を 飼育 する と 良好 な 成育 を 遂げ た 。 
TH コリ ンク ロラ イド を 多量 に 加え た 人 工 飼料 に よる 
累代 飼育 
飼料 中 の コリ ンク ロラ イド 量 を ある 程度 増加 させ る と 
産卵 数 示 増 し , を 化 率 が よく な る 結果 を 得 た 。 そこ で 今 
まで 改良 を 加 を て きた 飼料 の うち 比較 的 究 定 し た 飼育 結 
果 の 得 ら れ て いる 飼料 (井上 ・ 釜 野 , 1957) に コリ ンク 
ロラ イド の 量 を 10 倍 に し た 飼料 B を 調整 し た 。 こ の 含 料 
に よっ て 5 世代 まで 飼育 し た 結果 は 第 2 表 の よう に な る 。 
B2z BB 飼料 に よる 累代 飼育 の 結果 


er DR 化 幼 虫 幼 虫 平均 | ste | 健全 雌 

総数 たら Feu MAR Be | 体重 | 率 | 羽化 率 

| 7%, 日 mg % % 
I = NS DDN RD 
AO So Le S20 ML SE SS R77: lai 2229 
MW | 26) 2.4 | 42.3 | 18 | 59 | 89.2 | 86.4 | 25.4 
I ZO AS | 4) | We | aS | BRS) 78 E20 
Wey ws) OR |) li | S| OLS | ea) | ae al 

Vi eZ Lon 2320 


※ SRBRRIRCAL 
また , LMM MRM bre 5 CHE CLE <i 
様 に 飼育 が で きた 。 そ の 結果 は 第 3 表 の ご と く で ある 。 
第 3 表 CHhHICLARKME ORR 


esta Fal {tc gh sey oe) 3 | te: 健全 雌 

Rog, | SOMA IANS) 数 em | 率 | 羽化 率 

| | % Al mg | % 
I |— ーー — 19 | 122) 99.0 | 98.4 | 46.7 
i) 163) Bok |) SOO) a |) All| OSB I) CEL |) Vane 
TL 85 4.7 | 36.5 | aes} |) TMA Ce eS SILAS I Ard 972 
WV 9) 8) || Bas) || is | 50) 81.8 | 68.0} 24.0 
V MS) 25 | Geis | aire 35)100.0 | 91.4 | 28.6 
VI 26} 2.6 | 53.8 | — — — — — 


KX SABLA Rica 

HARB, C の どちら の 区 で る 幼虫 期間 は 17~19 旦 で 変 
bot, ERCEARIC LEASED ok, EBKE 
も 各区 , SUACMICHILA Sich sko HES Ct 
各 世 代 の 間 で 相当 差異 が ある が , これ は 飼育 中 に 成育 の 
遅れ た 小 個体 が 生ずる こと に 原因 が あり , この 小 個体 の 
出現 は 遣 伎 的 な も の か 栄養 的 な も の か , 今 の と ころ わか 
ら な い s』。 健全 羽化 率 で は B, C 両 区 と も 第 1 世代 に 比較 
LT, #2 ERAURILS DE < Teo S, Lele 2 
世代 以後 の 各 世 代 間 に は 変化 が な く ほ ぼ 一 定 で あ っ た 。 
雌 1 頭 当たり の 平均 産 下 卵 塊 数 に は 大 き な 変 異 が 示さ れ 
て いる が , これ は 産卵 が 成 下 を 保護 する 条件 に ょ っ て 芸 
じ く 大 右 きる こと を 示し て いる よう に 思わ れる 。 WO 
ふ化 は C じ 区 に 比べ て BB 区 で 不 均 一 な も の が 多かっ た 。 


CC 飼料 の 場合 各 世 代 を 完了 する に 要する 上 日数, す 
ち 卵 の 接種 日 から 次 世代 卵 の 接種 目 ま で の 目 数 は 次 9 
ぁ で あっ て , CHILBAPECEELA EMR CHS. 


第 1 世代 398 
godt 378 
第 3 世代 38H 
A HEE; 39H | 
第 5 世代 36 目 | 
% # 37.88 | 
この 平均 37.8 日 の お お よそ の 内 訳 は 幼虫 期 21 日 G 


HI OMOMLECOBRMISH, MOM LCA ae 
盛 日 まで 3 日) MUSH, RRS SECTOR 
2H, 卵 期間 7 日 で ある 。 な お この 場合 , 幼虫 期間 
°C, Wm, BH, Shvh 25°C じ に 置い た 。 
I 野外 で 成育 Lite ALAC SHEERS 
た 場合 の 飼育 | 
前 の 実験 結果 が 示す よう に , まだ 人 工 飼 料 に ょ | 
100 の ふ化 率 を 有する も の は 得 ら れ な い が , EO) 
が 近親 交配 の くり 返し に よる も の で ある か どう か 
か に する 目的 で 次 の 実験 行 な きた 8 
飼料 C で 伺っ た 第 3 世代 の 雌 に 。 BER CR 
を 加 温 し て 得 た 雄 を 交配 さき させ, TORII LOS 
を 調べ る と と も に それ を C 飼 料 で 飼育 CHET 
これ ら の 結果 は 第 4 表 の よう に な る 。 | 
第 4 表 野外 の 雄 と 人 工 飼料 に と よる 雌 を 交配 | 
‘ S#rEOOMBRE | 


ま 雌 当 
7z 0 58 
塊 数 


SS Be 
総数 


生化 
SB HSS 
85. 7 
45.0 


iS 期間 数 


日 
20 


Ae 


平均 | sare | oa] 
ie!) | aa] 
mg 2% 


ar 84.3 


2.8 | 
7.4 


I 
Ir 


14 
inl 


83 19) 


※ 人 各 項 目 は 第 1 表 に 同じ 
第 4 表 と 第 3 表 を 比較 する と , WHOA RES 
こと に より 産 下 卵 塊 数 は 減少 し て いる が 衣 卵 の あぶ 化 ! 
相当 ょ よく な ラ う て い る に と が わか る 0 し か し 次 世代 
と むし じ ろ 化 率 ば や ゃ や ゃ 低下 し で くる RE LEBA 
の 体重 が 増加 し た り , 次 世代 の 産 下 卵 塊 数 が 多く な 
と は 雑種 強勢 的 な も の か る 知れ な い 。 | 
W 野外 で 成育 し た ニカ メイ チュ ウ の 羽化 , 産 
化 率 調査 

野外 の 自然 状態 下 で 成育 し た ニカ メイ チュ ウ の | 
ふ化 率 な ど を 調べ , CHEAT CRE LIC GO) 
比較 する こと に より , 今後 どの 点 を どの 程度 よく 
LWA, その た め に は 飼 料 の あど の 点 を 中 心 に 改 度 


| 
| 
| 
| 
i, 
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Kk 知 ろ 5 と eres 
HERA CHR Lic WA Sh IMI LL, WES eC, 
G FESR, SiS AT CMT LiLo Lil 
Rar cm~t, その 結果 は 第 5 表 の ょ うに な る 。 
| 第 5 表 野外 の ニカ メイ チュ ウ の 羽化 , 産卵 , 
Li ふ化 調査 の 結果 
damn | wentcx: | sonem | [ESE 
48 | 41 | 138 
Bb ※ 名 項目 は 第 1 表 に 同じ 
| の 表 と 人 工 飼 村 に よっ て 成育 し た も の と を 比較 し て 
FOE, 雌 当 た り 卵 塊 数 は 人 工 飼料 の 場合 の 平均 値 と 差 
D2, ふ化 中 塊 率 で は 相当 の 開き が 見 られ る 。 し か 
の 数 字 は 同様 の 方 法 で 採卵 , ふ化 させ た 過去 の 経験 
Vhs て , 野外 の も の で 
以下 の 成績 を 示す こと 相当 あ る 。 


ae 詩 


po TGER (1942) が アワ ノメイガ を 人 工 飼 料 に ょ よ 
Fag SCL BLES, Be etapa ess 
| Sean amas 
ean 19 
つい て 合成 飼料 に こよ ょ る 飼育 が 多く の 人 達 に ょ 
PAY aan 
HE (1952) は Brox の アワ ノメイガ の 飼料 に 改良 を 
[ 細 で ーー カ メイ チュ ウツ を 飼育 し た 。 そ の 中 の 最も 良好 な 
で 人 銅 育 し た 結果 に つい て , Pik k < Bons, 螺 
IMEX, MEIER L CHAS £ tr 70 MEADS YO, 
HETIL) EWN CUS, BES (EH- Hb, 
BB) は こ の 石井 (1952) の 飼料 を 中 心 に 改良 を 加え , 
店 の イネ を 多く 入れ る こと に より 殆 化 率 を 高め , 多 
HEP IE RICTESVSZCEMCER, LAL, 羽化 
PCS PCHEILEESSS ZLODIEMICDIe <<, その うる を ふ 
(きわめて 悪く 次 世代 を 飼う こと は 困難 で あっ た 。 井 
| 包 960) は オオ ムギ , レン ゲソ メッ ウ を 殺菌 し た 飼料 で 飼 
に 後者 で は 成育 も よく 産卵 , ふ化 も 良好 で あっ 
8 隊 人 千 し てい る 。 し か し , この よう に た だ 殺菌 し た 単 
BOX LI SBA, その 植物 の 成育 時 期 , 品 
較 導 で よっ て 大 きく 左右 され る こと が 考え られ る 。 
Bo, 著者 は 第 1 表 か ら も わか る よう に 飼料 中 の コリ 
ロラ イド の 量 を 多く する こと に よっ て , KPI 
AML, その うえ ふ化 率 も 良く な る 結果 を 得 た の で , 
紅 で に わか っ て いる 飼料 の うち 比較 的 幼虫 の 成育 が よ 
| 映 化 , 羽化 も 良好 な 結果 を 得 て い る 飼料 GES 


“Bae 
3.45 | 90.6% 
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BF, 1957) CAVY AUF FROSMICMAKMAL Ee 
っ た 。 こ の よう な 全く 同一 の 飼料 で ,: 条件 を 同じ くし て 
ー カ メイ チュ ウ を 累代 的 に 飼育 し た 。 こ こ で 継続 し て 5 
世代 飼育 し た ニカ メイ チュ ウ の 成育 状況 , 健全 度 な ど を 
考え を て みよ う 。 MB, C に よ ょ っ て 30°C で 飼 っ た 場合 
平均 幼虫 期間 ば 21 日 くら いと な る 。 深谷 (1950) は この 
実験 に 用 いた と 同じ 庄内 型 の こ = カメ イチ ュ ウ を イネ で 人 管 
育 し た 。 平 均 気温 26°*C で 幼虫 期間 は 29.8 日 と い ぅ 結果 
を 得 て い る 。 この 実験 に お いて も 飼料 A の 飼育 は 25°C 
で あり , 平均 幼虫 期間 は 30 日 くら いで あり , は ほとんど イ 
ネ で 飼育 し た も の と 変わ ら な い 。 銅 育 で 得 ら れ た 幼 寂 ( 
JERI) の 体重 を 野外 の 越冬 幼虫 CORA) と 比較 し て も 
むし ろ 重 いく らい で ある 。 一般 に 休眠 幼虫 は 非 休眠 幼虫 
より も 重い こと が 知ら れ て いる か ら , 飼育 し た 幼虫 は 野 
外 の も の より 相当 重い こと に な る 。 これら の こと か ら , 
この 実験 で 使用 し た 飼料 は 幼虫 た と っ て イネ より も むし 
ろ す ぐれ て いる ご と を 示し て いる 

健全 駿 の 羽化 率 は 第 1 世代 と それ 以後 の 世代 と の あい 
だ で 多少 開き を 見 せ て いる が , この 原因 と つい て は 今 の 
と ころ 全く わか ら な い 。 健 全 雌 羽化 率 は 全体 的 に まだ 低 
い が , こ れ は フラ スコ か ら の 取り 出し , 遇 化 調査 な ど で 柳 
械 的 に 傷つけ られ た り , 遇 期 間 中 に 若干 で は ある が 原因 
不明 で 死亡 する こと に も 一 因 が ある 。 し か し , 飼料 の 組成 
に も まだ 問題 が ある と 思わ れる か ら , 飼料 と 飼育 技術 の 
改良 に と よ ょ っ て 40 用 前 後 ま で は 引き 上 げ ら れる も の と 思う 。 
雌 1 頭 当たり の 平均 産 下 卵 塊 数 は , TE eR ICI 
か な り の 変異 が ある が , この 変異 た 一 定 の 傾向 が な いこ 
と を みる と , それ は 産卵 期間 を 通じ て の 成虫 の 保護 条件 
に よっ て 左右 され る ご と , HOVE] SMe Sch 
2058KLD> 5 150 卵 粒 以上 の も の まで が 全く 同列 に 扱わ れ 
で いる きど な ど に に 原因 が ある と 思わ れる a で こ で より EE 
確 た に 比較 を する の に は 卵 粒 数 で し た ほう が よい と 考え ら 
る 

卵 塊 ふ ふ化 率 は 30~502 で あま り よ く な い が , これ は 大 
体 90 祈 以上 ふ化 し た 卵 塊 の 割合 を 示し て いる の で , Ko 
化 卵 塊 の 中 に も 702 以 上 ふぁ 化し た も の も あり , SPM 
位 た に ふ化 率 を 求め あれ ば も う 少 し は 高く な る 。 第 5 表 に 示 
し た 野外 の も の は , 著者 の 経験 か ら み て 野外 の も の の 中 
で る も 最も よい 場合 で ある が , これ と 比較 すれ ば まだ 相当 
劣っ て いる 。 こ の 京 因 を 明らか に する 一 方 法 と し て , 野 
外 の 雄 と 交配 させ ふ化 の 不 健 全 さき が 夷 の みみ に 由来 する の 
か どう か を 知 ろ うと し た 。 野 外 の 雄 と C 飼 料 に こ ょ る 第 3 
世代 の 雌 を 交配 きせ た が , その 産 下 し た 卵 の ふ化 率 は 相 
泊る な だ っ だ たき ご どる ろ が 次 世代 ど だ が と ど CC 人 鉛 料 5 拭 代 
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CO RE SS 
の 飼料 が 雌 に 対し て の み 栄 養 的 に 不適 当 な ば か り で な さく 。, 
雄 に 対し て も 若 千 不 適当 な 面 を 残し て いる こと を 示唆 し 
CV Bie 

以上 の 考察 か ら 明 ら か な よう に ニニ カメ イチ ュ ウ を 含 料 
B, C で 継続 し て 飼育 し た 場合 その 世代 間 に 多 少 の 変 
異 は ある が , 少な く と る も 5 世代 を 通し て , 幼虫 の 成育 
増殖 力 が 一 定 方 向 に 増減 する こと な く ,。 ほとん ど 同 様 に 
世代 を くり 返す こと を 知っ た の で ある 。 

HAMA F aITKCOL SHATMRICE ST, AK 
眠 条 件 下 GEE - 8%, 1957) CRAMAeTOCTH 
ば , 年 間 何 世代 くら い 飼 える か と いう 問題 が ある 。 CO 
実験 た 使用 し た 虫 は いわ ゆる 庄内 型 深谷, 1948a) に 
属す る も の で ある が 。, 先 の 結果 か ら 明 ら か な よう に 幼虫 
期 を 30°C RARE, wi, BH, 卵 を 25°C と し て 1 世代 
は 38 上 日 で 完了 し , 年 間 9.6 世代 が 可能 と な る 。 一 方 西国 
「 型 の も の で は 同様 な 条件 下 に お いて , 幼虫 期間 が 約 1.5 
倍 く ぐら いか か る か らち ら 年 間 世 代数 と し て は 6 ~ 7 HEAR 
育 が 可能 で あろ 5. 

5 世代 に わた っ て 飼育 し た 飼料 BB とじ C じ に つい て 比較 し 
て みみ る と , 飼料 BB は C に 比べ , BORER, avaryu— 
WV, 無機 塩 混 合 物 , 粉末 ろ紙 な ど を 多く 含ん で いる 。 そ 
LUC BMRIC LSMABODlE DAMROME CitBD 
よかっ た が 。, 卵 の ふ化 で は 少し 劣っ て いた 程度 で B と C 
\RKRAWIEM ok, COE ELAA ALY CORE MZ 
BEAR AAF 2VORBICUBRUAC I y, FEB 
te, ATA—MITBHSSCERMALTWS. ELSA 
で ょ より 簡単 な 組成 の C 飼料 が ニカ メイ チュ ウツ の 成育 条件 
を 十分 満た すこ と が で きる か どう か と いう 問題 が 残る 。 
と の よう な 飼料 で は , 加 を た 植物 の 占め る 比重 が 大 きく 
な る か ら , 植物 の 種類 , 品種 成育 時 期 で 虫 の 成育 が 相 
当 影 響き ざれ る も の と 老 娠 られ る 9 LAL BARC T 
いえ ば, 著者 ら ( 釜 野 ・ 井 上 , 未 発表 ) は 前 に これ と ほ 
の 同じ 福生 イ 人 前 0802g 生 オイ ムギ 
の 代わ り に イネ 15g) で 成育 時 期 を 異 た する イネ が , = 
カメ イチ ュ ウ の 成育 に 関係 する か どう か を 調べ て いる が , 
ほとん と ど 影 響 が な いと の 結果 を 得 て い る 。 こ の こと か ら 
B 飼 料 な ら ば 加え る 植物 に ょ っ て の 差 が あま り 出 な いこ 
LEDER CES. 

コリ ンク ロラ イド の 生理 的 , 栄養 的 意義 で ある が , B 
IS SBF (1953) は ニカ メイ チュ ウ 卵 の 中 に アセ チル コ 
リン 様 物質 が , ほか の 動物 の 組織 より も 著しく 多く 含ま 
MCWAZATCEPRELT SA, CO CHRBIOL IT 
多量 の コリ ン を 要求 する こと と , この 卵 の 中 の アセ チル 
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コリ ン 様 物質 が 存在 する こと の あい だ に 何 か 関 係 が 3 
の で は な いか と の 疑い が 生じ る 。 し か し , 石井 (195 
は ニニ カメ イチ ュ ツ の 必須 ビタ ミン の 研究 に お いて , = 
ンク ロラ イド を 飼料 中 より 除い て も その 幼虫 成育 に 
DieProakeW oti So, EK HUCHICIE, lke 
Lay WVIES ER CWB EV DOS E Ets be 
HAA F 2TPBATCAERIIVTASLABE 
MLChAIYRRMOANS CLM CSRV SE Lice 
そこ で これ ら の 点 か ら ニ カメ イチ ュ ウ の 産卵 , ふ化 
与 す る 走 の 栄養 物質 は コリ ンク ロラ イド 以外 の これ 
緑 な 物質 と いう こと も 考え られ る 。 こ の よう な 近 緑 4 
に つい て は 2, 3 の 実験 を 進め て いる の で , TAX HE 
め て 詳細 に 報告 し た い 。 
今後 この コリ ン の 真 の 役割 を 明らか に する こと に < 
て , 飼料 も 一 段 と 改善 され て くる こと と 思う 。 


i ) 


ALMBeHEL=ALAF 2VO Stthicbres 
inlining ie. ce 
POs Nei ee 

1. F¢¥ Ca =F UCU ACCA ORR 3 | 
7aFr4 FRMASTEREI, EPIRA SBR 
率 を 増加 させ る こと が で きた だ 。 

ee ee 
組成 の も の で ある 。 | 
3. 2 種類 の 飼料 の どちら で 飼っ た も の で る も, cae 
体重 , WLS, 産卵 力 は 野外 の も の と 変わ ら ず , ま 7 
の 世代 間 に も ほとん ど 差 は な か っ た 。 

4. 一 方 , 雌 の 羽化 率 , SEDER CLEA Ga 
DhERBoa WW Ke 

5. SPLORELC RMS SO LICL Y SLI, 
まっ た が , し か し , 次 世代 に な る と その 影響 は 現 お 3 
か Se 
be AURA, COL Sick Eo 
育 を 続け る な ら ば 。 年 間 に 庄 内 型 で は 10 世 代 を , 西 | 
ma eR | 
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iS experiment has been carried out in order 
sar the rice stem borer, Chilo suppressalis 
ER, through successive generations with arti- 
diets under the aseptic condition. The results 
ed were summarised as follows: 

An improved diets contained high amount 
joline chloride to obtain normal moths, and 
ioths deposited fertile eggs through five gener- 
3s under the aseptic condition. 

Of the experiments following two kinds of 


seemed to be suitable for rearing the rice 


Per 200ml of Per 200ml of 
Erlenmeyer flask Erlenmeyer flask 
powdered 0.6¢ Minerals* 0.2¢ 
ose 0.5 Cholesterol 0.02 
0.7 Choline Chloride 0.2 
0.3 Barley** 20.0 
: 1 Water 40.0ml 
jars dry yeast 1.0 
Per 200ml of Per 200m! of 
Erlenmeyer flask Erlenmeyer flask 
powdered 0.5g Choline chloried 0.3g 
se 135 Barley** 2500 
A 1.0 Water 40.0mi 


bECullum and Simmond’s Salts 
ving stem and leaves chopped 0. 5cm in length 
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;, S. & H. Urusarpara (1954) Bull. Nat. Int. ~201. 
| r Sci., Ser. C 4: 109~133. Yusuima, T. & H. Cutno(1952) Annot. Zool. Japon, 
re (1960) 植物 防疫 14: 61~63, 26 : 228~232. 
Ne > 金野 静 也 (1957) ISH 1: 100~105. 
Summary 


On the Successive Rearing of Rice Stem Borer on the Artificial Diets 
under Aseptic Condition (1) 
The Effect of Choline Contained in the Artificial Diets on the Oviposition 


and the Hatching Potency 


By Seiya KAMANO 


National Institute of Agricultural Sciences, Nishigahara, Tokyo 


3. There was few difference between this borer 
reared on the two kinds of diets and those on rice 
plant in the paddy field in the weight of matured 
larvae, rate of pupation and number of egg masses 
layed. 

4. Though the number of normal female and of 
normal eggs were increased by the improved diets 
containing high amount of choline chloride (0.2- 
0.3g per 200 ml of Erlenmeyer flask), the results 
obtained were not sufficient compared with that of 
wild one. 

5. When the wild male mated with the female 
the rate of egg hat- 
But this 


reared on the artificial diets, 


ching was increased in some grade. 
increasing of the rate was decreased in the next 
generation. 

6. From the results in this experiment, it is 
expected that Shonai-ecotype of this insect can be 
reared for about 10 generations and Saigoku-ecotype 
6 generations in a year under non-diapause con- 


ditions on the artificial diets. 


Factors Influencing the Seasonal Incidence and Breaking 


of Diapause in Carposina niponensis WALSHINGHAM 


By Arinobu Tosuma and Kenpei Honma 


Horticultural Division, 


Tohoku Agricultural Experiment Station 


and Sinzo Masaki 
Laboratory of Entomology, Faculty of Agriculture, Hirosaki University 


INTRODUCTION 


The peach fruit moth, Carposina niponensis, 
is virtually bivoltine in the Tsugaru plain, 
the western part of Aomori Prefecture, as 
indicated by two distinct peaks of the moth 
flight in each season normally occurring in 
the second half of June and in the first half 
of August, respectively. However, a varying 
proportion of the first generation larvae have 
been observed to enter diapause which lasts 
until the following spring. The senior writer 
had assumed that this exceptional univoltinism 
might be due to the heritable trait, and fur- 
thermore there might occur two races with 
different life-cycles. This assumption seems 
more probable when considerably different 
features of the seasonal life-cycle of the moth 
in Nanbu — the north-eastern part -of the 
Tohoku district — have been elucidated. 
Namely, in the latter locality the univoltine 
life-cycle of this insect seems to be of common 
occurrence. Yet, it is also possible that 
variability in the life-cycle of this fruit moth 
is attributed to the non-heritable variation in 
the responsiveness of individuals to environ- 
mental conditions. 

Before approaching to the problem of 
genetic heterogeneity or differentiations of local 
populations of this species, it seems necessary 
to analyse the environmental relations of its 
seasonal life-history. Our first effort has 
naturally been directed to elucidate the dia- 
pause behaviour, because the seasonal cycle 
of the moth may largely be controlled by this 
regulatory mechanism, as generally known in 
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many other insects (cf. LEEs, 1955). Hux 
(1957) has already dealt with this subje 
concluded that both day-length and ter 
ture might be responsible for the incide 
diapause in Carposina niponensis, an, 
that the diapause is terminated at . 
temperature during hibernation. His 
made our investigation much easier | 
undertaken, but despite of his conclusic 
data were subjected to great fluctuati 
that one would fail to estimate the « 
length of day for the induction of diz 
which seems to be the key point of the pr 
We have, therefore, tried first to elt 
the seasonal incidence of diapause | 
conditions almost comparable to those | 


. field, and then to interpret these results: 


basis of our own experiments. 
MATERIAL AND METHODS 


All the samples used in the presenti 
were collected in the apple orchard 
Experiment Station located at Fujisaki 
vicinity of Hirosaki city, or their pre 
reared in the laboratory. 

The seasonal incidence of diapause ha 
determined in the seasons of 1959 anc 
In both years infested apples were cc 
at frequent intervals during July, Augi 
September. They were held in a 
wooden frame constructed specially to 
mature larvae emerging from infested 
The frame was covered with a piece 
zink gauze and placed out of doors — 
shade ; emerging larvae were daily re 


. from the frame and transferred to larg 
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8 containing moist saw-dust. The larvae 
kept undisturbed in the dishes for 
jal days before examination, in order to 
them completing their cocoons. In the 
the mature larva of Carposina niponensis 
onto the ground upon emergence from 
fruit, and spins a cocoon at the depth 
ng from Oto 7cm in the soil, but steri- 
saw-dust was found to be a suitable 
jim for spinning. 


. Two types of cocoons spun by mature 
larvae of Carposina niponensis. Upper: 
winter cocoons; lower: summer cocoons ; 
for further explanation see text, 


here are two distinct types of cocoons of 
species ; one is loosely spun and fusiform 


lactly woven (see Fig. 1). The latter has 
/known as the winter cocoon and is formed 
hut exception by the diapausing larva, 
abandons this in the spring and once 
{ spins a cocoon of the other type — the 
led summer cocoon. On the other hand, 
iondiapause larva spins only the summer 
nm soon after it has emerged from the 
The diapausing and developing larvae 
| therefore, readily distinguished by the 
of their cocoons several days after they 
fully grown. On this basis the percentage 
hpause larvae in the samples daily obtained 
| the collecting box was determined. 
order to detect the factors responsible 
ne seasonal incidence of diapause, a series 
poratory tests were carried out. For this 
nse, several adults that had been derived 
} hibernating stocks were kept in glass 
lis with a number of young apples, on 


| 
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which they deposited their eggs. After a day 
the fruits were examined, and if there were 
too many egys on a fruit, the excessive ones 
were killed or transferred to another fresh 
apple. Thus each larva was allotted 3g or 
more food. This seems to be sufficient to 
complete the larval growth and also to keep 
the host apples in a good quality during the 
feeding period. 

The fruits, on which eggs were laid, were 
subjected to various photoperiodic and tem- 
perature treatments until mature larvae em- 
erged from them. Rearing jars, each containing 
several such fruits, were kept in incubators 
regulated at 21°C, and a 10 Watt ‘daylight’ 
fluorescent tube placed at 20cm above the 
jars was used as a source of light ; and the 
length of daily illumination was controlled by 
a time-switch. Full-fed larvae which had 
crawled out from the fruits were daily remov- 
ed and put on moist saw-dust in Petri dishes, 
and the percentage of diapause larvae in 
each treatment was determined as described 
above. 

Diapausing larvae, which had been obtained 
in the trials determining the seasonal incidence 
of diapause, were stored in a field cage until 
October 6, when they were buried in the soil 
at 3cm from the surface. At monthly intervals 
samples were taken from these field stocks, 
incubated at 20°C in moist conditions, and 
their subsequent development into imagines 
was observed. Other batches of diapausing 
larvae which had been raised under various 
experimental conditions were kept at 20°C 
for about a month, and after thoroughly 
mixed they were subjected to different low- 
temperature treatments in order to determine 
the duration of time and the range of tem- 
perature required to complete diapause. They 
were incubated either at 20 or 25°C after 
the treatments, and their subsequent develop- 
ment into the adult was observed. Through- 
out the cold exposure and the following 
incubation, the cocoons were kept on a piece 
of moist cotton wool or a layer of damp river 
sand in Petri dishes. 
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RESULTS 


The Seasonal Incidence of Diapause 

From the samples of apples collected in the 
orchard throughout the season, totals of 2,363 
and 4,002 mature larvae were obtained in 
1959 and 1960, respectively. Similar trends 
of seasonal changes in the percentage of 
diapause larvae were observed among these 
sample. in both seasons (Fig. 2). No larvae 
which had fed before the third week of July 
entered diapause, but a few span hibernating 
cocoons among those larvae which had grown 
in the last week of the same month. As the 
larvae grew and matured successively later 
in the season, the proportion of diapause 
among them increased progressively ; and 
about one-half of the larvae emerging from 
fruits at the middle of August entered dia- 
pause, while the occurrence of diapause 
became almost universal by the end of this 
month. A critical change in the incidence of 
diapause thus occurred at the middle of Au- 
gust. Since the larvae of the first annual 
generation continue to become fully grown 
usually from the middle of July to the middle 
of August, a considerable number of them 
may enter diapause and consequently may not 
produce offspring in the same season, though 
the proportion of such individuals would not 


Ye 
% 
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80 
60 
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the percentage of diapause (ordinate), 


The data in the season of 1959 are indicated by open 
circles and those in the season of 1960 by closed circles. 


diapause when they had been held at 


2) IDS 8} 
Fig. 2. Showing the relation between the date of emergence 
(abscissa) of mature larvae from the host apples and 
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normally exceed one-half of the total popul 
On the other hand, the larvae of the 
generation begin to mature after the c 


_ date, so that almost all of them may 


diapause. The occurrence of the third 
ration seems, therefore, to be of little pre 
importance. | 

A curve very similar to that presente¢ 
was obtained by Dickson (1949) in illust 
the seasonal trend of the incidence of dic 
in Cydia molesta. A further exam 
afforded by GorysHIN (cited in DANILE 
1956) with Chloridea obsoleta. In 
insects, it has been elucidated that the 
of diapause is mainly controlled by day-l 
We have thus the plausible hypothesis 
the photoperiodic response might be in 
also in this regular seasonal incepti 
diapause in Carposina niponensis. | 


The Effect of Photoperiod on the Ind 
of Diapause | 


That the duration of daily light 
exerts a profound effect on the evocat 
diapause in Carposina niponensis is | 
illustrated in Figure 3, in which the 
of two series of tests conducted respe: 
in the two seasons are plotted togethe? 
shown in this figure, all larvae 4« 


in darkness. Similarly 
failed to avert diapause: 
reared under the illum) 
lasting less than 14 houn 
day. If the duration o 
light period was increase 
ther, the percentage di 
decreased sharply. TH 
a photoperiod of 15 hout 
majority of larvae formed 
mer cocoons on maturitt 
gave rise to moths yw 
delay. The prevention | 
pause was more pro 
in 16 or 18 hours of daily 
under these conditions no 
entered diapause at all. | 
ever, a further increé 
the duration of light | 
again promoted the evg¢ 


18 28 
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: diapause ; thus more than two-thirds of the 
Vae span cocoons of the hibernating type, 
then they had fed in 20-hour photoperiod. 
he onset of diapause seemed to be more 
revalent in longer photoperiods ; thus all the 
Irvae failed to be free of diapause in continuous 
zht. In short, at least at 21°C the larvae 
yarposina niponensis could avert diapause 
ily in the narrow range of photoperiod from 


0 4 8 12 16 20 24 hr. 


ig. 3. The relation between the daily light 
hours during the larval feeding stage 
(abscissa) and the percentage diapause 
(ordinate). Mean number of mature 
larvae obtained in each treatment is 46. 


erent in its photoperiodic response from many 
ner multivoltine insects which avert diapause 
any photoperiod longer than the critical 
ngth. There have been known only a few 
tances of the photoperiodic response similar 
| that found in the present work. GAYSPITS 
lted in DANILEvsKYy, /. c.) demonstrated 
jat the larvae of certain univoitine lymant- 
| ysorrhoea and E. similis develop continu- 
sly only in the day-length ranging from 
to 20 hours. Butt & Apxisson (1960) 
ywed that, when reared on an oil-rich diet, 

» larvae of Pectinophora gossypiella are 
re of diapause in 14-hour photoperiod while 
\substantial proportion of them enter dia- 
‘luse either in a longer photoperiod of 19 hours 
sin a shorter one of 10 hours. It should be 
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noted that in the latitude of Aomori Prefec- 
ture the day-length around the summer solstice 
does not exceed 17 hours even if the twilight 
hours are included. Therefore, the diapause- 
inducing action of the extremely long day- 
length has probably no ecological significance. 
It would merely be a manifestation of the 
physiological mechanism triggering the pho- 
toperiodic response. 


The Stage of Development 
Photoperiod 


Sensitive to 


As shown in Table 1, the eggs of Carposina 
niponensis received no appreciable action of 
photoperiod concerning the future onset of 
diapause. The fate of the larvae, i.e. whether 
they undergo diapause or not, is largely 
destined during the feeding period irrespective 
of the light conditions experienced in the egg 
stage. In order to know if there was a 
particular stage especially important for the 
determination of diapause, several batches of 
larvae were subjected to different photoperiodic 
treatments at different times of their develop- 
ment. The results are not positive for sugges- 
ting the existence of such a critical stage, as 
represented in Table 2. It might be inferred 
that photoperiod was more or less operative 
during the most part of the larval life. 

Table 1. The effect of photoperiod during the egg 
and larval stages on the induction of dia- 
pause at 21°C i in Cae slg aoe 


Light “hours” per IN 
Caer of Nn of 
Faral | Mature | diapause | Gonnase 
| Ss 
stage | stage ee | sabes ms 
ig Wee 1 gles eal yee 0 
12 | 16 eal 53 | 0 0 
16 | 12 33 | 33 100 
12 | 12 | 44 44 100 


Table Dr The effect of photoperiod ‘during various 
stages of larval development on the induction 
of diapause at 21°C in Carposina ni ponensis 


‘Light hours” per day | dur- Number Number peice. 


ing the larval life oy | uot 
First 4; Next | Last 5-| mature diapause 


a 


days | 4 days |11 days| larvae | larvae ~*~ 
12eeale G16 16 73 7 9.6 
Ts poling SEZ 16 86 66 Tapa) 
ie. 1 2 12 229 222 97.0 
16 | 16 12 70 36 51.0 
A eee © 12 50 50 100 
i 


16 16 100 0 0 
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The Effect of Temperature on the Induction 
of Diapause 


The evocation of diapause in Carposina 
niponensis is affected also by the temperature, 
as indicated by the results summarized in Table 
3. Most of the larvae entered diapause when 
Table 3. The effect of the temperature during the 

larval feeding stage on the induction of dia- 
pause in darkness in Carposina ni ponensis 


Number of | Number of 


9 cy = Prue diapause en 
arvae larvae 
18 81 80 98.8 
19 110 110 100 
21 38 38 100 
25 157 | 144 92.2 
30 86 26 30.2 
33 73 29 39.7 


they had been reared at the temperatures 
below 25°C in darkness. Substantial propor- 
tions of them were free of diapause only at 
the temperatures higher than 30°C. These 
high temperatures might perhaps exert the 
action preventing the onset of diapause,because 
the tests were carried out in darkness that was 
comparable in its effect on diapause toa short 
day-length. Such high temperatures would not 
normally prevail during the whole period of 
the larval development at any time of the 
season ; the mean temperature in the hottest 
month does not scarcely reach 25°C. How- 
ever, if the heat spell unusually hits the area, 
the occurrence of an abnormal behaviour of 
diapause among the larvae might not be 
ruled out. Then it seems necessary to test 
Table 4. The effect of temperature during various 
stages of larval life on the induction of 
diapause in Carposina niponensis. 
The test was carried out in darkness and 
the insects had been kept at 20°C in the 


_©88 stage, 
ere were - at jamber Sed Pe 
, age 
mature diapause| 5. 
SBC mae 18° C during larvae | lacan diapause 
“last EAL | 
first 4 days days 68 61 89.8 
MG “ 8-18 66 64 97.0 
last 9-17 first 39 34 Sie, 
/ 5-9 I 13 | 116 96 82.8 
whole stage — 73 29 39.7 
= ニ == whole stage 81 80 98.8 
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the action of high temperature lasting 
a brief period during the larval feeding sta 
As indicated by the results of this test (Ta 
4), however, even the temperature as h 
as 33°C, exerted only a partial, if any, eff 
upon the prevention of diapause, when it \ 
applied either in the first or in the sec 
half of the larval stage. 


The Effect of Temperature on the Complet 
of Diapause 


Under the natural conditions, the diapaus 
larvae of Carposina niponensis occurring 
late summer or autumn remain in tk 
winter cocoons until the beginning of | 
following May, when they make their \ 
out and again spin cocoons of the other t 
for pupation. The larvae thus enclose thi 
selves in the overwintering case for as | 
as 7to9 months. The sequence of behavic 
beginning from the opening of the wit 
cocoon and culminating in pupation and as 
emergence could be evoked by artifi 
heating only after larvae had spent a consii 
able length of time in their natural hiber: 
ing quarters. As shown in Table 5, mos: 
the larvae overwintering under the 1 
conditions failed to respond to incubation 
October, and only one larva gave rise to) 
adult at a constant temperature of 2 
taking as long as 83 days to do so. Oni 
other hand, when the larvae were incub) 
at the end of November or later, a nun 
of adults appeared after one to two moj 
at 20°C. The*relation between the nun 
of emerging adults and the time of incub 
during hibernation could not, however, 
cisely be detected because of high mortal 
caused by fungous diseases in certain batd 
By the same reason a comparison of the} 
series of samples collected in August and} 
tember, respectively, provides no informe 
about the difference in the 
diapause between them. 

Exposure to 5°C for longer than | 
months brought about the same effe 
hibernation under the 
(Table 6). 


intensity] 


condi | 
It is apparent that the sequ | 


natural 
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| Time of incubation | “Total no. Number 
| | of emerging 
| cocoons as adult 

26 59 1 

ovember 25 60 27 

ember 25 60 51 

24 30 23 

23 57 2 


the termination of diapause in Carposina 
ni ponensis 


Total Number Days required 
emerging | for emergence 
BUD EE hat OA GN mats 207 Calin 
53 SN |) -a174-178 
53 2 54-60 
BS | 36* 40-63 
53m © ("ax 34-47 
53 40* 36-51 


*Including dead pupae. 

‘able 7. The effect of different temperatures on 
| the termination of diapause in Carposina 
ni ponensis 


Duration | Total Days req- 
of number ee uired for 
exposure of 3 Pie emergence 
in days | cocoons at 25°C 
72 30 0 ー ニ ーー 
102 30 0 ーー 
25 9 30-46 
40 1 34 
25 18 27-42 
SO | 16 25-35 
25 7, 22-40 
25 14 32-14 
30 WAG 31-44 
25 20 20-38 
30 25 13-34 
25 2 32-35 
25 17 27-44 
50 Sal 12-39 
constant 25 1 | 103 


lmotion by the rupture of diapause, and 
results stated above show that a low 
perature is necessary for the termination 


he range of temperature required for the 
pletion of diapause might be roughly 


| Cocoons formed in August 


Days_ 
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Table 5. The effect of incubation at 20°C at various times during the hibernation on the adult 
emergence from winter cocoons of Carposina niponensis 


Cocoons formed in September 


Total no. Number Days 
required of emerging required 
at 20°C cocoons as adults ati20°C 

83 57 0 ーー 
37-58 57 28 35-67 
SS —56 EE | 60 33 38-64 
30-45 
31-47 


estimated as being 5-15°C from the results 
summarized in Table 7. The table suggests 
further that the rate of the completion of 
diapause seems to be the highest at about 
10°C. In these tests also, certain batches 
suffered from fungous diseases, and due to the 
resulting mortality and also to the small 
numbers of samples involved a clear-cut 
tendency could not be observed. It may be 
seen, however, that a prolonged exposure to 
a temperature near the freezing point was 
inadequate for the resumption of activity. 
Although the effect of a very brief exposure 
to sub-zero temperatures was not tested (cf. 
HoGAN, 1961), it seems likely that a tempera- 
ture of this order might have little ecological 
significance in the case of Carposina nipo- 
nensis, because the hibernating cocoons are 
usually. protected from severe cold by deep 
snow cover, at least in the western part of 
Aomori Prefecture. 


DISCUSSION 


As elucidated by the present work, the 
onset of diapause in the field in the larvae 
of Carposina niponensis seems to be correlated 
primarily with the calendar dates of their 
growing stage irrespective of the brood to 
which they belong. Thus, even in the first 
annual brood, a considerable proportion of 
those larvae which have been fully-fed in 
the first half of August enter diapause, 
whereas those which have emerged from 
infested fruits before the end of July trans- 
form into pupae directly. A sharp rise in the 
percentage of diapause among the larvae 
occurs at the middle of August, the hottest 
time in the year. In view of the results of 
laboratory tests, however, such a high tem- 
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perature that will suppress the onset of dia- 
pause does not usually prevail in this part 
of the main island of Japan. Furthermore, 
despite that the mean air temperature during 
the larval stage was about 1 to 3°C higher 
in the season of 1959 than that of 1960, there 
was no conspicuous difference in the seasonal 
prevalence of diapausing larvae between the 
two seasons. For these reasons, it might be 
assumed that the induction of diapause is 
scarcely affected by the temperature in the 
field ; and hence the length of day deserves 
special considerations so far as our investi- 
gation concerns. 


— 
12 3 14 15 16 hr. 


Fig. 4. The relation between the number of hours 
from sunrise to sunset (abscissa) during the 
larval feeding stage and the percentage of 
diapause (ordinate). 

Dotted lines: open circle, Carposina nipo- 
nensis ; Closed circle, Cydia molesta. Full 
lines indicate the results of laboratory tests 
using artificial light ; open square, Carposina 
niponensis; closed square, Cydia molesta. 
The curves for Cydia molesta are based on 

the data presented by Dickson (1949). 
Tsucawa & YAMADA (1960) inferred that 
the larva of this fruit moth requires about 
two weeks from hatching to maturity in the 
field, based on the measurements of the head 
width of larvae taken at regular intervals 
from an apple orchard. Our own experience 
has also given the same estimation. There- 
fore, the onset of diapause might probably 
be controlled by the day-length during the 
two weeks preceding the emergence of the 
larvae from the host fruit. Based on this 


Supposition, the average day-length (i. e. 
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hours from sunrise to sunset) during t 
larval feeding stage was estimated for differe 
groups of larvae having matured on differe 
dates, and the percentage of diapause in ea 
group was plotted against it. The resulti 
curve is illustrated in Figure 3. From t 
curve the day-length evoking diapause 
one-half of the individuals may be estima 
about 14 hours and 10 minutes. This 
about 30 minutes shorter than the va 
obtained by a rough interpolation of the 
sults of the laboratory tests. Twilight ho 
are probably responsible for this differen 
A similar treatment of the data presented | 
Dickson (1949) with Cydia molesta in C: 
fornia yields the curve also drawn in | 
same figure. In the latter case, the addit 
of about 20 minutes to the hours from sunt 
to sunset is necessary to coincide the fi 
data with the curve of photoperiodic respo! 
secured by experiments. Now, DICKSON é 
cidated that the threshold intensity of Til 
exerting photoperiodic action was around 31 
Considering the longer twilight hours) 
the earlier season when Carposina niponez 
enters diapause in this relatively north 
locality, figure 3 may well indicate that th 
two species of fruit moths might be pha 
periodically sensitive to the light intensity 
similar magnitudes. | 

The conspicuous difference in the lenge 
critical photoperiod between the Califor 
population of Cydia molesta and the Tsug 
population of Carposina niponensis may \ 
account for their different timings of entra 
into diapause. Thus the critical date for 
inception of diapause occurs at the middle 
August in the latter, while it lies at the 
of the first week of September in the form 
This difference most clearly depicts 
importance of the photoperiodic response: 
the survival of these insects. In Tsugaru, 
shorter growing season enables Carp 
niponensis to produce only two broods in € 
season, and the entrance into diapause in 
second, partially in the first, annual gener 
is indispensable for permanent habitation. ” 
is undoubtedly achieved by its longer cril 
photoperiod. On the other hand, the 1 


December, 1961 


feeding stage might be extended, if food is 
available, to later dates for Cydia molesta in 
California, where mild weathers prevail much 
later in autumn. 

Moreover, it may be inferred that, even if 
‘the two forms occur in the same locality (as 
they really do in certain districts of Japan) 
Cydia molesta could utilize a longer period of 
time for growth and breeding in each year 
than does Carposina niponensis, for the for- 
mer is able to thrive on more variable kinds 
of food. It seems probable that the Californian 
| population of Cydia molesta is able to exploit 
ithe richer environmental possibilities in its 
habitat by its shorter critical day-length. The 
photoperiodic response is thus an efficient 
physiological mean of adaptation in these 
insects as in many other species. 

Such considerations may give a further 
| basis to the assumption that the length of 
day would be a principal factor responsible 
for the determination of diapause of Carposina 
|niponensis in the field. It should be pointed 
out, however, that the temperature may cause 
(annual fluctuations in the incidence of diapause 
lof the first annual brood. In cooler years the 
} spring emergence of adults is retarded and the 
| growth of their progeny is delayed, so that a 
| larger proportion of the larvae would feed and 
)mature after the critical date than in warmer 
iyears. The result is obvious ; a higher percent- 
sage of the larvae will enter diapause. This 
jMay imply that the size of the population 
effective for producing a second brood in the 
same season would be influenced, at least part- 
ty, by the conditions of temperature during the 
(first half of the season. In extremely cool 
years, it would occur that most of the first- 
generation larvae mature after the critical 
date, and consequently enter diapause. In 
jsuch a case, only a small population would 
le built up in the autumn. In Tsugaru, 
jvhere it is usually hot in summer, a situation 
jike this may scarcely occur, but in the cooler 
blimate of Hokkaido the record shows that 
't has really been encountered. In the 
yeason of 1953, unusually cool weathers pre- 
vailed in Sapporo, and the first flight period 
| the moth occurred about two weeks later 
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than usual. This resulted in the onset of 
diapause in most of the offspring larvae, pro- 
bably because they had to feed after the 
critical date under the short days. Subse- 
quently, a second flight of the moth was not 
found in this season (Miyasuita, ef al. 1955). 
The existence of a correlation between the 
population density in the second generation 
and the mean temperature during June and 
July might also be explicable by this hypothesis 
(cf. MryAsuiTA, ef al., 1956). Thus tempera- 
ture seems to be one of the important factors to 
be considered in predicting the seasonal pre- 
valence of this orchard pest, even though it 
is not primarily responsible for the onset of 
diapause in the field. 

It should be noticed, however, that the 
prediction of outbreaks of this moth may not 
be accomplished by the same method in 
different localities, because there may be dif- 
ferentiations in the diapause behaviour bet- 
ween local populations. There is some cir- 
cumstantial evidence supporting this presump- 
tion. According to a survey made by 
MryAsHITA and others (1955,19568) at Sapporo, 
the percentage of winter cocoons formed by 
the larvae in the first half of August is 
usually not lower, or rather higher, than that 
at Fujisaki, in spite of the longer day-length in 
summer at the northern location of the former 
locality. - It might be supposed that the critical 
length of day for the induction of diapause in 
the Sapporo strain is a little longer than in 
the Fujisaki strain, if the phenotypical modi- 
fication of the photoperiodic response under 
the influence of different local conditions of 
temperature, as suggested in Chloridea obso- 
leta by GORYSHIN (cited by DANILEvsky, 
l.c.), is not operative. In other respects, the 
Sapporo strain is. physiologically similar to 
the Fujisaki strain, inasmuch as there are 
normally two conspicuous periods of moth 
flight in both localities, and also there is no 
remarkable delay in the spring appearance 
of adults from the hibernating generation. 
On the other hand, in the eastern part of 
northern Honsyu, the local inhabitants seem 
to be distinctively differentiated in their physi- 
ological traits from those found on the Japan 
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Sea coast in the same district. One of the 
most remarkable differences between them 
can be seen in the time of the adult emer- 
gence after hibernation. In the Tsugaru 
plain, moths from hibernated population begin 
to appear from the second week of June and 
virtually disappear before the end of July, 
whereas at Gonohe, east of the Hakk¢éda 
mountains, the moths first appear after the 
middle of June and continue to emerge from 
the hibernated brood until the middle of 
August (Anonymous 1, 1961). As a result 
of this scattered and protracted emergence 
from hibernation, a much higher proportion 
of the first annual brood at Gonohe would 
enter diapause without producing their pro- 
geny in the same season. It is, in fact, 
believed in Nanbu that the fruit moth is 
virtually univoltine. A similar, but less 
conspicuous, tendency of the delayed emer- 
gence of the moth was observed at Morioka 
(Anonymous 3, 1961). Here the overwinter- 
ing population of the 1959 brood gave rise to 
adults from June 9to August 4. 

These phenological differences between the 
local populations might be attributed to the 
heritable variation in the physiological traits, 
because when winter cocoons of the Tsugaru 
and the Nanbu stocks had been interchanged 
and kept in field cages side by side with the 
native stocks, they persisted their distinct 
modes of emergence from hibernation (Anony- 
mous 2, 1961). It might be presumed that 
diapause in the larvae of the Nanbu strain 
persists for a longer time than in those of 
the Tsugaru one. Moreover, at least some 
populations found in Nanbu seem to have 
a stronger tendency to enter diapause than 
their counterparts in Tsugaru ; according to 
observations made by the Iwate Agricul- 
tural Experiment Station at Morioka, the 
mean percentage of diapause among the larvae 
having matured during consecutive five-day 
periods from the end of July to the middle 


of August was as high as 73 per cent (Anony- 
mous 3, 1961), while it was only 24 per cent 
at Fujisaki during the corresponding dates of 
the same year. This conspicuous difference 


could not be attributed to any climatic factor 
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and it seems highly probable that the locé 
strains are physiologically differentiated - 
particularly in their diapause behaviours. 4 
careful study should be carried out in orde 
to draw a more perfect picture of this story 
At present, the Nanbu strain seems to b 
distinguished by its strong genetic tendenc 
towards univoltinism from the Tsugaru strair 
From these facts and considerations, 
should again be emphasized that the predictio 
of the seasonal prevalence of this fruit mot 
could not be undertaken on the same basis 1 
different areas. The local differentiation i 
the diapause behaviour seems to be widesprea 
in insects (cf. MASAKI, 1961), and it is ir 
portant to elucidate the essential features ¢ 
this adaptational variation from economic 
well as scientific point of view. 


SUMMARY 


Diapause in Carposina niponensis occurs < 
the end of the larval stage, and the diapaus 
larva spins the characteristic winter cocoo1i 
In the field, few larvae enter diapause | 
July, but a number of diapausing larve 
begin to appear from the beginning | 
August, and thereafter the percentage di 
pause increases regularly towards the end | 
that month, when almost all larvae enti 
diapause on maturity. The transition in tl 
growth pattern of the larvae from no 
diapause to diapause thus occurs at about t] 
middle of August. | 

In the laboratory, the onset of diapau 
was readily controlled by light hours per d 
artificially applied during the larval feedii 
stage. Namely, at 21°C the larvae avertt 
diapause only within a narrow range of pho 
period lasting from 15 to 18 hours per d 
and the incidence of diapause was increas 
by either a longer or a shorter photoperidl 
In darkness the occurrence of diapause Ww 
suppressed to a certain extent by a tempey 
ture as high as 30 or 33°C, while diapau} 
was prevalent at a temperature of 25°C, 
lower. The larvae were sensitive to bof 
day-length and temperature during the en 
feeding stage, and there could be recognia| 
no particular instar critical for the induc i) 
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of diapause. 

| When diapausing larvae were constantly 
kept at a temperature of 20°C, or higher, 
most of them could not emerge from their 
‘winter cocoons and failed to pupate for a long 
period. Previous exposure to a low tempera- 
ture between 5 and 15°C promoted the emer- 
gence from winter cocoons and the subse- 
quent metamorphosis. The diapausing larvae 
required about two months at these tempera- 
tures to terminate diapause, but a tempera- 
ture close to the freezing point was found 
0 be detrimental for the larvae. 
, From these results of field and laboratory 
Jtests, it is concluded that the length of day 
jmight be the principal factor governing the 
onset of diapause in the field. 
_ Possible occurrence of local differentiations 

the diapause behaviour of Carposina 
ponensis is discussed to a certain extent 
view of the available information on the 
phenology of this orchard pest in various 
localities. 


摘 


1959 年 ぉ よび 1960 年 の 7 月 か ら 9 月 と わた っ て リン プ ゴ 
KN ら モ モ シ ンク イガ の 被害 果 を 採集 し , 自然 に 近い 条 
4F に お いて 成長 を 終わ っ て 脱出 し て くる 幼虫 の 休眠 率 
5 季節 的 変化 の あり さま を 調べ た 。 そ の 結果 休眠 幼虫 は 
7 語末 か ら 現 われ 始め , その の や ち 次 第 に 数 を 増し て 8 月 
PRIS IC (2 BRS OD EBICEL, 同月 末 に は ほとん ど 全 
PRD Sh aS AE っ て 休眠 し た 。 そ の 後 不 休 眠 幼 虫 は 
Hitt っ た 。 

| 請 の よう な 休眠 誘起 の 季節 的 消長 を 支配 し て いる 要因 
隊 知 る た め に 室内 で 幼虫 発育 期 の 日 長 時 間 の 影響 を 調べ 
SECA, これ まで に あま り 知 られ て いな い 光 週 期 反 応 
PH ABR. tied d 21°C Csi TIL AMED 
PEvy 74 HOMRIL1I~1IHOARICE SCOR 
IEG L7c\ C37 XICHSCEMCHS, COMBH_E 
脂 囲 外 で は 長短 いずれ の 日 長 下 に お いて せ も 幼虫 は 全部 休 
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要 


モモ シン クイ ガ が ガ の 休眠 と 環境 条件 
BERBER - AH &@ 


, 農林 省 東 北 農 業 試験 場 園芸 部 
ze acide aN ee 
| Siar 弘前 大 学 農 学部 昆虫 学研 究 室 


眠 す る 。 

休眠 決定 の 条件 と し て の 日 長 効 果 を 感受 する の は 幼 下 
期 と 限ら れ て いる が , 幼虫 期 の 中 で は 特に 敏感 な 令 期 を 
認め る こと は で き な か っ た 。 温 度 も 休眠 誘起 に 影響 する 
が , 休眠 阻止 の 作用 は 30°C 以上 の 高温 で な いと 現われ 
な い の で 自然 界 と お いて は 日 長 が 主要 な 作用 要因 で ある 
tBxzbHnS. 

休眠 を 終わ る た め に は 5 へ ~15°C の 温度 に 2~3 ヵ 月 
接触 する こと が 必要 で ある 。20°C 以上 の 高温 や ゃ 0 *C に 
近い 低温 は いずれ も 休眠 完了 に 不適 な 条件 で ある と 思わ 
GS 

以上 の 結果 に 基づい て モモ シン クイ ガ の 1 世代 目 の 幼 
虫 の 休眠 率 の 年 次 変動 に つい て 考察 し , また この 害虫 が 
KAR MENT BS LC HEBRAIC SHEL CUS BRE 
を 既存 の 知見 に 基 づい て 指摘 し た 。 
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Studies on the Insect Association in Crop Field 


XXI. Notes on Spiders Apple Orchards’ 


By Sy6z6 Huxusima 
Laboratory of Entomology, Faculty of Agriculture, Gifu University, Gifu Pref. 


Although considerable works have been 
done on the spiders from the taxonomical 
standpoints for many years, the knowledge on 
the important role of spiders as controlling 
agents of .crop pests has scarcely been 
advanced. But sufficient attention has recently 
been given to the specific identification and 
population fluctuation of orchard spiders be- 
cause of their predatory activities against 
orchard pests by several workers (DONDALE, 
1956, 1958; Nakao & Oxuma, 1958; SPECHT 
& DONDALE, 1960). 

It is the purpose of this paper to develop 
informations on this point, particularly to 
determine their species as accurately as 
possible, and on comparative density of spider 
populations among principal species in apple 
orchards, basing on the sample processing 
procedures in 1959 and 1960. 


ORCHARDS SUBJECTED AND METHODS 
OF SAMPLING 


The apple orchard used in this survey was 
0.08 acre in extent, located on the west side 
of the university farm of Gifu, where thirty- 
three trees of about ten year-old McIntosh 
red, Red delicious, Richard delicious, Golden 
delicious and Ralls janet varieties are planted 
regularly at intervals of two metres. These 
trees have been pruned in an average height 
of two metres and were under the spray 
program of nine applications from May to 
August. In this course, a pair of unsprayed 
Ralls janet variety apple trees isolated from 
trees treated with pesticides were mainly 
subjected in sampling. The dominant ground 
cover of the orchard was gramineous weeds. 

The sampling device employed in this 
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occasion was sweeping with an insect net a 
the rate of 50 or 100 sweeps per each tree 
But sometimes the spiders were caught b 
tapping branches and twigs, and were als 
obtained from crevices in tree trunks durin: 
the period from August, 1959 to August, 196 
at weekly intervals regardless of the weathe 
conditions. Thus, each specimen was brough 
into the laboratory and was _ preserved i 
glass-tubes which contained a small amoun 
of 70 per cent ethyl alcohol. Afterwards th 
spiders were arranged according to Ya: 
NUMA’s monograph (1960). 


RESULTS 


In this survey, thirty-six species of spider 
were listed as follows: Four of these wet 
unidentified at the species level because th 
were yet in immature stage. 

As can be seen on the Tables 1 and 2, ‘ 
to the seasgnal trend of population, there wet 
two peaks in numbers annually, despite ¢ 
their poor population. One of which wi 
observed in June and the other in Augus 
In 1959, however, the peak in autumn laste 
till October. These instances coincide rough 
with the results reported by DoNDALE (195 
and SPECHT & DONDALE (1960). | 


Fam. DICTYNIDAE 
1. Dictyna maculosa Karscu 
(28. VII. 1960) 
Fam. THERIDIIDAE 
2. Enoplognatha sp. || 
3. Theridion angulithorax BSsENBERG et STRAND | 
4. Theridion octomaculatum BiSENBERG et STRAND 
(22. X. 1959, 29. X. 1959, 3. XII. 1959, 23. }] 
1960, 30. VI. 1960) | 
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Fam. MICRYPHANTIDAE 
TOedothorax insecticeps BEsENBERG et SrRAND 
(23. VI. 1960) 
Erigone lila BOsSENBERG et Srranp 
. Gnathonarium exsiccatus (BosENBERG et SrRAND) 
Fam. ARGIOPIDAE 
Araneus sp. 
. Araneus ventricosus (L. Kocu) 
. X. 1959, 12. V. 1960, 2. VI. 1960, 30. VI. 
1960) 
Avaneus fuscocoloratus BOsSENBERG et STRAND 
Araneus triguttatus Fasrictus 
Gi. vil. 1960) 
Neoscona scylla (KAaRrscH) 
| Neoscona scylloides (BOsENBERG et SrRAnp) 
Argiope amoena (L. Kocn) 
| Nephita clavata L. Kocu 
» (16. VI. 1960, 30. VI. 1960) 
| | 9 octotuberculata Karscu 
Go. VI. 1960) 
| _ Fam. TETRAGNATHIDAE 
| Tetragnatha praedonia L. Kocr 
: /(15. X. 1959, 4. II. 1960, 12. V. 1960) 
| Tetragnatha squamata (Karson) 
| (24. IX. 1959, 22. X. 1959, 29. X. 1959, 3. XII. 
) 1959, 17. XII. 1959, 28. VII. 1960,3. VIII.1960) 
Tetragnatha caudicula (Karscu) 
= Fam. OXYOPIDAE 
| Oxxopes sertatus L. (Kocn) 
| (11. VII. 1960) 
5 Fam. AGELENIDAE 
| Agelena limbata THORELL 
Fam. THOMISIDAE 
Misumena tricuspidata (FABRICIUS) 
(20. VIII. 1959, 17. IX. 1959, 8. X. 1959, 29. X. 
y 1959, 9. VI. 1960, 7. VII. 
| 11. VIII.-1960) 
| Xysticus croceus Fox 
| Oxyptila decorata Karscn 
| Oxytete striatipes L. Kocg 
(0. IX. 1959, 8. X. 1959, 11. VIII. 1960) 
| Philodromus sp. 
Philodromus auricomus L. Kocu 
22. xX. 1959) 
Philodromus reussii BOSENBERG 
| Fam. SALTICIDAE 
Hasanus doenitzi KARsCH 
Carrhotus detritus BISENBERG et STRAND 
(20. VIII. 1959, 1. X. 1959, 15. X. 1959, 26. V. 
1960, 28. VII. 1960, 3. VIII. 1960, 11. VIII. 
1960, 18. VIII. 1960) 
| Rhene atrata (Karson) 
| (22. X. 1959) 
| Jotus difficilis BoseNBERG et STRAND 


1960, 28. VII. 1960, 
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(22. X. 1959) 

33. Evarcha albaria (L. Kocg) 

34. Euophrys undulato-vittata BOsENBERG et STRAND 
(18. VIII. 1960) 

Fam. CLUBIONIDAE 

35. Chiracanthium sp. 

36. Clubiona Japonicola BOSENBERG et STRAND 
(741k. 1959, 1. X. 1959, 2. VI. 4960) 

Table 1. Seasonal abundance of various species 

of spiders caught on unsprayed apple trees 
during a period from August, 1959 to July, 


1960 7 
No. Indi- i 
Date viduals Species 
ae 3 Mi tricuspidata 
A st, 20 isumena tricuspidata, 
al | | Carrhotus detritus®* 
September10 1 Oxytate striatipes 
17 2 Misumena tricuspidata, 
Clubiona japonicola® 
24 | 1 | Tetragnatha praedoniaD 
1 5 | Araneus ventricosus®. 
ss Carrhotus detritus, 
Clubiona japonicola 
8 2 | Misumena tricuspidata, 
| Oxytate striatipes 
15 3 | Tetragnatha praedonia®, 
| Carrhotus detritus 
22 9 | Theridion octomaculatum $, 
| Tetragnatha squamata, 
Philodromus auricomus, 
Rhene atrata®, 
| Jotus difficilis® 
29 8 | Theridion octomaculatums, 


Tetragnatha squamata®, 

Misumena tricuspidata, 

Philodromus sp. 

| Theridion octomaculatumd, 

| Tetragnatha squamata® 
Tetragnatha squamatap 


December 3 5 


iw) 


Wi 

1960 
February 4 1 
May 12 2 


Tetragnatha praedoniaD 
Araneus ventricosus 2D, - 
Tetragnatha praedonia 


26 1 | Carrhotus detritus 
June 2] B: | Avaneus ventricosus®, 
Clubiona japonicola® 
9 f Misumena tricuspidata 
i6 2 Araneus sp., Nephila 
| | clavata® 
23) 4 Theridion octomaculatum, 
| | Oedothorax insecticeps 
30 7 | Enoplognatha sp., Theridion 
| octomaculatum, Araneus 
| ventricosus, Nephila 
clavata®, Cyclosa 
octotuberculata 
July iG 2 | Misumena tricuspidata 
14 2 Misumena tricuspidataD 
21 1 Araneust riguttatus® 
28 4 Dictyna maculosa, 


Tetragnatha squamata, 
Misumena tricuspidata, 
Carrhotus detritus 
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| about 18 per cent of the total number). 
No. Indi-| 


Species 

a : ACKNOWLEDGMENTS 
August 3 4 | RN SERED roe It is a pleasant duty to acknowledge | 
11 7 Oxyopes sertatus®, cooperation given by Dr. T. YAGINU: 
Cure Mes Secretary of the Arachnological Society 
Carrhotus detritus® East Asia (Toa Kumo GAKKAI) for ide 
| Chiracanthium sp. fication of the seven species of spiders U 
18 | 6 | Philodromus sp.@®, Carrhotus ah ae a | 
detritus®, Euophrys in the present study. : 
undulato-vittata | 


*D : Immature specimen. 
Table 2. Relative seasonal occurrence of principal four species of spiders calculated at intervals: 


Oe twice ey 


Raia September] October | December May June ee August 
Species = 
-| Ear- | Ear- Ear- Ear-| Ear- Ear ye 
a Late 1 Late ly Late) ly Late ly は ty [Lately " Late ty [Late 
Theridion i ays | | 2 
octomaculatum | | (41)* (80) | | | (15) 
Tetra gnatha | OL 3 iL 2 | 1 
squamata | (33) | (18) | (20) | (100) | | (20) | (9) 
Misumena 1 ea gee La) | Wet 2 1 2 
tricus pidata (33) | (33) | (10) | (6) | | | (33) (50) | (20) | (18) 
Carrhotus lea 4 | | Lay egal 4 4 
detritus) | (67) | (40) | | (100) | (20) | (36) | (67) 
Total 3 aii) 11 ig lhc 1 1 2 a 7 4 
0 | 0) (66) | (50) | (65) 100) (100) (100) (33) | (15) | (50) | (60) | (63) | (67) | 


* The ene in merenthescs! iadeate the mencennaees to fe total numbers bf spiders. 


Table 2 shows the relative proportion of 
the spider population of most abundant species 
to the total number of the entire season. 
These were Theridion octomaculatum (con- 
stituted about 15 per cent of the total number), 
Tetragnatha squamata (formed about 10 per 
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摘 要 


に お ける 昆虫 群集 の 研究 
sha .! ン ゴ 園 に お いて 採集 くさ れ た クモ 


7 en 
岐阜 大 学 農 学部 昆虫 学 教室 


1959 年 8 月 より 1960 年 8 月 まき で の 1 年 間 岐 阜 大 学 農 を 含む 10 科 27 属 36 種 を 得 た 。 こ の 採集 は 薬剤 敵 布 樽 
の 幼 木 リン ゴ 園 た に お いて クモ の 採集 を 行ない , KALE も 主として 無 散 布 樹 に お いて 行なわ れ た 。 
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Hemucriconemoides kanayaensis n. sp. Associated with Tea Root 


n December 1960 two samples of soils 
th roots of tea seedlings, Thea sinensis 
were brought into the laboratory for 
ntification of the nematode species asso- 
ted with the tea root trouble. The principal 
aracteristics of the trouble are the heavy 
t lesions and the poor growth of the above- 
nd part. Several nematode species belong- 
* to Helicotylenchus, Hemicriconemoides, 
ratylenchus and Pratylenchus were found 
be associated with the roots. Pratylenchus 
sz was counted in the largest number in 
one, while Hemicriconemoides n. sp. 
ich is herein described under the name of 
| kanayaensis, was found to be dominant in 
» other sample. 
| 


Hemicriconemoides kanayaensis n. sp. 


DIMENSIONS. 


Adult females (n=20) : L=571 microns (500 
B31) ; a=21.5 (18.7—24.4) ; b=4.8 (3.3— 
B) 3; c=14.3 (11.5—16.8); V=88.9% (87.5 
B1.5) ; G=49.7% (38. 6—59. 2) ; Total sheath 
nules=150 (142—164) ; Stylet length=74 
ierons (66—78). 

Immature females (n=28) : L=557 microns 
98—631) ; a=22.3 (19.2—25.8) ; b=4.8 (3.6 
4) ; c=14.2 (11.4—18.6) ; V=89.0% 
-A—91.7); G=22.5% (14.5—36.4) ; Total 
sath annules=152 (140—159) ; Stylet length 
=25)=74 microns (66—81). 

Adult males (n=7) : L=457 microns (422— 
Dy); a=29.7—32.6); b=? ;c=14.6 (14.2— 
meee b= 24.8% (17.5—29.1). 

Holotype (female): L=579 microns; a= 
1% b=5.0 ; c=14.3; V=89. 1% ; G=52. 6% ; 
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in Japan (Nematoda: Criconematidae) 


} By Kazutoshi Naxasono and Minoru Icuinone 
The Phytonemic Research Laboratory, National Institute of Agricultural Sciences, 
Nishigahara, Kita-ku, Tokyo, Japan 


Total sheath annules=152 ; Stylet length=78 
microns. 

Allotype Gmale) : L=489 microns ; a=32.6 
Dee. bs Ch on 


DESCRIPTIONS. 


Adult female: Body cylindrical, tapering 
evenly at each terminus, covered with a 
cuticular sheath attached to it at anterior 
terminus and in the region of the vulva, and 
slightly curved ventrally when killed by gentle 
heat. The annules of the body are coarse, 
rounded, and corresponding in number with 
those of the sheath. The sheath annules with 
no appendages varied from 142 to 164 in 
number with a mean of 150. Body length 
varied from 500 to 631 microns with a mean 
of 571 microns. The greatest width of the 
body and the sheath varied from 22 to 29 mi- 
crons with a mean of 27 microns and from 
26 to 32 microns with a mean of 29 microns 
respectively. The striae of the sheath about 
3.7 microns apart at the middle of body, 
varing from 3.0 to 4.5 microns in different 
specimens. Lateral field or lines absent. 

The first annule of the lip region being 
set-off by a constriction, commonly rounded 
at its outer edges, with a variation of its 
appearance in a small frequency (fig. 1-C). 
From a face view the six sectors of the lip 
region easily visible, almost imbedded in the 
first annule, and the lateral ones being distin- 
ctly wider than the submedian four. The 
amphid apertures dorso-veantral slit, located 
near the inner margins of both lateral sectors. 
The oral opening dorso-ventral. The basal 
plate of the cephalic framework strongly 
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Fig. 1. Hemcnconemodes kanayaensis n. sp., A-Female : B-Head of female : C-Variation 
of lip region: D-Tail of female, lateral view: E-Vulva and anus, ventral view: 
F-Reproductive system in female, latral view; G-Face view of famale ; H-Basal 
oesophageal bulb and intestine in female ; I-Male : J-Head of male, ventral view ; 
K-Tail of male, ventral view ; L-do, lateral view 


sclerotized, hexa-radiate. 

The stylet strong, straight or slightly 
curved, varied in length from 66.0 to 78.7 
microns with a mean of 74.2 microns, and 
its tip length varied from 64.5 to 74.2 
microns with a mean of 68.7 microns. The 
basal knobs strong, varied from 3.7 to 6.0 


microns with a mean of 5.1 microns in ler 
by from 9.0.to 10.5 microns with la meat 
9.7 microns in width, with margins dire 
anteriorly. The dorsal oesophageal gl 
opening about 6.0 microns posterior 


the stylet base. The oesophageal ita 


succeeded by the stylet base, looped in 
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lian oesophageal bulb which being about 
| microns wide, more or less wider than 
half of the greatest width of the body, 
lwith strong refractive valvular apparatus. 
e ithmus being narrow, short, crossed 
herve ring. The basal oesophageal bulb 
ct. The excretory pore conspicuous, 
ied on 37 th annule from the anterior end 
dy varing from 30th to 44th annule, or 
jth annule varying from 2nd to 7th 
le posterior to the junction of basal 
johageal bulb and intestine. Hemizonid 
Jpbserved. 

ine vulva, about a half-body width in leng- 
jt its region, opening transversely on 
jventral surface, and the position of it 
td from 87.5to 91.5% with a mean of 
% from the anterior end of body and on 
| annule varying from 16 th to 21 st annule 
| the posterior end of body. The vagina 
jt 10.5 microns long, leading inward and 
lard, or obliquely to body axis into a 
The spermatheca spherical 
val, containing numerous rounded sperms, 
lrally situated at the left side of the 
il end of the uterus. The oviduct very 
The ovary single, prodelphic, some- 
3 extending over the junction of the basal 
hhageal bulb and the intestine as far as 
half of the basal oesophageal bulb in the 
developed specimens. The  odcytes 
nged in single file except for a short 
m of multiplication near the anterior 


ae intestine containing numerous granules, 
nding a little anterior to the base of oeso- 
jus on dorsal or subdorsal side, leading into 
mus through a very narrow but considera- 
clear rectum. The anus easily visible, 
ved ventrally on 12 th annule varying 11 th 
3 th annule from the posterior terminus of 
; and appearing as a small circle point 
it one-half as wide as the annule width. 
‘tail elongated conoid, with a smoothly 
ded tip. 

mature female: The general morpholo- 
chacteristics and the size of the immature 
ule approximately the same as the above- 
ribed adult female except for the bearing 
comparatively short gonad averaging 
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22.5% of body length and assuming a ventral- 
ly curved body form as an arc when killed 
by gentle heat resulting in the space between 
the body and the sheath becoming consider- 
ably wider on the ventral side. 

Adult male : Body cylindorical, tapering 
at both ends of body, being more slender 
than female, without a cuticular sheath. The 
annules fine, rounded, about 1.7 microns in 
width, interrupted in the lateral fields. The 
lateral fields, one-forth as wide as the body 
width, marked weakly by four incisures of 
which outer ones appearing crenate sligthly, 
beginning behind the basal plate of the cephalic 
region as a strip which gradually increased in 
width, becoming four lines at the distance of 
two times as long as body diameter, and 
disappearing at the distance of one-third as 
long as tail length from the posterior end. 

The lip region very characteristic, bearing 
three annules. The first annule of it protru- 
sive, rounded, similar to female’s one in 
feature. Face view not observed. Labial 
framework sclerotized and its outer margin 
extends into body about one body annule. 
The stylet absent and the structure of the 
oesophageal region very obscure. The excre- 
tory pore easily visible, situated at the 
distance of about 86 microns from! the anterior 
end of body. The hemzonid visible on the 
living specimens, invisible on the preserved 
ones in formalin or glycerin, situated beneath 
the 6th annule anterior to the excretory 
pore, occupying two annules long. The 
intestine containing granules coarsely. The 
testis single and outstretched. Spermatids 
and sperms observed in it. Seminal vesicle 
packed with numerous sperms measuring 
about 2 microns in diameter. The spicules 
being arcuate, about 23.8 microns in length, 
pointed sharply at the distal end. The 
gubernaculum 4.9 microns long, observed 
as a semicircular structure in ventral view 
as being shown in fig. 1-L. The bursa absent. 
The cloaca opening usually protruded. The 
tail elongated conoid, in the vicinity of the 
tail tip two or three annules wider about two 
times than the other annules, and the first 
and second annules from the tail tip rounded. 

Egg and larva: Not observed. 
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Holotype (female) : NNP 2/12/5, deposited 
with the Phytonemic Research Laboratory, 
National Institute of Agricultural Sciences, 
Nishigahara, Kita-ku, Tokyo, Japan ; collected 
on December 15, 1960 by T. Kaneko. 

Allotype (male) : NNP2/3/1, the same data 
as for above holotype. 

Type host : Tea tree, Thea sinensis L. 

Type locality : The East No. 5 tea field in 
the Tea Division, Tékai-Kinki National Agric. 
Expt. St., Kanaya, Shizuoka, Japan. 

Geographical distribution: Besides type 
locality above mentioned, H. kanayaensis was 
extracted from soils adherent to tea roots at 
the following localities ; (1) the Tea Branch, 
Saga Pref. Agric. Expt. St., Meino, Saga, 
(2) the Kawaminami Branch, Miyazaki Pref. 
Agric. Expt. St., Kawaminami, Miyazaki and 
(3) the Tea Branch, Mie Pref. Agric. Expt. 
St., Kameyama, Mie, Japan. 


DIAGNOSIS. 


Hemicriconemoides kanayaensis resembles 
two species of H. strictathecatus Esser, 1960 
and H.mangiferae SIDDIQ, 1961; each species 
being comparatively in the approximate length 
of the body. 

Hemicriconemoides kanayaensis differs from 
H. strictathecatus in followings ; (1) the 
shape of the first annule of the lip region, 


摘 


Vol. 5, No. | 
the outer margin of which is rounded it 
former and disc-shaped in the latter sp 
and (2) the stylet knobs being directed 
riorly in the former and spheroid : 
latter. | 

Hemicriconemoides kanayaensis clearly 
ingushed from H. mangiferae by follow: 
(1) the shape of the first annule of t 
region is angular in the latter, (2) | 
of female is smaller in the former than 
of the latter, (3) the lip region of male | 
three annules with the first annule set-c 
constriction in the former, while five ar 
without protruded first annule in the | 
and (4) the bursa absent in the forme: 
present in the latter. | 
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チャ の 根 よ り 分 離し た 線 虫 Hemsicriconemoides kanayaensis n.sp。 に つい て 
He 和 年 一戸 稔 


1960 年 12 月 た に, 静岡 県 産 の チャ の 根 よ り 分 離し た 
Hemicriconemoides 属 の 線 虫 を H. kanayaensis n. sp. 
tA LCHRT 4. AMILO LACM, 節 球 の 形態 
お よび 雄 虫 が 尾翼 を 欠 除 する こと に 特徴 が あり , その 近 
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(Whi H. strictathecatus Essgr, 1960 # ょ よび H! 
giferae Srppta, 1961 と も 明らか に 区 別 さ れる | 
お ける 本 種 の 分 布 は , 静岡 県 の ほか に , これ まで 
宮崎 県 お よび 三重 県 の それぞれ チャ ょ より 確認 し で 


| 
| 
| 
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Sn Oo Co 


| as シテ ント ウ ワ Coccinella septempunctata bruckii 
[SPS 7 Yb Y Harmonia axyridis は , TH, 果 


[ere nS MOTT 7A シ を 捕食 する 天敵 と 
回 られ て いる 。 し か し , 捕食 する アプ ラム シ の 種類 
KABA, その 違い が テン トウ ムシ の 生態 的 な 性 質 


poe 


| 区 =-。 そ の 結果 を ここ に 報告 する 。 
pe 実験 材料 と 方 法 


護 じ た ナナ ホシ テン トウ は , 実験 に 先だって 学部 近 
PPO AIT CHRE Lic 1 頭 の 雌 成 虫 に 由来 する も の で , 
凍 是 が 採集 後 実験 室内 で 産 下 し た 1 個 の 卵 塊 か ら ふ 
[ 寺 っ で あぁ る 。 こ の テン トウ ムシ に 食物 と し て 与え 
ラム シ は キビ クビ レア ブラ ムシ Rhopalosiphum 
i7077ae (以下 キネ キビ クビ レ ま た は Rh Lawes Ss) と 
コン アブ プラ ムシ Brevicoryne brassicae (以下 ダイ 
[プラ また は Br) の 2 種類 で ある 。 いずれ る も 2 令 な 
ABOML CA) 型 若虫 を 選び , 畑 の コム ギ , ナタ 
獣 生 加 和 害 中 の も の を 寄生 植物 と と も に 持ち 帰り , 細 
| 替 穫 で 植物 体 か ら と り は ず し て 与え た 。 

半 際 塊 ょ り 揃っ て ふ化 し た 25 個 体 ア の テン トウ 1 令 幼 
食物 と し て キビ クビ レ を 与え る 区 と ダイ コン アプ 
FAD KO 2 組 に 分 け , 実験 室内 (24 エ 4°C) で 価 体 


別に 飼育 し た 。 こ の 飼育 は 1.4x9cm の ガラ ス 管 びん で 
行ない , 容器 に は コル ク せ ん に 替え て , 中 に 収め た テン 
トウ ムシ と アプ ラム シ の 呼吸 の た め に , 5 箇 の ピン ホー 
ル を 設け た ポリ エチ レン フィ ルム を か 放せ た 。 テ ント ウ 
に 対す る 給食 は 幼虫 時 代 に は 毎日 行なっ た 。 さ な ぎ , 前 
よう は 食物 を 必要 と しない から , も ちろ ん 食物 を 与え な 
か っ た が , 成虫 と な っ て か ら も , 絶食 に と 対す る 耐性 を 見 . 
る 目的 の た め 全 く ア ブラム シ を 与 を な か っ た 。 発 育 の 進 
行状 態 (脱皮 よる 令 の 更新 よう 化 , 羽化 ) と 成虫 に 
な っ て か ら の 絶食 下 の 生 存 日 数 調査 は どちら せ も 毎日 一 定 
時 刻 た 行なっ た 。 生 存 日 数 の 調査 を 終わ っ た 成虫 は 7522 
の エチ ル ア ル コー ル に 浸漬 し て 固定 保存 し, Binocular 
下 で 解剖 し て 性 別 を 調べ , 更 た と Ocular micrometer を 
用 い 体 の 大 き さ GEN, 右 き さき や ゃ ばね の 最大 巾 お ょ び 長 さ 》 
を 測定 し た 。 


実験 結果 と 考察 


功 虫 期 に た キビ クビ レ ま た は ダイ コン アブ プラ を 捕食 し て 
成育 し た ナナ ホシ テン トウ の 発育 期間 中 の 死亡 率 (発育 
HACE) を 第 1 表 に 示す 。 ナ ナ ホ シテ ント ウツ 幼 虫 は キ 

策 穫 表 キビ クビ レ テ プ ブラ ムシ (Rh また は ダイ 
コン アテ アブラ ムシ (Br) を 食物 と し た 場合 の ナナ 
ホシ テン トウ の 発育 期 死 亡 率 (%) 


| Tr 


Pig 死亡 し た 時 鞭 

ペ ジ の ee ete 
fi 類 1 合 2 合 |3 令 |4 令 前 ょ うさ な き | £8 | x 
io 0) AO <0} <0] I> 
Bee tema Ow Tee) TT ace a2 | es 


EFEV, FA SYITIOWUTFHEML CHER 
欲 を 示し た が , SYAAYP SF FRBL AMAAOMICIE 
発育 の 途中 で 裏 弱 死 亡 す る も の が 現われ , 一 方 , キビ ク 
ビレ を 食っ た も の は すべ て 完全 に 発育 を 遂げ る こと が で 
Sie, COLEMBSSA SYP TF FIFE FEVER 
る と この テン トウ の 発育 ある い は 生存 に いく ぶん 悪い 影 
EH RMETO CLE MERZ SNS. 

発育 速度 (発育 所 要 日 数 ), 絶食 汰 態 に お か れ た 成虫 
の 生存 日 数 , 成 虫 の 体 の 大 き さ を 調査 し た 結果 は 第 2 表 
A~C の と お り で ある 。 まず 全 発育 日 数 (OHH, BL 5, 
さなぎ 期間 を 通算 ) を 比較 する と , 両 区 の 平均 値 間 に は 


| 1Comparisons of Ecological Characters of the Predatory Ladybirds, Coccinella septempunctata bruckit 
fed on the Apple Grain Aphids, Rhopalosiphum prunifoliae and the Cabbage Aphids, Brevicoryne 


brassicae. By Hidetoshi Oxamoro, 
Kagawa University, Kagawa Pref. 
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策 2 表 7 キビ クレ デラ テラ (Rh) eK AA 
ジジ 9 フラ AY (Br) Zeya Gm Wess 
シテ ント ウ の 発育 所 要 目 数 (A), RMHOLAEE 
(B), REOKAOKXS (CC) OMMBBEOYF 
均 値 の 差 の 有意 性 (SEI IcBIS) ( い ず 
れ も 雌 の 成績 だ け を 表示 ) 

(A) 発育 所 要 晶 数 


SLU 779 LMA oy |e ol Bene 
スス テージ シン の 種類 es (22) HBP Eine 

wna (S| [8 [Ble 
He2e) po | 57 \o.41| 23.7 10.|/8 ® 
HH3%) Br | 42) 026 27) 1p 6 


ue Rees 0. 24 So NO 
BIL OH) pr T0368) 505 vleto Ino 
’ Nn 5.9 | 0.094 5 | & 16 = 
k 9 MH op, Folel 2,49 | 22.3: 10-|.2 = 
Ry ote foie ts) M6 
= Ad ain 
FRET Br |974|3104| 66| 10 | of 


(B) 体 の 大 きき さ (単位 は 0.089mm) 


ーー | 平均 値 
oN oe 


ae 
ES 


|V OY = | 有意 性 
Rhye | 2056.1) O24 OS 6p ee wes, 
Ee ee is Aa oth as 3 | io |= 
S/e%| Rh | 39.6 | 0.84 2.3] 10 mes 
ale Br | 36.3 | 5.61! 6.5) 10 s 
. eee ee GAL Sr OR aaa 
A 0 | 10 
(©) RRORRAK 
play Te eer ee), Siena の 
TP ts : ny | 変異 係数 | 供 試 enters 
シン の 種類 By 分 Ne 6 % fs : oe 
RI 2 14.1 aK 
Br 6.8 DD 21.6 10 — 


有意 な 差 が 見 られ , FETFEVROlIE DMA Te DRM 


早い と が わ ね わか が か る ce Ek, CcheéMUc deme 
速度 を ステ ー ジ お よび 令 期 別に 比べ た 場合 に つ 
を る 。 た だ この 場合 前 よう 期 だ すけ は 有意 な 差 が 謀 
な いよ うに 思わ れる し じ か これ は 前 E 5M. 
きわ め て 短 か い 時 日 の あい だ に 終わ っ て し まう の 
単位 の 調査 で その まま 差 を 吟味 する こと に 無理 が 
考 を た ほう が よい の で は な か ろう か 。 FAREED 
を 示す 変異 係数 は 全 発育 日 数 の 場合 ダイ コン アブ 
ほう が か な り 大 で , また ステ ー ジ ある い は 令 期 き 
合 も 幼虫 第 1 令 期 を 除け ば すべ て 同じ こと が い 包 
な わ ち ダイ コン アブ プラ を 食物 と し た 場合 は 個体 間 
の テン ポ が か な り 乱 れる と い を よう 。 | 
Hib, SMLROKK SCL o CREECH 
大 き さ の 比較 は 第 2 表 B の と お り い ずれ る も 両 区 の 
BOC FETE VOI DMD7s UKE <, Efe 
HVC BVEXKV. BE CIMEDOKOKE SU 
SHE) & DR BARISTA & © BV FEIC IE 
が ある こと が 認め られ て いる か ら , 本 実験 の 場合 
て の と い ア ブラ ムシ の 種類 の 違い は , 成 下 の 体 の | 
う 表 型 的 な も の だ け で な く , や は り 産 卵 力 そ の 
包 的 な 性 質 に も 差異 を 与える の で は な いか と 推 守 
BIC KE OLGARO MECH SR, 本 実験 
絶食 状態 に 置か れ た 成虫 の 生存 目 数 の 長短 は 4 
VEOVILIA AVI TIE SRY E TS 
hk, 不良 環境 条件 に 対す る 耐性 の 程度 を 示す | 


A 


両 区 で 有意 な 差 と し て 現われ 』 キ ビグ ビレ 区 の a1 
倍 も 強い 。 し か も この よう な 生存 力 の 個体 間 変 重 
コン アブ プラ 区 より は る か に 小さ い 。 | 
実験 の 結果 は 以上 の と お り で , キビ クビ ピ レ と 交 
FIFE DHA AAAI OV THE LIANE 
ブラ ムシ の 種類 の 違い は , trHhYT Yb} VO 
い は 種族 維持 上 重要 な 生態 的 性 質 た 対し て か な り ) 
着 異 を も た ら す と 言っ て も ふさ し つか を な ww の で ( 
うか 。 | 
な お 私 達 の 研究 室 で は 本 年 更に アブ プラ ムシ の 
や し て 同じ ょ うな 実験 を くり 返し て いる が , と の 
oe dis: 更 枯 れる る の i i 
だ 信 記 lS 
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DE pee we 
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PA OUT MMRDA OV Clk, すでに 多 
DI 研究 者 に よ ょ っ て 報告 され て いる が , 完全 虫 体 の まま 
mtact) で 記録 する 方 法 は , その 操作 の 複雑 さ な ど の 
Es その 数 は きわ め て 少な い 。 著 者 は さき に , 虫 休 
MO SMIRK OMAN CH SATAY, カイ コ 
の 幼虫 を 材料 と し , 完全 虫 体 の まま で , (1!) 光電 効果 
財 し て 持 動 曲線 を 描記 し , Bic, (⑫ こ れ ら 幼虫 の 背 
PONCE う 活 動 電流 の 誘導 曲線 を 記録 し た 。 こ の こ 
っ て , 完全 虫 体 の 背 駅 管 持 動 に 及ぼ す 薬 剤 その 他 
fee, その 持 動 曲線 の 波形 HR, 周期 な ど に よっ 
Mas SCEMMBL Ee ok. LAL, いずれ の 場合 
By Mic EA LD AAMT STO BARAT 
PAO EX WHET SCEMBCH-, (1) た に お いて は , 
諾 お よび 光電 管 と , 照射 部 位 (すなわち 虫 体 示 面 ) 問 


| | 褒 駅 管 持 動 に ょ る 微小 な 電気 変動 を 記録 する こと は 
ES, し か 電極 の 虫 体 へ の 装着 も 困難 で あっ た 。 そ 
D, 虫 体 に 麻酔 処理 を 行ない , 虫 体 の 動き を 停止 し 
[ 棒 き に お いて は し じ て 記録 で きた の で ある 。 い うま で も 
計 特 村 系 その 他 に 大 き な 変 化 を 与え ね こと を 目標 に 
PME is HEIL, その 持 動 曲線 は 正常 な も 
(ばい そえ ない 。 こ の よう に , 完全 虫 体 の 持 動 曲線 の 記 
隊 際 じ て は 』 貝 体 支持 法 の 改良 が 最も 望ま れる と ころ 
Bot. 芸者 は この 問題 に つい て 一 つの 試み を な し , 
話 的 安定 し た 持 動 曲線 の 記録 に 成功 し た の で 以下 報告 
Be BABES SCHL), ご 指導 を 頂い た 当 教 
HRECHE, 器 城 の 貸与 の 便 を は か られ た 電力 中 央 
謀 電 研究 所 渡部 一 郎 氏 な ら び に 供 試 虫 の 採集 に ご 協力 
凌 当 教室 小久保 競 氏 に 謝意 を 表す る 。 

材料 方法 な ら び に 結果 
HARE LUC, 飼育 また は 野外 より 採集 し た カプ ト 
(Xylotrupes dichotomus L.), +442 (Bombyx 
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mori L.), マツ カレ ハ (Dendmlimus spectabilis 
Butter), クロ スズ ノ メ (Sphinx caligineus BurrEer), 
マイ マイ ガ (Lymantria dispar japonica MorscuutsKy) 
の それ ぞ れ 終 令 幼虫 を 使用 し た 。 こ れ ら 幼虫 の 体 到 面 の 
所 望 の 一 部 位 を 接着 剤 Eastman 910 Adhesive 
(Tennessee Eastman Co.) に よっ て スラ イド グラ メス, 
透明 な 写真 用 フィ ルム な どの 片面 に 接着 し た 。 貝 体毛 の 
BD, 温度 条件 な ど に よっ て , 接着 完了 まで の 所 要 時 間 
は 異な る が , スラ イド グラ ス と 貝 体 で は 2~5 分 , フィ 
ルム と 曰 体 と で は 0.5~2 分 を 必要 と し た 。 

(1) 光電 効果 に ょ る 提 動 曲線 の 記録 

記録 装置 に た つい て は すでに 述べ た よう に (立花 ほか , 
1957) 光電 流 発生 装置 , 増 巾 器 お ょ び え ネン 書き オッ シロ 
DO3ZBLOGS. CHIC BAN Oe Bit CLA CH 
ば し た ベー クラ イト 製 板 の 両 腕 に , 虫 体 を 接着 し た ガラ 
ス あ る い は フィ ルム を 固定 し た 貝 体 支 持 台 が 附属 する 。 
これ は 微動 装置 に と よっ て 光源 お よび 光電 管 と , BASH 
と の 間 を 正確 に 固定 また は 調節 する 。 な お , この 光電 効 
果 に ょ る 記録 に 際 し て , HABLA E D FIRE 
視 で きる こと が 必要 条件 と な る の で , 上 記 5 種 の うち カ 
FLAY, カイ コ の 2 種 幼 虫 の ひみ を 用 いた 。 こ の 中 体 支 
持 法 の 採用 た よって, 体 の 動き に 影響 され る こと な く , 
持 動 曲線 を 容易 た 記録 で きる こと と な っ た 。 こ れ ら の 記 
録 例 は 第 1 図 に 示す 。* 

(2) 活動 電流 誘導 に ょ る 持 動 曲線 の 記録 

光電 流 発生 装置 の 代わ り に 銀製 電極 を 使用 し た 。 そ の 
他 の 記録 装置 , 虫 体 支 持 法 な ど た につい て は (1①) と 全く 同じ 
で ある が , 貝 体 を 接着 する 透明 物質 た は 写 真 用 フィ ルム 
を 用 いた 。 こ れ を 通し て 背 且 管 の 両側 , Bike bot 
し た 部 位 に 銀製 電極 ( 径 0.4mm, 長 さ 5mm) を 刺 突 し , 
持 動 に 伴 う 活 動 電 流 を 誘導 し た 。 体 背面 より 背 脈 管 を 透 
視 で きる カプ トム シ , カイ コ な ど に 本 誘導 法 を 適用 し 。, 
得 ら れ た 曲線 と さき の 光電 効果 の 利用 に ょ っ て 記録 で き 
た これ ら 幼 虫 の 持 動 曲線 と が 完全 に 同調 し , その 曲線 が 
ICH う 活 動 電 流 の 誘導 曲線 で ある こと を 確認 し た 上 
で , 背 脈 管 を 体 朝 面 か ら 透 視 で き な い マツ カレ ハ , クロ 
ARI, LALA HGCEOMRTVBALK. これ ら の 
記録 例 は 第 2 図 に 示す 。* 

ee 3 
虫 体 支持 法 の 改良 は , 持 動 曲線 の 記録 操作 上 の 懸案 の 


JOn the Recording Method of the Heartbeat in Insect. By Kanji TACHIBANA, Institute of Forest 
Zoology, Faculty of Agriculture, University of Tokyo, Tokyo. 

FSRAICOVCORMIt, 稿 を あら た め て 報告 する 。 
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し , その 透明 物質 その も の を 固定 , 支持 する 法 に 着目 し, 
その 改良 と に つと め た 。 し か し , 本 法 の 成 呑 を 左右 する の 
は 接着 剤 の 性 能 で あり , 従来 の 接着 剤 で は この 目的 を 達 
CC Nas tman 910 
Adhesive を 使用 し た 場合 , (1) ガ ラス , フィ ルム な ど 表 
面 の 平滑 な 物質 と 下 体 と の 完全 接着 が 可能 で ある 。(2) こ 
の 接着 誕 を 塗布 し た 幼虫 ある い は 皮 は その まま 成育 を つ 
ず け , いずれ る も 遇 化 , 羽化 する と ころ か ら , BCE 
的 悪影響 を 与 を そる こと は 少な いと 判断 され る 。 旨 所 望 の 
小 局 部 を 接着 する だ け で , 他 の 部 位 の 動き を 制約 する こ 
Littl, M¥bDCHRETH oC, HFAL HAL 
DRBIC2Z~5B, FivALBKLITI5~25 OF] 
DV PR LAOeet Lick’. ORICA ULTI, 
体 を 軽く 手 で 抑え る だ け で よい 。(⑥) 接 着 を 完了 し た と き 
に , 接着 面 に 不透明 膜 を 形成 し な い 。(⑰) 接 着 面 は , 水分 
ある い は ご み を 軽く ぁ き と る 程度 で よく , 特殊 な 処理 を 
必要 と し な い 。⑧⑱ 強 い 接 着力 を 持っ て いる の で , BD 
いか な る 動き た に も 面 を うる 。(9⑨ 室 温 (15°C~30°C) で 
接着 は 進行 する ,. 

| な お この 接着 剤 Eastman 910 Adhesive の 接着 作用 
(EKO LORBERISERZ DNC 4S. 


CN NC 
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この よう な 特性 を 有する 接着 剤 の 入手 に よって, BE 
LAR ORO PRE. すなわち , 光源 お よび 光電 
管 と 虫 体育 面 の 間 は 正確 に 固定 ある い は 調 委 で きる こと 
どなり その だ た だら る 下 体 の 動き 影響 され る に と な くし 
か る も 長 時 間 の 連続 的 記録 が 可能 と な っ た 。 ま た , 従来 電 
極 間 を 固定 し うる 比較 的 硬い キチ ン 質 を も つ 成 虫 の , 背 
脈 管 持 動 に 伴 う 活動 電流 の 誘導 例 は ある が ( 戸 木田 ほか , 
1961) 常に た 大き な 動き を くり 返し , し か も や わら か な 体 
表 を 持つ 多く の 幼虫 に つい て は , その 誘導 は ほとん ど 不 
可能 で あっ た 。 し か し , この 虫 体 畜 持 法 を 採用 する こと 
kot, フィ ルム が 硬い キチ ン 質 部 の 役目 を 果たし , 
電極 の 装着 が 完全 と な り , 電極 間 も 固 定 さ れる こと と な 
っ て , 虫 体 の 動き に ょ る 大 き な 電 気 発生 を 除去 する こと 
が で きた 。 こ れ に ょ よって, 背 脈 管 持 動 に 伴う 活 動 電 流 の 
誘導 は 確実 た し て 容易 と な り , KBD SEMEL BA 
で き な い 多く の 昆虫 に も 適用 する と が 可能 選 な っ た 。 
また , この 電極 針 を 刺 突 する こと が , BARRE 
果 を 与え を る こと は 少な いよ う で , 刺 突 を 試み た の も 飼育 
を つづ けた 3 頭 の カブ トム ジ シ 幼 虫 が いずれ る も 遇 化 し た 例 
RAACEMCEE, 


立花 観 
戸 木 田 菊 次 ほか (1961) 東邦 医 雑 7(5): 35~49. 
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MORK 
ニニ ほか (1957) ISEB 1(3) : 155~163. 


き : 収縮 期 , 1 目盛 : 5) 
A : カブ トム シ 終 令 幼 虫 19614 
B: カ イコ 終 令 幼虫 (1961 年 5 月, 室温 24°C) 
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5 月, 室温 251( 
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第 2 図 完全 忠 体 の 持 動 に 伴う RL 


(上 向き : 収縮 期 , 1 目盛 : 5 秒 ) 
Av ay hay BAe (1965 A, siB25e 
B: a4 aed (1961425 A, 2 3825°C) 
Ci マッ カレ ハ 終 令 幼 虫 (1961 年 6 H, 326°C 
D 
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: クロ スズメ 終 令 幼 虫 (1961 年 6 A, 室温 283Q 
: マ イマ イガ 終 令 幼 虫 (1961 年 6 A, 室温 263 
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netration of BHC Isomers through Cuticle 
of the American Cockroaches! 


Jun-ichi FUKAMI, Tsutomu NAKATSUGAWA 
and Shoziro Isui 


| 
} National Institue of Agricultural Sciences, 
| Tokyo, Japan 


| has been well known that only the 7- isomer 
}\a high insecticidal potency among BHC iso- 
ls. The mode of action of BHC isomers is quite 
‘resting in connection with their stereo-configu- 
it 

first step of insecticide poisoning is pene- 
lion of the insecticide through the insect cuticle. 
fstronc, BrapBury & STANDEN (1951) determined 
|penetration of a-, B-, 7-, and 6-isomers of BHC 
yugh cuticle of the grain weevil by means of a 
Fo-colorimetric method, and found that the 7- 
her penetrates through the outer layer of the 
i integument much more rapidly than the other 
ejisomers. : 

| the present experiment, in order to know the 
he of action of BHC isomers, the penetration 
hugh cuticle of the American cockroach has 


4 studied with the radioactive BHC isomers. 


MATERIAL AND METHOD 


sale adults of the American cockroach Pevipla- 
: americana being about 1 g in their weight 
on 10 per cent glucose solution for one week 
re the test. 

HC-1-C'* was synthesized-1-C', and isomers 
2 separated by column chromatography (sur, 
iano, & Tamaxkr, 1959). The purity of the iso- 
'S was tesed by radioautography of the paper 
matogram run by the Mrrcnenn’s method 
‘7). The 9-isomer was excluded from the 
sent expriment, because it was proved by the 
joautography that the 0-isomer contaminated 


with a certain impurity. Specific activity of all 
the redioactive isomers used was about 0.4 gc/mg. 

About 3x107* ml of acetone solution of C1#-BHC 
isomer was topically applied by means of a micro- 
syringe on the ventral side of the second to the 
forth abdominal segments of the cockroach. Three 
cookroaches were treated with each isomer, and 
three replications were made. After evaporation 
of the solvent, the cockroaches treated with each 
isomer were placed in petri dishes, 18 cm in dia: 
meter and 4 cm in depth and observed poisoning 
symptoms. The tempterature was kept 19-20°C 
throughout the experiments. 

After 1.5, 6, and 24 hours the cockroaches were 
rinsed three times with 5 ml each of cold methanol, 
to dissolve the isomer remained on the cuticles. 
The methanol solution was pooled, and evaporated 
under the infra-red lamp. The radioactivities were 
determined by GM counter having 1.5 mg/cm? mica 
window, the values obtained were designated as 
“ outside ”. 

After rinsing, the cockroaches were ground with 
10 ml of cold methanol in a small mortar. The 
resulting homogenate was filtered, and the residue 
was rinsed four times with 5 ml each of cold 
methanol. The filtrate and the methanol were used 
for rinsing were pooled, and evaporated under the 
infra-red lamp. The redioactivities were determined 
by the same method and the values obtained were 
designated an “inside ”. Certain amount of C#- 
BHC isomers may have been lost during the evapo- 
ration under the infra-red lamp, due to their vapor 
pressures. 


RESULTS AND DISCUSSION 


The results are given in Table 1. It is evident 
that y7-isomer pentrated the insect cuticle more 
rapidly than the 60-, and f-isomers. After 24 hours, 
radioactivities recovered from the “inside” of the 
insects are calculated to be about 36 per cent in 
a-, 24 per cent in 8B-, and 76 per cent in 7-isomers. 


“ 
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. after topical application of BHC-1-C™ 
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Table 1. Radioactivities recovered from “outside” and “inside” of the American cockroaches 


| 


After applica- a-isomer f-isomer L y-isomer we 
tions hours outside inside remainder | outside inside remainder | outside inside remair 

0 | 781 cpm | 616 cpm 551 cpm 
vee | 378.5cpm 35.8cpm 6.3cpm | 4948.9cpm 50.5cpm Ocpm | 136.6cpm 74.lcmp 25.8 
(89.9% ) (8.5%) (90.2%) (9.9%) (57.8%) (31.322) | 
6 319.0 82.6 6.3 | 396.0 ee, 6.7 | 107.0 139.2 27.3 

(78.1) (20.3) 19255) (5.9) | (39.1) (50.9) 
24 | 176.0 101.2 6.2 | 272.0 96.4 Pe) Auk. TL 157.0 8.4 

| (G2) (Gis) (68.6) (24.3) | (19.9) (76.0) 

Solubility of the isomers in organic solvents coincide SUMMARY 


with the velocity of penetration of respective 
isomers. 

ARMSTRONG, BRADBURY & STANDEN (1951) have 
pointed out that the amount of each isomer taken 
in by the grain weevil is in an approximate propor- 
tion to its solubility in hydrocarbon solvents, and 
the 7-isomer pentrates through the outer layer of 
the inesect integument much more rapidly than 
other isomers. OpprnoortH (1956) has also observed 
that the absorption of the isomers in ths house fly 
decreases in the following order:7-, 0-, ¢-isomers. 

Although insecticidal potencies of these isomers 
are different according to the insects tested and 
also to application methods , the 7-isomer is several 
hundred to thousand times higher in its toxicity 
than the other isomers (Mzrcaur, 1955). It is 
noteworthy that, in the present result, the amount 
of the 7-isomer penetrated through the cuticle is only 
several times that of a- or of the (§-isomer, after 
6 to 24 hours from the treatment. Anyhow, the 
y-isomer pentrates the cuticle more easily than the 
other two isomers, and this property is believed 
to be an important factor concerning its insecticidal 
potency. However, as it has been pointed out by 
DRESDEN & Krisasman (1948), that some biochemical 
aspects of the isomers at a site of action due 
to differences of the molecular configuration of these 
isomers are more important to solve the mode of 
action of BHC isomers. 


The penetration of a-,6- and y7-isomers of ] 
through insect cuticle has been studied in 0} 
to find why only y-isomer has a high insectic 
potency among the isomers. BHC-1-C** isor 
were topically applied on the male Amrican © 
roaches Periplaneta americana, and radioactiv 
recovered from “outside” and “inside” y 
determined at 1.5, 6 and 24 hours after the tr 
ment. The y-isomer penetrates more easily 7 
the other isomers, a- and {-isomers following 
decreasing order. The rapid and easy penetré 
of the 7-isomer through the insect cuticle is belit 
to be an important factor for its insectie 
potency. It is considered, however, differenece 
certain biochemical changes among isomers w 
will be taken place after the penetration thre 
insect cuticle are more importance to solve. 
mode of action of BHC isomers. 
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On the Role of Diphosphopyridine Nucleotide 
(DPN) in Xanthine-Oxidation by the Xantihine 


Dehydrogenase of Silkworm, Bombyx mori! 
By Yoshiyuki Hayasur 


Sericultural Laboratory, Faculty of Agriculture, 
Nagoya University, Anjo, Aiti Pref. 


Nawa et al. (1958) showed that pteridine dehy- 


drogenase (or xanthine dehydrogenase) of Droso4 
melanogaster, in the presence of its substrate 
as 2-amino-4-hydroxypteridine (AHP), needs 
as electron acceptor in aerobic conditions, sug: 
ing the possibility that DPN plays a role of elec 
acceptor in AHP-oxidation im vivo. On the ¢ 
hand, IrzyKrewrez (1955) also pointed out in ¢ 
moth and some other insects that DPN operate 
active part in xanthine oxidations. 

. Previous studies have demonstrated the occurrs 


19614712 短 


xanthine dehydrogenase in the silkworm (Bombyx 
i), and the enzyme which converts xanthine to 
¢ acid reacts more efficiently with DPN and 
in adenine dinucleotide (FAD) than with mole- 
jar oxygen (Hayasni, 1957, 1960, 1961). 

(he present paper deals with a further study of 
ldation of xanthine by the xanthine dehydro- 
nase under both aerobic and anaerobic conditions 
jag DPN as electron acceptor. 

$y KirLLegy's methods (1955), the enzyme of fat 
ly of the silkworm larvae was prepared about 
) times as potent as the original activity. 

jhe enzyme activity was determined by a differ- 
ial spectrometry (Kancokar, 1947), and the 


{aerobic and anaerobic conditions were carried 
| with WARBURG apparatus and THUNBERG pro- 
jiure respectively. The reaction was started by 
| ing the xanthine after 10 minutes pre-incubation. 
| reaction mixtures, in all the aerobic and 
| 

J 


lherobic experiment, consisted of 1 ml (2 mg-Alb.) 
jenzyme solution in 0.1 M pyrophosphate buffer at 
| 8.3, 0.5 ml. of 2X10-?M xanthine, and 0.3 ml 
410-? M DPN or water. After 60 minutes incuba- 
Jn at 37°C, the reaction mixture was deproteinized 


q 


le acid formation by the xanthine dehydrogenase 
[ig xanthine as substrate. Uric acid formation 


the xanthine dehydrogenase, when measured 


mation was increased markdly in the aerobic 
ldition. Furthermore, uric acid was amply formed 
{ier the anaerobic condition with decreasing oxy- 
n tension, i. e., the acid formation level in 
[obic experiment was equal to about 50 per cent 
that of anaerobic one. 

}t was found that the rate of uric acid formation 
the xanthine dehydrogenase in anaerobic condi- 
mM was greater than that of aerobic one with 
'N as electron acceptor. 

Remy et al. (1955) have shown, however, that the 
thine dehydrogenase in the chicken liver could 
. react with DPN as electron acceptor in aerobic 
cedure. However, the present work has been 
died with addition of DPN as electron acceptor 
| the xanthine-oxidation reaction, and the 
sibility that xanthine dehydrogenase is not 
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Table 1. Uric acid formation by xanthine 
dehydrogenase of the silkworm under the 
aerobic and anaerobic conbitions using DPN 
as an electron acceptor 


FE e ーー 
Aerobic | Anaerobic 
Expt] ae Ar — | Us 
。 ric : ic < ric 
od | WHR ae WM Sa 
Aiea form- AE. orm- 4k form 
| *3> ation*~~*% _ation* 283 ation* 


1 |0.020 0.30gg| 0.134 2.034g| 0.312 4.73u2 
2 | 0.035 0.53 | 0.134 2.03 | 0.266 4.03 


* Calculated from optical cosntant of uric 
acid in ultraviolet region at 285 mg 


activated directly by molecular oxygen in silkworm 
tissues was suggested. 

It was of interest in the present experiment, 
therefore, to compare the ability of the xanthine 
dehydrogenase of chicken liver. And it may be 
indicated that the properties of xanthine enzyme 
vary in different source. 

The author indebted to Prof. Dr. K. Hasegawa 
and Dr. S. Kawase for their valuable advices in 
the course of the present study. 
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Grundlagen der Insektenpathologie: Viren-, 
Rickettsien- und Bakterien-Infektionen, A. 
Krizae # (1961), A5 判 ,) xviiit304 ペー ジ , MR 
62 DM, #{65DM, Dr. Dietrich Steinkopff Verlag 
‘(Darmstadt Germany) 発行 

本 書 は 昆虫 病理 学 全般 に つい て の 成 書 で は な く , 副題 
に 示 ず よう に 昆虫 ウイ ルス リ ケ ッ チア お よび 細菌 に つ 
vo CHM ICRA NKEDCHS. EFAITOVCOUB 
虫 に 病原 性 の あぁ る 微生物 お よび 昆虫 と 関係 の ちあ る 微生物 
が “分 類 学 的 な 立場 ”" か ら 系 統 的 に 記載 され て らい る と と 
で ある 9 この “分類 学 的 な 立場 ” と いう の は , 従来 の 分 
類 法 に か な り の 修正 を 加え 更に に くつ か の 新しい 命名 を 
At oa TWSZDXATHE IEF HONS THAI. EKE 
虫 に 関係 の あぁ ちる ウイ ルス の 項目 で は 昆虫 が 媒介 者 と な っ 
て いる Arborvirus ある い は 植物 ウイ ルス が と りあ げ ら 
れ , と これら の 間 題 が 昆虫 病理 学 の 領域 に お に ら て か な り め 
いり ょ うに 意識 され は じ め て いる 現在 。 そ の と りあ げ か 
た に 准 意 を 表す る 。 

内 容 は 総論 ( エ . 無 菌 細胞 と 病原 因子 の 連続 伝達 I. 
KE, WRIA) と 各論 (IV. 昆虫 疾病 の 感染 伝播 ) V 
昆 忠 疾病 の 微生物 学 ) より な る が , V. 昆 下 微 生物 学 が 本 
書 の 大 部 分 を 占め て いる 。 微生物 学 は A. ウ イル ス と B, 
Pritophyta に 分 か れる 。 ウイ ルス は Arthropodophaga- 
les と Arthropodophiliales と に 分 か れ , 前 者 に は Bor. 
relnavirus ( 核 型 多 角 体 病 ), Bergoldiavirus (Yt 
病 ), Pseudomoratorvirus (Tipula irridescent virus), 
Smithiavirus (Mie Aw & fatkja), Moratorvirus (A 
体 非 形成 性 ウイ ルス ), gq ウ イル ス , その ほか の ウイ ルス 
性 疾病 が 記載 され て いる 。 Arthropodophiliales ici B 
虫 が 媒介 者 と な っ て いる 動植物 ウイ ルス が 含ま れ て い 
る 。 Protophyta に は Rickettsiales, Pseudomonales, 
Eubacteriales, Actinomycetales, Spirochaetales # よ 
び 共 生 細 菌 な ど に つい て 記載 され て いる 。 

微生物 の 綱 , 科 , 目 , 属 な ど に 関し 定義 お よび 一 般 的 
性 状 が 述べ られ , 各種 微生物 ( 種 ) に つら いて は 宿主 , 感 
染 , 病理 , 診断 , 増殖 , 伝染 病 学 , 微生物 的 防除 , 防疫 
な ど が 記述 され て いる 。 と の こと と は 昆虫 微生物 の 性 状 を 
知る 場合 索引 的 に 利用 し うる 特徴 を 示す も の で あり , ま 
た 座右 に 備え て お く と は な は だ 便利 で ある 。 

本 書 に お いて は 各種 の 微生物 が あま り に も 分 類 学 的 に 
配列 され て いる た め , 昆虫 病理 学 


と いう 立場 か ら す れ ば 


細胞 と 病原 体 と の 関係 , 感染 病理 な ど に つい て の 上 生 
的 な は あく を し に くら に らき らい が な いら に こと こと も な いら に ボ が , 
ッ イ ルス 学 の 基礎 的 な 諸 問 題 た と えば ウイ ルス の 形 
HE HED OC SESORBRRRED. CEE 虫 
A, リ ケ ッ チ ァ の 分 類 と に つら て いえ ば , BRBRD 
委員 会 で 決定 し た 4 属 の 昆虫 ウイ ルス に 更 【 ic Pseud 
ratorvius を 加え , また 綱 , 目 , 亜 目 の 新 命名 を 香 
た と と に 対し て は 議論 の 出る と と が 予想 され る 。 | 

(HERE 


し ろ あ り の 知識 , HER - AAS, ASH, 34 
380 円 , 森林 資源 総合 対策 協議 会 グリ ー ン ・ ェ ー ラ | 
室 発行 | 

本 書 は し ろ あ り の 研究 , し ろ あ り の 種類 と 分 布 
あり の 生態 , し ろ あ り の 被害 , LA 0 ORME, | 
あり の 防除 法 の 6 章 か ら な っ て いる 。 | 

著者 は 多年 し ろ あ ぁ あり の 研 究 に 取り 組ん で きた 方 々 
ot, 日 本 産 の 主要 な し ろ あ り に つい て 実際 に 和合 青 
EVLTHONSRBAKSCMRATHS. 

し ろ あ り と 言え ば 古く か ら 階 級 (Caste) Lbs 
& (polymorphism) の 研究 で 知れ て いる が , AE 
そう し た と と に つい て か な りく わし く 述 べ ぺら れ で 吊 
し か し 最近 の LtUscHEk や KARLSON Dk ev Be 
介さ きれ て いな いらい の は 玉 に きず で ある 。 

被害 に つい て は イエ シロ アリ の くわ し い BB 
て ,「 わ が 国 に お らい て は シロ アリ に ょ る 木造 建築 和 
BKK IC KSC MIT 5) LOCe, BSS 
GEMS EO eses GED Au | 

し ろ あ り の 巣 み 探知 法 に つい て も 近代 的 手法 が 用 
れ て いて 興味 を ひく 。 防除 法 に 関し て は 本 書 の tf] 
数 が さか れ て いて 間 然 する と と ろ が な い 。 (RSE 


Principles of Nematology, G. THorne # (1/ 
B Sig, xiv 十 553 ペ ー ジ , 15$, McGraw-hill Co. 
York, U.S.A.) KF 

IO 14 )A0 Gomer OMS # 
parasitic nematodes” (4, @#%2°%AK AIH 
DRS EMH ZRBO—-DCH SZ. Goopey (219 
“Soil and freshwater nematodes” を 出版 し , に 
た 線 虫 分 類 学 の 名 著 と し て の 評判 が 高い ね 。 HW | 
C 前 者 は 植物 寄生 線 虫 の 生態 と 防除 に 関す る “ 教 


- 


1961 年 12 朋 新刊 
DO, 後者 は 植物 寄生 線 虫 と 言う より は 土壌 線 虫 全般 
Pe 8 eb ee 一 方 と る の 10 征 ci あけ 
弄 学 の 世界 的 な 進歩 は 至 な と に 目覚 まし く , すでに 
ocro BaF 5 “esl” し て し まっ た と 
に も 言い 過ぎ で は な い 。 と の た び の G. THorne の 著 
SAME, 近代 線 虫 学 の 分 類 。 生理 生態 , 防除 に 
| 同 る 最新 の 知識 を 収録 し た 研究 者 待望 の 書 で , DOH 
IPPEr の 成 書 の 現代 版 で ある 。 違 う の は 今度 は アメ リ 
NN@ チ で と の 本 が 作ら れ た と らい うと と だ 。 
KM it SrrINHAUs の “ Principles of insect patho’ 
ly” Waker ® “Plant pathology” な ど と 同じ マ 
re im 
[Be その 内 容 は , MAOMFER, 実験 法 , Tylenchida 
上 枢 属 する 視 物 寄生 線 虫 の 8 科 (また は 亜 科 ) の 形態 
if Dis KOE BHO BNE, ANE, HE, 防除 潜 に つい て 
exe ¢ L, と これ に 土壌 中 に 特に 多い Rhabdicida 
ly と つい て の 1 章 (37 ペ マージ ) と , Xiphinema, Tn- 
ns 15 2 OI FA at Adonophorea( Mf) 
[3 いて の 1 剤 (32 ペー ジ ) AMZ, それ ぞ れ の 科 , 属 
Hee が 主要 種 の 形態 , 生態 を 概説 し て いる 。 
AFL IS ERO EOBREVEX DLS, 古い 学者 の 
Herxesmecncins, maxmEcE, + 
[PRR OSM, RRR, 顕 徴 技術 な ど に 関し て 
| 箇 ペ ー ジ に わた り 詳 信 し て ある 。 特 に 著者 自身 の 創意 
用 験 を 基 整 に し た 線 虫 学研 究 の 指針 や 標本 プレ ペラ ー 
| Ga 


Pees, 標本 描画 法 , 標本 の 記録 整理 法 な ど , 
|e の と の 成 書 に も 見 られ な い 独 特 な も の で ある 。 著 者 
JEOPC, 世界 の 線 虫 研究 者 が お の お の の 地域 で 土壌 
Peo, MAAS, 正しく 記録 する と と が , 将来 の 線 
| 其 の 発展 に 大 きく 寄与 する と と を 強調 し て いる 。 各 属 
POMS, 原著 者 が 1949 年 に 発表 し た 分 類 法 に 従っ た 科 
<, また その の ち 新 た に 記載 され た Macrotrophums, 
\eudhalenchus な どの 計 10 属 が 加え られ て いる 。 属 お 
宇 要 種 の 形態 , 生態, 被害 。 防 除 に じ つ い て の 説明 は , 
[ 隊 の 特徴 で ちる 数 多い 挿図 に よっ て 一 層 明 快 に 補足 さ 
る と 言え る 。 全 体 で 約 210 の 図 や 写真 が 載せ られ 
| る が , 著者 自身 の 新た な 原図 の ほか , 
| Proc. Helminth. Soc. Wash., Jour. Helminth. な 
5 専門 誌 と 発表 さ きれ た すぐ れ た 図 が 多く 引用 され , し 
Pee OE A OR RIC ESBS is 
SEEALTOZOC, 図 の 鮮明 さ が 格 別 す ぐれ て い 

きのこ と と は , 本 書 の 出版 が 著者 の 周到 な 準備 は も ち 
隊 導 は か の 研究 者 や 出版 者 の 協力 の うえ に な され た と こと 
eA L, 同時 に こと これ 以 上 の 著述 が 今後 は か な り 困 難 で 
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あろ うと と を 思わ せる 。 本 書 に よっ て 最近 まで の 新 属 新 
種 を 含む 主要 な 植物 寄生 線 虫 が すべ て 網羅 され , 組織 的 
に 配列 され , 分 類 学 上 の 十分 な 記載 と 説明 が 与え られ て 
いる と と は , 交 献 を 多く 持て な ら に 研究 者 に と っ て , そ の 恩 
恵 は 計り 知れ な ら も の が あろ う 。 上 科 (また は 科 , BE 
の 中 で の 属 の 分 類 は , 掲げ られ て いる 検索 法 に よっ て 客 
易 で ある と 思わ れる 。 た だ し 種 の 同定 の た め の 検 索 表 が 
本 書 で は 全 ぐ 見 当たら ず , また 主要 な 属 で も すべ て の 種 
に つい て 解説 され て に る わけ で は な い 。 し た が っ て た と 
えば Pratylenchus, Tylenchorhynchus, Trichodorus な 
ど で は か な り , 普通 な 種 を 除け ば , 種 の 同定 を 本 和書 に よ 
っ て 行なう の は 困難 で , それ ぞ れ の 属 に つい て の ほか の 
論文 を 参照 する ほか は な い 。 と の 点 が 本 書 に ついて の 不 
満 と いえ ば 不満 で ある 。 し か し こと れ も , 新種 の 記載 や 種 
名 の 改変 が 果て し な く 続 いて いる 現状 で は 無理 か ら ぬ と 
と と 言わ ね ば な ら ず , また それ より も , 個々 の 種 の 同定 
まで 手引 きす る こと と が 本 書 の 主題 で ある 線 虫 学 の “原理 ” 
を 説明 する と と で は な い に い の で ある 。 本 書 に くわ し い 記 述 
の ある 種類 数 を 例示 する と , Tylenchorhynchus で は 5 
種 , Pratylenchus で は 13 種 , Heterodera で は 16 種 , 
richodomes で は 4 種 で ある 。 更に 1 つ , 同じ 線 虫 学 の 
B. G. Curtwoop が か つて 私 に “すべ て の 著述 は , それ 
が 出版 され る と き に は すでに out-of-date で ある ” と 言 
っ て 歌い ム いた が , と この た び の 本 が P.A.A..Loor(1960) の 
Pratylenchus ( ネ グ サ レセ ンチ ュ ウ 属 ) の 分 類 の 改訂 の 
論 計 を 採り 上 げ る の 間に合わ な か っ た と と は , Alice 
し まれ る 点 で ある 。 

著者 G. THorne は , アメ リカ で ぎ “ 線 虫 学 の 父 ” LF 
ば れる N. A. Cops の 高弟 の 1 人 で , 現存 する 世界 的 な 
線 虫 学者 の な か で も 第 1 人 者 で ちる 。 す で に 故人 と な っ 
G. SrriNgR や , 昨年 引退 し た J. R. 
CeRISTIE に つい で , 本 年 8 月 ウィ スコ ン シ ン 大 学 植物 
病理 ・ 動 物 学 教授 の 職 を 最後 に 第 一 線 か ら 退 か れ た , い 
わ ば 現役 で は 最後 の 線 虫 学 開拓 者 で ちる 。 そ の 研究 生活 
40 余 年 の あら だ に 集め た 線 虫 の プア プレパラート は , 種類 数 
約 2。000, 総 個 体 数 40,000 を 数 える と 言わ れ , 文字 ど お 
り 線 虫 学 の 歴史 と と も に 歩ん で きた 著者 が , 線 虫 学 と ら 
う 新 し に 科学 分 野 の と これ まで の 研究 を 結集 させ た の が 本 
書 で あり , 氏 に と っ て は 最初 に し て 最後 の 著述 で あろ う 
と 思わ れる 。 線 虫 学 を 専攻 する 学生 , 研究 者 , 研究 機関 
は も ちろ ん , PORES, (FOF, 土壌 学 な ど ほ か の 領 
域 の 研究 者 に と っ て も きわ め て 有用 な 線 虫 学 Tat 
NE CN ee 
と も 数 10 年 間 は 出 な ら の で は な いか 。 (=FT %) 


fe T. Goopey, 


286 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 第 5 巻 BAS 
会 報 | 

| 

臨時 総会 に よる 会 則 の 変更 評議 員 交 替 | 

東海 近畿 地区 選出 福田 仁 郎 評議 員 な ら び に 中 園地 


12 月 9 日 向上 会 館 に お いて 臨時 総会 が 開催 され , SH 
第 40 条 の 変更 が 議決 され た 。 出席 者 は 約 50 名 で あっ た が 
井 剣 と 討議 し あっ た 結果 , 次 の と お り 決 定 さ れ た 。 
会 則 第 40 条 本 会 の 経費 は 会 費 , 寄附 金 ) その 他 で ま か 

rectly 

正会員 お よび 準 会 員 の 会 費 は 年 額 1,000 円 BMS 

員 は 1 ロロ (年額 7,000 円 ) 以上 と し , と これ を 前 納 す 
る も の と する 。 名 准 会 員 の 会 費 は と これ を 免除 する 。 
昭和 37 年 度 の 本 学会 大 会 に つい て お 知ら せ 

昭和 37 年 度 の 本 学会 夫 会 は 日本 農学 会 大 会 分 科 会 と し 
て 昭和 37 年 4 月 1 日 より 3 日間 東京 大 学 農 学部 で 開催 の 
予定 で ある 。 また 大 会 シン ポジ ウム は 委員 長 に 右 井 象 三 
BBS ( 農 技 研 ) が 当たり 4 月 3 日 に 開催 され る が , BY 
は 共 湾 会 館 の 予定 で ある 。 

第 11 回 評議 員 会 

第 11 回 評議 員 会 は 11 月 11 日 (+) 午後 2 時 より 農業 技 
術 研究 所 と お いて 開催 され , 加藤 静夫 , (議長 ), REE 
次 』 畑 井 直 樹 , 右 井 象 二郎 , 右 倉 秀次 , 河田 覚 , 国井 豆 
B, 桑名 寿一 , 三坂 和英 , 野村 健一 , 小野 正武 , 関谷 一 
郎 』 鳥居 西蔵 , 地 訪 内 正 名 の 各 評 議員 の 上 出席 の も と に 加 
BARDS SCD D EKO ICOM THE? HMDS 
され た 。 

eM ae 

会 員 の 動静 お よび 福田 仁 郎 ・ 水 戸 野 武 夫 両 評議 員 の 他 
区 転出 に 伴う 評議 員 の 交替 に つい て の 報告 が ちあ ちっ た 。 な 
お 現在 の 本 学会 々 員数 は 名 准 会 員 9, 正会員 908, tee 
員 124, BWA, 計 1,076 名 で ある 。 

2. 協議 事項 

(1 臨時 総会 
昭和 36 年 度 補 正 予 算 案 お よび 
て 審議 する た る め 12 月 9 日 に 臨時 総会 を 開催 す 
CS 
(2) Bie EV icv Te 
印刷 費 , 通信 費 そ の 他 諸 物価 の 高騰 に 伴い ら , 学会 
費 を 従来 の 700 円 より 1,000 円 に 値上げ する と と を 決定 し , 
と れ を 臨時 総会 に は か る と と に な . っ た 。 ; 
⑧ 農学 将来 計画 答申 案 に つい て 
農学 将来 計画 小 委員 会 の 作製 し た 日本 学術 会 議 策 
6 MAE IIE AEA ICHS 2 EUR LE. 


開催 に つら て 


出水 戸 野 武夫 評議 員 の 他 区 転出 に 伴い は , 会 長 お よび 
員 の 選挙 細則 第 10 条 に より , 東海 近畿 地区 で は 山本 
氏 が , 中 国 地 区 で ( は 白神 虎 雄 氏 が それ ぞ れ 昭和 36 
度 評 議員 に 委嘱 され た 。 | 
第 19 回 例会 | 

本 会 の 第 19 回 例会 は 10 月 28 旦 (4) FREE | 
技研 で 開催 され , 次 の 講演 が あっ ate, EHO, 

1. ミ バエ 類 の 生態 一 一 特に 植物 検疫 の 立場 か ラ - 

川崎 倫 一 (農林 省 横 浜 植物 防 導 

sxx} Tephritidae 属す る 種 は 全 世 界 か 
4,000 知ら れ て いて , 熱帯 か ら 温帯 に 広く 分 布 し て に 
ミ パ バエ 類 の ほとん どの 種類 は 生き た 植物 の 組織 内 tO 
し , 幼虫 期 を そ と で 過 ど し 。, 脱出 し て 地 中 で 化身 す 才 。 
ht UCH SIC SBMIC IS RECESS SOO; 
DO, MFCHATZEIOPEPZOMMICBAT 
Hb 55. MAUPCRALOMMOS Oe, SEM! 
Kb OdsSW.K LAFF aI TN= Commi 
capitata は 45 科 200 種 余 , ミ カン コミ バエ ムク < 
dorsalis は 38 科 150 種 余 の 果実 を 食害 する 。 

REO RMI -BWICE<, 短い らい も の で も 2 カ月 内 : 
種類 と よっ て は 1 カカ ヵ年 また は それ を と えた 記録 も お 
羽化 後 栄 養 を と ら な いら に と 交 尾 , BIBLE. TAY 
バエ その 他 で は 生殖 活動 を 促進 する 栄養 は た ん ば S| 
KABLER SY BHZOMCH SCENTS 
究 で わか っ た 。 ま た ミカ ンコ ミ バ ペ バエ に 交尾 行動 を 超 
EZR UTRES EY TH OES, 1500 
以下 に 落と す と と が 必要 で あり , 温度 も 降下 させ 本 
り よ いこ と と が 観察 され た 。 ミ カン コミ パ バエ は 果実 の 
ARICA CHINL, EKMOLORIBFICHERE 
る 習性 が ある 。 1QPOSHINKS MIT ka CHES 
百 か ら 2,000 個 を と える も の まで ある 。 卵 期 , 幼 一 
と も に 短く , 幼虫 期 は 3 令 期 あ り , 3 倒 幼 虫 は 体 老 
し て 跳躍 する 性 質 が ある 。 

熱帯 産 の ミミ バエ 類 で も , 低温 【 ESS Hebe asa 
類 が あり , た と えば アフ リカ の 地中海 沿岸 が 原産 地 
DAVCwWAFF a VA TRLAEHFZICovGE se 
へ ひろがり , 現在 は ドイ ツ 』 オ ォ オースト リア ケア な ど に まで 
する よう に な っ た 。 わが 国 に 侵入 定着 の お それ の あ 
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導 っ いて 既往 の 研究 報告 に も と づい て 検討 を 加え た 。 
P 還 2 カ ィ リッ ピン に ミカ ンコ ミ パ バエ を た ず ね て 

| 加藤 静夫 (農業 技術 研究 所 
WeF-AP4 Fe ICZ 4 Y ッ ピ ン に お ける ミカ ン 
[ST ORRICO TOMES ot RAMS). 
| 文部 省 編 「 学 術 用 語 集 化学 編 」 の 増 訂 に 関す る 提 
| 案 の 公募 に つい て 

IO 5 日 付 文 部 省 大 学 学術 局長 名 で 本 学会 会 長 に 宛て 
隊 条 用語 集 化 学 編 の 増 訂 に つい て 」 の 依頼 が あっ た が 。, 
DO 要旨 は 次 の と お り で ある 。 


“ 


BN ABD BMS CE YMA DMS 
| 4 ヵ年 計画 で 調査 な ら び に 審議 を 実施 する と と に な 
放 た 。 さ し 当たり 本 年 度 は 昭和 37 年 3 月 31 日 の 期限 
秋 会 誌 を 通じ て 広く 会 員 各 位 か ら 本 書 の 増 訂 と 関す 
見 を 求め て お り ま す 。 

和牛 の < と に っ つい て の 会 員 各 位 の ど 意 見,。 と くに 改訂 す 
ae (た と えば 使用 上 具合 が 悪く 修正 を 希望 する 用 
詩 代 の 変遷 に と も な っ て 廃止 すべ き 用語, 同じ 概念 
同 話 に 対し て 表記 が 異な る た め 研 究 各 領 域 の 間 で 調整 
| る べき 用 語 な ど ) や 増補 すべ き 用 語 (た と えば 反 意 
ll 類 語 が 脱落 し て 均衡 上 補足 すべ き 用 語 , 純粋 化学 の 
較 に お ける 基礎 用 語 と し て 洩れ た も の , 応用 化学 の 各 
同 に ぉ いて 標準 化 の 必要 性 が 高く 他 の 専門 領域 の 技術 
8 放 得 うさ べき 一 般 性 の ある 用 語 な ど ) に つい て ご 意見 
P92 方 は 2 月 末日 まで に 学会 事務 局 に 提案 され た い 。 
| 日 本 学術 会 議 第 6 部 農学 将来 計画 小 委 員 会 に 対 

| する 答申 

学 会 お よび 日 本 植物 病理 学会 合同 の 農学 将来 計画 小 
周 会 は , か ね て 日 本 学術 会 議 か ら の 要請 に より , 農学 
PR at HC Dia CHANRABACSEKD, 両 学 会 の 意 
拓 ま と ぁ て 答申 案 を 最終 的 に 決定 し , 10 月 3 BENS 
2 提出 し た (本 誌 本 巻 2, 3 号 会 報 所 載 )。 EKA 
当 開 催 の 本 学会 第 11 回 評議 員 会 に と お に て も と の と と が 
型 きれ た 。 次 に 日 本 学術 会 議 第 6 部 農学 将来 計画 小 委 
隊 に 対す る 委 申 の 全文 を 掲載 する 。 

植物 保護 の 研究 と 教育 

還 本 学術 会 議 第 6 部 農学 将来 計画 小 委員 会 に 対す る 答 
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植物 病 学 

応用 動物 昆虫 学 

農薬 学 

Bi Be RS 

植物 保護 技術 近代 化 へ の 構想 
今後 10 年 間 の 重要 課題 
植物 病 学 

雇用 動物 昆虫 学 

農薬 学 

教育 の 目標 と 体制 

大 学 教育 
EOhO RBI BU BRE 
植物 保護 研究 技術 者 の 需給 関係 
現状 の 分 析 

今後 の 需要 

むす び 
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第 1 章 まえ が き 

科学 技術 会 議 話 問 第 1 号 に 対す る 答申 は 昭和 35~44 年 
の 間 に 理 工学 部 な ら び に 医学 部 関係 卒業 者 の 著 し ら に 供給 
不足 に 対し , 農学 部 卒業 者 は 全国 で 約 31,000 人 の 供給 過 
剰 が 予想 され る と し , 農学 系 科学 者 の 養成 に つら て は 学 
BalEAORMRE ADO, 要 す れ ば 縮減 じつに て も 検 
討 す る 必要 が ある と し て いる 。 こ と の 数 値 は 文部 省 か ら 出 
さき され た 資料 に よる と いう こと と で ある か ら , 文部 省 も また 
同じ 考え 方 で あぁ る と と が 推察 され る 。 一 方 文部 省 は 技術 
教育 審議 会 の 中 に 農業 教育 の 専門 部 会 を 設け て 農業 の 転 
換 に 対応 する 大 学 教育 の あり 方 の 検討 を 始め て に ら る 。 こと 
れ に 対し て 農林 水産 技術 会 議 「 教 育 問題 検討 の た め の 若 
FORK id, 昭和 45 年 度 に お らい て 農林 業 の 必要 と する 
人 員 が 大 学 農 学部 卒業 者 お よび 高等 学校 卒業 者 それ ぞ れ 
7,000 A, 63,000 人 に 対し , 就業 者 実数 は 5,760 A, 
75, 340A EAD FMEETCTP4S. 

以上 の よう に 官界 各 方 面 の 意見 は , 将来 の 農林 業 に お 
ける 人 員 の 過剰 を 暗示 し , 農林 業 斜 陽 化 の 必 杖 性 を 深刻 
に 浮き ば りさ せ て いる と 見 な けれ ば な ら な い 。 し か し 農 
林業 今後 の あぁ あり方 に つい て は , いわ ゆる 国家 的 要請 の 名 
の 下 に 天下 り 的 に 示さ れる 政策 に 因 わ れる こと と な く ,- 関 
R#ES, RAK, £OMAHOBRS 41 RAD 
ら の 積み 上 げに よっ て 上 真 選 公正 妥当 な 結論 を 導く と こと が 
望ま し ら の で ある 。 

ひる が えっ て われ われ の 専門 分 野 で ある 植物 保護 の 立 
場 か ら , わが 国 農 林業 の 将来 を 見 る と き ,。 FHOOZAHW 
ムー ド と は 程遠い 発展 と 成長 の 必 杖 性 を 強調 そ ざ る を 得 
な い 。 戦 後に と お ける 農林 技術 界 に 占め る 病害 虫 防除 技術 
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の 実績 を 今 と と に 改め て 揚 言 する 必要 は な いら に が, FR, 
要員 不足 等 の た め 防 除 技術 の 後退 と ら う 事態 が 起 る な ら 
ば , 食糧 確保 の 一 切 の 計画 は 崩れ 去る で ある ろう 。 

目 本 植物 病理 学会 お よび 日本 応用 動物 尼 虫 学会 は 日 本 
学術 会 議 策 6 部 農学 将来 計画 小 委員 会 か ら の 要請 に より , 
植物 保護 と ら う 共通 の 立場 か ら 1) 植物 保護 に 関す る 
研究 と 事業 の 現状 , 2) 今後 10 年 間 に 予 想 さ れる 重要 課 
題 に つい て 検討 を 加え , と の 上 に 立っ て 大 学卒 業者 の 需 
給 関係 , 要請 され る その 質 , それ に 必要 な 教育 課程 な ど 
の あり 方 に つい て と り ま と め た 結論 を と こと に 答申 する 。 

第 2 章 植物 保護 に 関す る 研究 の 発展 と 現状 

植物 保護 に 関す る 技術 の 確立 は 農林 業 と ら う 栽培 産業 
に と っ て 欠く と こと の で き な い 寺村 で ある 。 明治 初 年 西欧 
自然 科学 の 導入 と と も ゃ に, わが国 に お いて も 植物 病理 学 , 
SHES, 応用 動物 学 な どの 諸 研 究 が 直ちに 始め られ 
た が , 農業 技術 の 高度 の 集約 化 に 伴 な ら , その 研究 の 重 
要 性 は 年 を 追っ て に や 増し た の で ある 。 第 2 次 大 戦中 に 
お ける 過 迫 し た 食糧 事 精 下 に お に いて は も と より , 戦後 極 
度 に 狭 ゅ られ た 国土 に お に て , SBPoOMMe LMZEB 
糧 を 確保 し ょ うと いう 一 般 的 要請 に 対し , 植物 保護 技術 
の 果して きた 役割 は 実に 大 きか うっ た の で ある 。 

と の よう な 発展 は 必要 に 迫 ら れ た 必然 の 結果 で あっ て , 
その 外 機 と な っ た 諸 要 因 を 探る と 次 の よう に な る 。 

1. 栽培 技 府 の 集約 化 ま た は 天然 より 裁 培 林 へ の 転換 
に C 伴 な だ っ て 病害 忠 発生 量 と 被害 は ます ます 増加 し て きた 。 

2. 新しい 栽培 技術 , 新しい 栽培 植物 の 導入 は 必然 的 
CH LORE RORELOX HULK. 

3. Ht Ula Ae iS BAO He A AA IC A BE 
な 限り 排除 する と と を 前 提 と し , その た め に 強力 な 殺菌 , 
殺虫 剤 に よる 防除 が 必要 不可 欠 と な っ た 。 

4. 病害 虫 対策 は これ まで 江 多 の 変遷 を 重ね て きた が 
現在 で は 高度 に 発達 し た 薬 別 C と よる 防除 技術 が その 主体 
% te Leta Aw 

LOL, 薬剤 に よる 防除 技術 ゝ の 過度 の 依存 は 多く の 
系 害 を 産む と らい た っ た 。 と の よう な 技術 面 で の 矛盾 は ま 
た 植物 保護 学 に お ける 研究 体制 の 上 に も 不 均 衡 を も た ら 
ee 

農林 業 の 近代 化 は 病害 中 の 発生 と 被害 を 減少 させ , 栽 
培 を 安定 化す る と と を 理想 と する は ず で ある が , 今後 何 
ORBSEK SETORMELOLEMBT SC LRA 
じじ 誤り を くり 返す と と に ほか な ら な いし た が て 今後 
の 防除 技術 は 他 の 関連 諸 分 野 と の 緊密 な 連携 の 下 に 総合 
さながら が 

と ここ で われ われ は , 植物 保護 に 関す る 各 研 究 分 野 に お 


ける 現状 を 分 析 す る と と も に に 植物 保護 技術 な に らし は | 
する 講 科 学 の 今後 の ちあ ちり 方 に つい て も いさ さか 触れ 
た いこ 思う 。 
A 植物 病 学 
諸 外 国 に お ける と 同様 に , わが 園 の 植物 病 学 の 
の 歴史 的 経過 も また 植物 疾病 の 原因 の 追及 , す 尋 
病原 学 的 研究 か ら 始 め ら れ た 。 こ と れ は 病原 微生物 
く は 主 に 糸状 菌 ・ 細 菌 , 最近 は ウイ ルス を 含む ) 
類 ・ 同 定 の 研究 で あり , また 疾病 の 診断 学 的 研究 
あっ た 。 と の よう な 研究 は さら に 病原 微生物 の 8 
生態 学 的 研究 へ と 進み , つい で 病害 防除 > と 発展 
病害 防除 の 手段 と し て は 古く か ら 薬 剤 散布 法 が 紀 
た が , と の 技術 は 戦後 特に 目覚 まし い 発 達 を と 
る 殺 苗 剤 の 進歩 に よっ て 拍車 を か けら れ , その 使 ) 
CBS SARC ko CREME ERE LY 
と れ と 平行 し て 病害 発生 の 生態 学 的 研究 の 進歩 @ 
て 発生 予察 (特に イネ いも ち 病 ) i 
と の よう に し て , 普通 作物 , 園芸 作物 に お ける 
防除 技術 は 。 特に イネ を 主体 と し て 逐次 確立 され | 
た 。 こ と の こと と は 昭和 29 年 以降 の 連続 的 豊作 を も だ | 
た 重大 な 要素 で ある と と は 周知 の と お り で ある 。|| 
と の よう な 薬剤 の 駆使 に よる 防除 技術 の 向上 1 
UTC, HRM O APBD KIC 2 OPES HT EL 
の 育成 に 貢献 し , BME LEMLCCORMOR 
著しい 進歩 を 見 せ て ら る (ムギ 類 さ び 病 うど ん 
ジャ ガイ モ 疫 病 な ど )。 ウイ ルス 病 に つい て は (前 
か ら 甘 縮 病 が 昆虫 に よっ て うつ され る と と の 発見 | 
機 と する 先駆 的 な 研究 が 行なわ れ た に も か か わ 紀 | 
な が ER 
ら 脱 し きれ ず に いる 。! し か し 最近 タツ イル ス 病 に 向 
れる 研究 力 は 急激 に 増大 し , 一 部 で は すでに 抗 列 | 
ス 物 質 の 探索 に さえ 着手 し て いる 6 | 
戦後 に お ける 植物 病 学 の 急速 な 進歩 は 。 一 方 
て 栽培 の 集約 化 に た ともなう 病 害 激 化 に 対応 する 当 
結果 で ある が , 他方 に は 植物 病 学 研究 陣 が 増強 き 
れ ぞ れ の 研究 が 分 化し て 専門 的 に 深め られ た 結果 
ある 。 有機 谷 成 殺 菌 剤 の 出現 は と の よう な 進歩 を 
た 第 一 の 原因 と らい える が , 戦後 と お ける 微生物 学 
化学 ・ 菌 類 遣 伝 学 の 急速 な 進歩 は 植物 病 学 に お 大 
し い ぃ 研究 場 面 の 開発 に 大 き な 動 機 と な っ た と と も 
で あり , と これ に よっ て 菌類 の 代 席 経路 , KHED 
が 逐次 明らか に され て , 病原 性 一 抵抗 性 の 解明 , 
物質 の 殺菌 剤 と し て の 利用 , 菌類 毒素 の 植物 生 
し て の 利用 な どの 道 が 開か れ て 来 た 。 抗 生物 質 の 
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半 経 路上 た に お ける 作用 点 の 決定 は 新しい 殺菌 剤 開発 
| 司 能 性 を 示 吹 し て いる 。 

| 次 イル ス 病 に 関し て は 特に 最近 血清 学 的 手法 , 電子 
| 隊 鏡 技術 な どの 利用 が と の 方 面 の 研究 に 進歩 を も た 


交 が 国 に お ぉ ける 応用 昆虫 学 は 明治 初期 か ら 中 期 に か 
HOEL し て 純正 昆虫 学者 の 手 に よっ て 育成 され た が , 
衛 30 年 代 に 至り 中 央 と 地方 に お ける 農業 研究 機関 の 
癌 の 整備 を 契機 と し て , よう や ゃ やく 農学 の 一 分 野 を 形 


| 一 防除 技術 は な お 初歩 的 段階 に 低迷 し て いた 。 

| 昭和 に 入っ て か ら , 害虫 の 発生 機構 , 殺虫 剤 の 作用 
HHS S01 AMAA Lo っ た 現代 に お ける 諸 研究 の 
| 華 的 研究 が 台頭 し , それ は や が て 戦時 下 に お ける 農 
術 の 一 大 支 相 を な す に 至 ろ た の で ある 。 特に と の 
SoC, 病害 虫 発生 予察 事業 が 発足 し た と と は , 
| 財 見 中 学 の 一 つの 技術 的 成果 と し て 銘 記 され な けれ 
ces 

BRC SRATARRLMO HH, 害虫 の 発 
PRR ORE LTA HE っ て 防除 技術 。 ひ いて は 
! 業 技術 一 般 に 大 き な 影 響 を 与え ず に お か な か っ た 。 
CAIN FFA YOMAILAO Bi A RH © AYE IT 
|) RICHIE RET ZOKBUSKOTHS, L 
ABH, われ われ は 殺虫 剤 多用 の 必然 的 結果 と し 
「 装 然 界 と に お ける 生物 相 の 変調 に よっ て 起 る 予期 し な 
BROKRA, 殺虫 剤 抵抗 性 害虫 の 出現 と いう 新た 
困難 に 直面 し ょ うと し て いる 。 か く て 多く の 学者 や 
術 者 が その 対策 と 抵抗 性 の 発現 機構 の 解明 に 動員 さ 
THEY, この 農薬 へ の 依存 度 を ます ます 高め る と い 
環 在 の 技術 的 傾向 は , も は や ぬき さ し な ら な い 状 能 
翌 ち 至っ て ら る 。 と れ を 打開 する た め に は 天敵 の 利 
8 四 か 抵抗 性 品種 の 育成 な ど , 農薬 に 頼ら な い 防 除法 
確立 が とこ と れ まで に も 増し て に よい よ 強 く 要 請 さ れる 
方 中 立ち 遅れ の 昆虫 病理 学 を 進展 させ る と と に よっ 
微生物 に よる 防除 法 の 開発 を も 行なう 必要 が ある 。 
だ 近年 植物 ウイ ルス 病 媒 介 慣 虫 の 問題 が 農業 の あら 
る 分 野 で 重大 化し っ つつ ある 。 現在 植物 ウイ ルス 病 の 
除 に つい て は 媒介 昆虫 の 駆除 に 力点 が お か れる と い 
RRPSAT, われ われ は 当然 の 帰 意 と し て と の 方 
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面 の 研究 に も 主力 を さか な けれ ば な ら な い 。 

と と ろ で こと これ まで の わが 国 に お ける 応用 慣 虫 学 の 成 
果 の 多く は 稲作 害虫 を 中 心 と し た も の で あっ て , 森林 ・ 
果樹 ある らい は 牧草 を 対象 と し た 分 野 で は か な り の 遅れ 
を 見 せ , 同定 ある に い は 分 類 学 的 な 仕事 も 多く と り 残 さ 
NZ EW sa TCHS. 

次 に 有害 線 虫 の 問題 点 に ふれ て 見 よう 。 ネ マト ー ダ 
に 関す る 研究 は 昭和 初期 以来 僅か な が ら 行 な われ て 来 
た が , 近年 畑作 振興 に 伴 な っ て その 重要 性 が 急速 に 認 
識 さ れる に 至っ た 。 公 立 農事 試験 場 あ る に は 大 学 に お 
GERRFOMRARZAKED Cit 5 ZUAFKEOMA 
に あり , また 昭和 34 年 度 か ら 開 始 さ れ た 農林 省 の 土壌 
線 虫 対策 事業 に よっ て わが 国 に お ける 線 虫 の 種類 や 生 
態 が よう や く 明 ら か に な りつ つ あ る 。 研 究 の 進展 に 伴 
な っ て 明らか に な っ た 第 1 の 点 は , 線 虫 の 被害 は 単 
畑作 物 に 限ら れる も の で な く , 果樹 ・ 林 木 ・ 和 桑園 ・ 草 
地 に お いて も 極め て 重大 で 多 ぐ の 問題 を 含ん で に る と 
いう と と で ある 。 一 方 殺 線 虫 剤 の 進歩 は 線 虫 防除 の た 
め の 土 壌 煙 蒸 と に ら う 新しい 技術 を 生み 出し た が , と と 
で も 土 性 に よる 効果 の 差異 ・ 作 物 へ の 薬害 ・ 注 入 機 械 ・ 
立 毛 処理 な ど と いっ た 新しい に 問題 が 提起 され て い に る 。 
また 線 虫 学研 究 に お ける 特異 な 一 面 と し て , 線 虫 と 他 
の 病原 特に ウイ ルス ・ 細 菌 ・ 和 糸状 菌 と の 関連 に よっ て 
起 る と 推定 され る らい わ ゆ る コン プレ ックス 病害 の 問題 
が 起 っ て お り , と れ は 線 虫 学 と 植物 病理 学 と の 緊密 な 
連携 の 必要 性 を 強く 示し て いる 。 

最後 と われ われ は こと れ ま で の 害虫 防除 法 の 常 道 を 克 
服 し , 飛躍 的 に 進歩 し た 近代 諸 科 学 の 臣 果 を 取り 入れ , 
新しい 防除 法 の 開発 に 力 を 尽 す さき で あろ う 。 た と え 
ば アメ リカ に お いて は 放射 能 の 利用 に よる 害 忠 防除 に 
成功 し て に る し , また 害虫 の 誘引 物質 の 利用 に つら いて 
も 研究 が 進め られ て いる 。 


C BRS 


Beth PoBKRRAA, RuvEF-RREOR 
機 殺 菌 剤 , TESS, WhRAKEEOMRREALER 
aL, 有機 化合 物 ど し て ば ニコチン リピ レト リン ロロ 
テ ノ ン , マシ ン 油 な どの 天然 産 和 殺虫 刑 が 用 に いら れる 程 
度 で , 有機 合成 化合 物 と し て は 僅か に 数 種 の 有機 水銀 
化合 物 が 種子 消毒 用 と し て 存在 し た に 過ぎ な い に 。 そ し 
て その 適用 場面 は 果樹 そ を さら の 病害 虫 防除 が 主体 を な 
es 

と の 低迷 時 代 は 1940 年 を 以 て その 時 期 を 画 し 。 スイ 
ス に お ける DDT の 発見 を 契機 と する 各種 有機 塩素 剤 
OEAYOMRICMART SRA ARAM EOG 
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RRA, HSA TAO MMMM EA OA A ichas S 
SMO FA RAIS ED GBA EAA O irc hs Sh SB ICE 
0D, いわ ゆ @ る 有機 合成 新 農 薬 の 創製 時 代 に 入っ た 。 こ と 
れ ら 多種 多様 の 新 農薬 は 急速 と わが 園 の 農業 に 導入 さ 
れ , 特に 稲作 病害 虫 の 防除 に 画 期 的 な 効果 を 収め , FH 
作 栽 培 の 向上 と 究 定 化 に 重要 な 役割 を 演じ つつ ある こと 
と は 周知 の と お り で ある 。 こ と の よう な 新 農 薬 の 創製 研 
FE ld BIC HERO AH RROD OAITIEESS, 2, 
4-D £HO LT ZREAIOBE REBAR A 
HAIG We DaD -E DB, DBCPmeonk 
PD Hy BLIC K 5 CHEE REE DSR D> 1 CHE RUE O A 
由 度 が 著しく 拡大 され る な ど , 農薬 の 新しい 応用 面 が 
開拓 きれ て その 用 途 が 広汎 多岐 と な り , 一 層 今 後に お 
ける 新 応用 分 野 の 発展 が 期待 され て いる 。 

と の よう に わが 園 に お ける 農薬 の 生産 技術 や 適用 技 
術 は 著 し ら 発展 を と げ , これら に 関す る 研究 体制 も 急 
速 の 進歩 を 見 た が , な お 早急 に 解決 を 要する 重要 問題 
も 少な く な に い に 。 た と えば 各種 新 農薬 の 人 畜 に 対す る 毒 
性 の 軽減 , 防除 法 未 確立 の 病害 是 に 対す る 新 農 薬 の 創 
製 開発 , 一 層 安 価 に し て 薬 填 の 少な らい 土壌 農薬 の 探索 
な ど が どれ で ある 。 また 天敵 な どの 有用 動物 に 無害 な 
選択 的 作用 を も つ 新 農薬 の 出現 も 強く 望ま れる と とこ と ろ 
CHO, 薬剤 に 対し て 抵抗 性 を 獲得 し た 病害 虫 に 対す 
る 処置 も また 重大 化し っ つつ ある 。 CHOEOKRN RICH 
し て は , KKIC BO ZEBEARAMEMOLTZS 
彩 な 新 農 薬 の 創製 開発 研究 に 大 きく 期待 され る と と に 
変り は な らい が , 近年 わが 国 に お らい て も 攻 く 創製 研究 の 
機運 が 生ま れ , 農薬 用 新 抗生 物質 と し て イネ の いも ち 
病 治 療 剤 ブラスト サイ ジン S を 開発 し た 先駆 的 業績 , 
既存 農薬 の 使用 形態 の 改良 に よる 新 応用 面 の 開発 研究 
な ど が あっ て , わが 園 の 研究 が 問題 の 解決 に と に か な り の 
希望 を も た せる に 至っ た 。 

し か し 従来 の に ら わ ゆる 新 農 薬 は すべ て 海外 諸国 研究 
者 の 創 抽 に か か る も の で あり , わが 国 で 開発 され た 新 
薬 は ほとん ど そ の 例 を 見 な いらい 実状 な どか ら , わが 国 に 
お ける 農薬 の 研究 は その 改良 と 利用 に 追わ れ , 創製 に 
関す る 研究 体制 は 著しく 立ち 遅れ て いる 。 直 面 す る 諸 
間 題 の 抜本 的 解決 策 と 考え られ る 新 農薬 の 創製 研究 体 
制 を 早急 に 整備 強化 する た め 総 合 的 農薬 創製 研究 機関 
を 設立 し , 低 毒 性 に し て わが 国情 に 適合 する 国産 新 農 
薬 の 育成 を 図る と と が わが 国 の 農薬 研究 部 門 に 課せ ら 
れ た 刻 下 の 急務 と 考え られ る 。 

防 陰 機 具 

防除 機具 の 発達 は その まま 防除 技術 発達 の 側面 を 物 
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語っ て いる 。 病 害虫 の 防除 が 個人 か ら 和 集団 に 移 得 
IC Lic Bo RRA & AAMC Mle, 薬剤 の 形態 
RCL ESICMBR: TAR BBR- ROR 
Wik As Bets E LA & BML ot. S SICH 
園芸 振興 に 伴 な ら ス ピー ドス プレ ー ヤ ャ ヤー あるいは 
注入 機 な ど が 出現 し た 。 と の よう な 防除 機 真 の 進 
関連 する 基礎 科学 の 発展 と 呼応 する も の で ある 
に SCS 
E 植物 保護 技術 近代 化 へ > の 構 息 | 
植物 保護 技術 の 近代 化 は 一 般 農 業 技術 の それ さ | 
離し て 考え る 訳 に は に か な いら い が , WDOSBRR 
ee 


想 に よっ て 貫 ぬ か れ て いる 現状 は , 技術 の 近代 1 
っ た も の と は 断じて に いえ な い 。 

も し 農業 技術 に 関す る 研究 目標 ある い は 研究 
政治 的 要請 の た め に それ ぞ れ の 産業 ある に は 作 
内 で 設定 され る と らい うと と に な る と , 各 産業 分 
た り 横 断 的 な 拡がり を も つ 植 物 保護 技術 な に UE 
ik; その よっ て も っ ぅ て 立つ 共通 の 基 鼓 を 失 な う 
な る 。 い うま で も な く 植 物 保護 技術 は その 発展 の 
に 独自 の 方 法論 を も つも の で あっ て , 他 の 研究 分 
と 従属 する と と は 全体 的 に 見 て 返っ て マイ ナス え 
果 し か あげ る と と が で き な い 。 狐 に 植物 保護 技術 
礎 的 分 野 を 発展 させ る た め に は より 基礎 的 な 研究 

ヽ を 見 出す 必要 が ある 。 と の よう な 認識 の 上 に 立 人 ラ 
れ わ れ 尼 始め て それ ぞ れ の 産業 分 野 に お ける 技術 
合 に 参加 し , 寄与 する と と が で きる も の で ある 

以上 述べ た 構想 の 妥当 性 は 明治 以降 の 技術 東 が 
を 明示 し て らい る の で あっ て , それ な くし て は 植物 
技術 の 近代 化 は 考え られ な い 。 

第 3 章 今後 10 年 間 の 重要 課題 
第 2 章 に お らい て 農林 業 の 近代 的 発展 の た め に 病 守 

除 は 極め て 重要 で ある と と お よび 研究 と 技術 の 現状 
5S LéoELeECRAHOCEARAULK. TOE 
認識 や 反省 の 上 に 立 っ て 今後 10 年 間 の 重要 課題 を と 
げ る と 次 の まう に な る 。 

A 植物 病 学 

植物 病 学 は 病原 学 的 研究 が 開始 され る よう に ぉ 
始め て 近代 科学 と し て 発展 の 緒 で つい た だ どい えさ 
それ か ら 研 究 方 法 の 上 で 幾多 の 変遷 と 分 化 を 重 を 
今日 で は 殺菌 剤 の 発展 に 伴い 研究 者 の 多く が 薬 有 
に 関す る 研究 に 集中 し , と れ と 対照 的 に 病原 菌 
同定 に 従事 する 研究 者 の 数 が 甚だ し く 減 少し て に 
一 方 対象 病害 別に 見 る と 稲作 病害 の 研究 に 重点 ヵ 


119614612 5) る 


[だ た めこ の 方 面 の 研究 は 高度 に 発展 し , と れ を 追っ 
| 他 の 普通 作物 ・ 園 芸 作物 の 空気 ・ 雨 種子 伝 絢 性 病害 
| つい て 多く の 成果 だ が あげ られ て いる 。 し か し 畑作 物 
JEW AA, Fc dec oe + HEMI He « Bere mers XI 
『 る ウイ ルス 病 に つい て は 今後 開発 され る べき 多く の 
[ 題 が 残さ れ 森 林 ・ 牧 野 の 病害 に つい て は 病原 菌 の 同 
[が 進め られ て いる 段階 に 止ま っ て いる 。 稲作 病害 の 
| 要 性 は 今後 も 失 な われ る も の で は な いら が , 農 ・ 林 ・ 
| 国 芸 ・ 茶 ・ 畜 産業 の 全般 を 通じ て 今後 の 健全 な 発 
| を 期待 する た め に は , BURCH SUELO BATE 
[是正 し な が ら 今後 の 重要 課題 を 処理 し て 行か な けれ 
fr な ら な い 。 


用 病 守 の 病原 上 の 多く は すでに 同定 され て 
[計る が , 赤 林 病害 。 殺 料 作物 病害 に つら て は 病原 男 


容 後 に 残さ れ た 問題 が 多い 。 植 物 病 原 ウ イル ス に 関 
や て は 生物 検定 法 ・ 血清 学 的 方 法 な ど と よる 同定 方 
深 の 確立 と 同 陸 に , 国内 に 存在 する ッ ウイ ルス 病 の 整 
理 を 急ぐ 必要 が ある 。 病 原 の 分 類 学 は 国際 的 な 基 般 
を 立っ て 絶え ず 進 歩 に 即応 し な く て は な ら な い 。 
= 病害 発生 機 橋 
| 生生 草 の 生 上 態 学 は 宿主 一 寄生 者 複合 体 の 生態 学 へ 
村人 冠 民 し な く て は な ら な い 。 と の 考え 方 は 病害 発生 
機 箕 を 究明 する 上 に も , 和 宿主 - 寄 生 者 問 の 相互 作用 に 
村 く 病原 性 ・ 抵 抗 性 の 機 作 の 解明 の 上 に も , REM 
の 効力 判定 の 上 に も 役立つ で ある う 。 病 害 の 発生 を 
FRISCLi, 他 の 諸 科 学 と 同様 に と の 命題 の 究 
極 と な る 。 と これ は も ちろ ん 個体 上 と に お ける 発生 機構 
WikEST, 流行 病 と し て 取り 扱わ れる さき で ある 。 
| に の 方 面 の 研究 は イネ ・ ム ギ 類 の ほか , 果樹 病害 
(つい て も 早急 に 着手 され な く て は な ら な い 。 
ウイ ルス 病 

分 類 ・ 同 定 の 研究 は 重要 で ある が , と れ と 平行 し 
THES) EE tht D ARE & BAUR + MEER « HERE RIO TE 
+t ( 球 , 塊 根 , BREST) の 無毒 化 ・ 化 
学 療 法 な ど 積 極 的 な 防除 技術 の 開発 が 必要 と な る 。 
. ARR 

と の 種 病害 に 対し て は 土壌 殺菌 剤 の 開発 が 必要 で 
ある が , と これ と 平行 し て 生態 学 的 研究 , 特に 土壌 環 
境 』 Me HEC ORM, 他 種 土壌 微生物 と の 社会 的 
座 渉 な どの 研究 に より 防除 法 を 開発 し な く て は な ら 
な い 。 
. RR OAM Ht e AME AO BD 


eee ge ieee eK. 
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作物 の 栽培 品種 の 変遷 ・ 新 品種 の 導入 に 伴 ら 病原 
HOP LORRBMRI SZC LSMATHRMS Ne 
く て は な ら な い 。 TH AXE EORRBICOWT 
は 国際 的 規模 の 連絡 研究 を 進め る 必要 が ある 。 そ の 
成果 は 育種 学 と の 交流 に より 技術 面 に 役立て な けれ 
ば な ら な いら 。 
6. 化学 療法 
殺菌 害 は 単 記 殺菌 効果 が 高い だ け で な く , 植物 に 
薬害 が だ なく, 加え て 生長 促進 的 効果 が ある と と が 憧 
まし い 。 直 接 殺 菌 力 は 低く て も , 植物 に 生長 促進 的 
で か つ 抵 抗力 を 与え る も の も 理想 的 で ある 。 予防 効 
果 だ け で な く 治 療 効果 も 高く , ARBOR TE 
が 望ま れる 。 最近 の 殺菌 剤 は 特定 病害 に 特 効 的 に 作 
用 する も の が 選ば れ て 来 た 傾 向 が あり , と の よう な 
作用 の 特異 性 に つい て の 解明 は 新しい 殺菌 剤 の 開発 
に 役立つ で あろ I. 
7. 新しい 防除 技術 の 開発 
従来 病害 防除 法 と し て は 薬 痢 防除 に 重点 が お か れ 。, 
と の は ほか 抵抗 性 品種 の 利用 ・ 栽 培 法 ・ 栽 培 環 境 の 改 
善 ・ 伝 染 源 の 除去 ・ 逃 避 ・ 輪作 な ど 色 々 な 技術 が 組 
み 込 まれ て きた が , 農業 の 近代 化 に 伴 な ら に 簡素 化 , 
また は 大 規模 化 さ れ た 防除 技術 の 開発 が 期待 され る 。 
応用 動物 昆虫 学 
第 2 章 で 述 さ た よう は こと こと, れ ま で の 害 中 防除 技術 な 
い し 応用 昆虫 学 に お ける 主要 課題 の 多く は 稲作 害虫 を 
対象 と し た も の が 多 ら に ら 。 LOL, と の 方 面 の 研究 に よ 
っ て 得 ら れ た 成果 は その まま 他 の 分 野 の 研究 開発 に 大 
きく 役立っ た の で ある 。 
森林 ・ 果 樹 ・ 牧 草 あ る らい は 家畜 を 対象 と し た 応用 尾 
虫 学 的 研究 は , 和 作 ある い は 普通 作物 の 分 野 で な し と 
げ ら れ た 研究 レベ ル に まで こと これ を 人 乱 速 に 高め る 必要 が 
ある 。 特 に ダニ 類 ・ ネ ズミ 類 に 関す る 広範 な 研究 ,, あ . 
る い は 牧草 に お ける 害虫 相 の 調査 等 は 直ちに 開始 すべ 
きき: で ある s 
と と に 応用 昆虫 学 に お ける 一 般 的 課 
項 を 取り あげ た い 。 
1. 昆虫 の 発生 機構 
関係 諸 科 学 の 総合 的 ある に は 分 析 的 研究 は ,- Ba 
の 発生 機構 を 明らか に し , その 発生 予察 法 の 確立 を 
ARIS S CHAD. Hit, 森林 ある に は 果樹 画 に 
お ける 害虫 発生 機構 の 解明 は 今後 重視 され な けれ ば 
な の な be 
2. 殺 下 剤 の 作用 機構 
農薬 の 作用 機構 ある らい は 選択 毒性 の 研究 , 農薬 に 
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対す る 抵抗 性 昆虫 の 出現 機構 な ど を 明らか に し て , 
その 対策 を 樹立 する 。 
3. 生物 的 防除 法 
ヤノ ネ カ イ ガラ ムシ 等 重要 害虫 の 天敵 を 探索 する 
一 方 ,。 ます ます 多様 の 傾向 を 示す 農薬 と 天敵 の 利用 
を どの よう に 調和 させ る か が 大 き な 問 題 で ある 。 ま 
た ウイ ルス ・ 細 菌 ・ 糸 状 菌 お よび 原生 動物 な ど を 利 
期し た 害虫 防除 の 可能 性 に つい て も 研究 を 開始 する 
必要 が あろ 3 う 。 
4. 植物 ウイ ルス 媒介 昆虫 の 研究 
ッ ウイ ルス 媒介 昆虫 の 研究 は わが 園 で は 主として 植 
物 病理 学 の 分 野 で 取り 扱わ れ て 来 た が , 今後 は 応用 
昆虫 学 の 側 で も 積極 的 に 取り あげ な けれ ば な ら な い 。 
5. 有害 線 虫 に 関す る 研究 
種類 の 同定 , MHOAM SC SU ICHMHARE, 
作物 の 線 虫 抵抗 性 機 作 の 解明 , 土壌 煙 蒸 と 立 毛 処理 , 
果樹 ・ 林 木 ・ 和 桑園 ・ 草 地 に お ける 線 虫 問題 , コン プ 
レッ クス 病害 (ウイ ルス 伝播 者 と し て の 線 虫 , RH 
と 立 枯 病菌 と の 混合 感染 な ど ) が 今後 の 重要 研究 課 
題 さ な る 3 う 。 
6. 有害 動物 の 研究 
近年 被害 の 多 ら ダニ = 類 , 畑作 ・ 森 林 ・ 牧 野 な ど に 
お ける 鳥獣 害 の 防除 に 関す る 研究 も 更に 充実 する 必 
, 要 が あろ 3 う 。 
7. 新 防除 法 の 開発 
と れ ま で の 害虫 防除 法 に と ら わ れる と と な くさく, 放 
射 能 の 利用 , 強力 な 誘引 物質 の 利用 あるいは 忌避 剤 
の 利用 等 新 し ら 防除 開発 の 可能 性 を まず 検討 すさ き 
CH 4c 
農薬 学 
iis 2 Hic Bis CHIH LL BD, 農薬 研究 の 問題 点 
は 強力 な 各種 農薬 (有効 成分 と し て 120 余 種 ) の 著 し 
いらい 普及 発達 に 伴 な っ て 生ずる 種々 の 副 次 的 障害 の 除去 
を 始め と し て 極め て 複雑 多岐 に わた る 。 し た が っ て こと 
れ に 対処 する た め の 今 後 の 重 要 課 題 も また 広汎 多種 に 
わた る が , 農薬 の 効率 的 宏 全 利用 お よび 新 農薬 の 創製 
選 関 する 研究 に 2 大 別 す る と と が で きよ 3 う 。 
1. 農薬 の 効率 的 安全 利用 
農薬 の 普及 に 伴 な っ て ひき 起 さ れる 諸 問 題 に 対処 


し , 更に 新 し いら 応用 面 の 開拓 を 図り , 生産 の 合理 化 , 


品質 の 保持 向上 に 努め , 一 層 効 率 的 な 使用 法 を 生む 
た め の 研 究 は 不断 に 続け られ な けれ ば な ら な い 。 こ と 
れ に 包含 され る 重要 研究 項目 を 列挙 すれ ば 次 の と お 
の で ある 。 


(a) KRBRORMRUORE 

(b) 薬剤 に 対す る 抵抗 性 病害 虫 の 対策 

(c) 農薬 の 効率 的 使用 法 の 改善 

(d) 農薬 生産 技術 の 合理 化 

(e) 農薬 品質 の 保持 向上 

(f) 使用 形態 の 改良 | 
2. 新 農薬 の 創製 

今後 最も 重点 の お か れる さ べき も の で , その 前 
な す も の は 低 毒 性 で ある と と で あり , 従来 の 有 
薬 を で きる だ け 低 毒性 に 導く と と も に , 防除 活 
完全 ちる い は 未 確 定 の 病害 虫 対策 と 対し て 優 
農薬 を 開発 する と と を 主眼 と する 。 と の 研究 
の 基礎 と な る 農薬 の 作用 機構 に 関す る 基礎 的 5 
BELL, 広く 化学 , 物理 学生 物 学 ) WA 
Hs, 植物 病理 学 医学 な どの 専門 分 野 の 協 
けれ ば ば ならない に 。 と これ に は 次 の よう な 研究 項目 
まれ る 。 i 
(a) 低 毒 性 新 農薬 の 創製 (人畜 毒性 の 排除 
(b) cums | 


第 5 巻 gi | 


動物 の 被害 除去 ) 
Cc) 高 性 能 新 農 薬 の 創製 ( 立 毛 処理 の 可能 
殺 線 虫 剤 。 有力 な 新 土壌 殺菌 列 や 除草 弄 
(d) 防除 法 未 確 立 の 病害 虫 に 対す る 新 農 薬 
製 ( 抗 ク ウイ ルス 性 物質 , 誘 引 剤 , RET 
、 以 上 を 総 手 し て , 作物 の 面 か ら は イネ 以外 に 園 革 
Hh, 畑作 物 関 係 に 比重 が 加わ り , 研究 方 法 の 上 か ら 
薬 の 化学 ウイ ルス 病 学 , 土壌 微生物 学 , Bales 
る い は 昆虫 生理 学 が ます ます 重要 の 度 を 加え る も の 
殿 さ きれ る 。 
第 4 章 教育 の 目標 と 体制 
病害 虫 に 関す る 学 間 お よび 技術 が 近年 長 足 の 進 示 
げ , わが 国 農 林業 の 発展 に と 大 きく 寄与 し た と と に る 
は 既に くわ し く 述 さ た 。 WICC ORE RAS SR 
は 農 杯 業 技術 の 中 心 的 主 動 的 地位 を 占め る に 至り 
な くし て は 一 切 の 農林 業 技術 の 今後 の 展開 が 期待 で 
らい と と は 識者 の 多く が 認め て ら る と と る で ある 0 
味 に お いて, と の 方 面 の 学問 技術 の 進歩 に 貢献 する 
な 研究 者 技術 者 の 出現 が 今日 ほど 強く 要望 され る と 
な い 。 言葉 を か えれ ば , 将来 に お ける こと の 方 面 の 堂 
術 の 躍進 は 如何 に し て 人 材 を 養成 する か と いう 教育 
ho 
今後 の 教育 の 目標 な ら び に 体制 に つら て 論 を 進 る 
hone 
A 大学 教 育 
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i] 
}L961 4" 12 5 る 


POAC SU TiS, 病害 虫 に 関す る 専門 教育 は 主 に 
靖 の 農学 部 に お いて 行なわ むれ て いる が , 現状 の 大 学 
Git RUTH Nd HOM ICH &OTHAID, 
[EXER OD BLRO KEI L, 今後 の あり 方 に 
上 A て 述べ て みょう 。 

(a @ 


FCBO, その 包括 する 学問 領域 は 極め て 広範 囲 に 
PESLE RIC, その 内 容 も 複雑 多岐 に わた っ て いる 。 
上 ひる が えっ て わが 国 の 大 学 教育 の 現状 を みる と , 

| 因 と ん どす べ て の 大 学 に お いて は 広く 農学 また は 林 
PEAR ORGAO TC, 極め て 僅か に 病害 虫 に 関す る 
i sco cs 0 elton 
| 引 病 害虫 に 関す る 講義 実習 の 占め る 割合 は す と ぶる 
Eo, し た が っ て 将来 は も ちろ ん 現在 と お いて すら , 


He Cid 7EL>, , 

| また 現在 の 大 学 に お ける 植物 保護 学 関係 の 教育 に 
| お いて は , 植物 学 ・ 動 物 学 ・ 生 物化 学 な どの 基礎 的 
PERICBAS SAA MEMS NTH BRS AD 
JBC Roo COLI TAMHEMOMMEREDK 
PHD AS 1. KMD —OCH ST LAER E Y 
PEC DAME VME NTO ZLETATH aio K 
[PR BORIRICED SCNOOKMEBES SKY 
id, 今後 の 大 学 教育 は 基盤 と な る 農林 業 に 関し て 
本 広い 視野 と 知識 と を 与え る と と は も ちろ ん で ある 
診 病 害虫 な ら び に 農薬 に 関し て か な り 徹 底 し た 専 
BSL SLE OIC, 基礎 的 学問 に つい て も 赤 
容 な 考慮 を 払う さき で ある ろう 。 

fl 度 

Lb ら さ わが国 の 大 学 の 現在 の 制度 の 下 に お いて , 
塵 の よ ょ うな 理想 的 な 教育 を 行 な に 得る で あろ る うか 。 

貴 壇 な が ら 現 状 で は この 問 に 対す る 答え は 誠に 悲観 
較 な も の < な ら さ る を 得 な ら 。 ほ と ん どす べ て の 大 
準 に お いて は , 病害 虫 関係 の 講座 また は 研究 室 は 1 
ALERASICILED, また 研究 費 ・ 研 究 施 設 ・ 教 
言 組織 と も に 貧困 を 極め て に る 。 と の よう な 劣悪 な 
覆 御 の 下 で 上 述 の よう な 理想 を 実現 する 教育 を 行 な 
うこ と は も こと より 不可 能 で ちあ ちろ う 。 し た が っ て 将来 
で お ぉ いて は 病害 虫 関係 の 講座 また は 研究 室 を 一 つの 
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大 学 に 少な く と も 5 へ 6 程度 に まで 拡大 し , 施設 人 
員 と も 充実 する 必要 が あろ う 。 特 に 現在 各 方 面 で 要 
望 さ れ て いる 植物 ウイ ルス 病 ・ 植 物 寄 生 線 虫 ・ 農 薬 
に 関す る 講座 の 増設 は 早急 な 実現 が 望ま れる 。 
次 に 問題 に な る の は 大 学 に お ける 学部 学科 の 編成 
と 病害 虫 に 関す る 教育 と の 関係 で ある 。 わが 国 の 大 
学 に お いて は 病害 虫 関係 の 研究 お よび 教育 は 農学 関 
係 と 林 学 関係 と に 分 離さ れ て 平行 し て 行なわ れ て お 
り , その 間 の 連絡 は 必 ら ず し も 充分 と は に えな い 。 
一 方 , 植物 学 ・ 動 物 学 ・ 生 物化 学 な どの 基礎 的 学 
問 に 関す る 研究 教育 は 多く の 場合 他 の 学部 が 担当 し 
病害 虫 に 関す る 教育 の 改善 策 の 実施 を 困難 な も の に 
し て いる 。 病 害虫 に 関す る 教育 の 立場 か ら み る な ら 
ば , 大 学 の 学部 学科 の 現在 の 編成 は 相当 大 規模 に 改 
変 さ れる さき で あろ う 。 
B その 他 の 機関 に お ける 教育 
病害 虫 に 関す る 教育 は 農業 短期 大 学 ま た は 農業 高校 
に お いて も 行なわ れ て お り , 過去 に お に いて は と これ ら の 
教育 機関 か ら も 優れ た 研究 者 技術 者 が 出 な か っ た わけ 
で は な い 。 し か し 現在 で は 既に これ ら の 教育 機関 に お 
いて 病害 虫 に 関す る 専門 教育 を 行なう と と は 困難 な 捧 
態 に 立ち 至っ て いる と いえ よう 。 将来 これ ら の 教育 機 : 
関 を 経て 病害 虫 の 専門 家 と な る ろう と する も の の た め に 
は , 適当 な 再 教育 を 受け る 機会 が 与え られ る と と が 和希 
望 さ れる 。 
病害 虫 に 関す る 学問 は その う 豊 宮 な 内 容 か ら 見 て 近代 
自然 科学 の 諸 分 野 の 中 で 最も 魅力 的 な 学問 領域 の 一 つ 
で ある と と は われ われ の 確 く 信じ て 疑 わな ら と と ころ で 
ある 。 われわれ の 抱く 教育 の 理想 が 一 日 も 早く 実現 さ 
れる よう 国家 社会 の 深い に 理解 と 限り な に 協力 と を 心 か 
ら 望 ん で や まな い 。 
第 5 章 植物 保護 研究 技術 者 の 填 給 関係 
策 4 章 に お らい て は 病害 虫 に 関す る 教育 が 今後 如何 に あ . 
る さき か を , その 内 容 と 体制 と の 両面 か ら 論 じ た 。 そこ と 
で 次 に 生ずる 問題 は , 病害 虫 に 関す る 教育 を 受け た らむ 
ゆる 病害 虫 専攻 者 を 社会 が どの 程度 要求 する か と いう 在 
会 的 震 要 の 問題 で ある 。 以下 この 問題 に つら に て らい ささ か 
検討 を 加え て みた い 。 
A BRO FH 
現在 わが 国 に お いて 病害 虫 に 関す る 学問 を 専攻 し , 
専門 の 学問 また は 技術 を 生か し て 職業 に 従事 し て いる 
も の は 約 3,000 名 と 推定 され る 。 その 内 訳 は 第 1 表 の 
と お り で あり , 全体 の 約 \。 の も の が 官公 庁 に 勤務 し で 
いる 。 
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第 1 表 病害 虫 専攻 者 の 職業 別 分 布 


官 Ia ayy 1, 950 
大 学 180 
農業 Bw kK 500 
je + 200 
EW 会 社 400 

at 3, 230 


と れ ら 官公 庁 職 員 の うち の 約 リ 。 は 国 ・ 都 道府県 の 試 
験 研究 機関 で 試験 研究 に 従事 し て お り , その 他 は 病害 
虫 に 関す る 行政 官 ・ 病 害虫 発生 予察 員 ・ 病 害虫 防除 所 
員 な ど で あ る 。 と の と と か ら み れ ば 試験 研究 機関 に 所 
属す る も の の 数 は 圧倒 的 に 多 ら と いえ る が , 更に 詳細 
に 検討 する と その 大 部 分 は 農作物 病害 虫 の 研究 に 従事 
し て お ぉ お り , 園芸 ・ 茶 業 ・ 林 業 ・ 奏 系 業 関係 の 試験 研究 
に 従事 し て に る も の は 極め て 少な に い 。 と の と と は 策 2 
表 の 学会 会 員 職 業 別 分 布 か ら も 推察 され よう 。 

第 2 表 植物 病理 学会 お よび 応用 動物 尼 虫 学 


会 会 員 の 職業 別 分 布 
病 | Dae 
PS 学 PAD 270 
BATT — 500 440 
Am 農業 試験 場 329 262 
他 の 農林 関係 試験 場 | 82 96 
農林 省 関 係 (試験 場 を 除く ) | 53 43 
地方 公共 団体 (改良 普及 員 36 39 
を 含む 
全社 Di 8 
農業 高校 その 他 学 校 34 36 
人 156 119 
内 訳 農薬 会 社 106 106 
その 他 50 13 
その 他 91 71 
Z 1,020 944 


また 発生 予察 員 , 防除 所 員 に は 病害 虫 に 関し て 充分 な 
教育 を 受け て いな いも の が 全体 の 60~702 を 占め て いる 。 
民間 会 社 , 特に 農薬 会 社 に 勤務 する も の の 数 が 近年 急 
増し た と と は 最近 の 顕著 な 傾向 で ある 。 と これ は 農薬 の 目 
覚まし いら 発展 の 結果 , 農薬 会 社 が 独自 の 試験 研究 を 行 な 
うた め , ある に い は 製品 の 販売 の た め に 多く の 病害 虫 専攻 
者 を 必要 と する た めで あろ う 。 農業 高校 で 病害 虫 関係 の 
教育 を 行なっ て いる 教員 は 全 園 で 約 500 名 と 推定 され る 
が , その 大 部 分 は 病害 虫 専攻 者 で は な く , 種 芸 関係 の 専 
KBB TINICH Ke 5 TWO SOMBR CH Zp 

と れ ら の 諸点 を あたっ て 総合 し て 判断 する と , 現在 わ 
が 国 で 病害 虫 関係 の 職業 に 従事 し て いる も の 約 3,000 名 
の うち , 約 リ り s の も の は 病害 虫 専 牙 者 で な ら か , ある い は 
また 病害 虫 に 関し て 充分 な 教育 を 受け て ら な いも の で あ 
る こと が 想像 され る 。 第 2 表 で 植物 病理 学会 員 , WAH 
物量 虫 学会 員 の 総数 が 約 2。000 名 で ある と と も こと の こと と 


ZREX LTS 
B 今後 の 需要 
わが 国 に お いて 今後 10 年 間 に 病 害虫 関係 の 研究 
技術 者 を 社会 が どの 程度 に 要求 する か と ら う と & 
本 的 に は わが 国 の 農林 業 の 将来 の ぁ あり 方 と も 関連 
容易 に 答え 得る 問題 で は な い 。 し か し 現在 の 農業 
の 中 に お いて 病害 虫 技術 の 占め る 位置 な ら び に ぞ 
々 た る 将来 性 か ら 考 えれ ば , 病害 虫 専攻 者 に 対す 
会 的 需要 が 上 日 を 逐 っ て 急増 する と 考え る と と は 交 
ち 暴 論 と は らい えな いであ ろう 。 現在 わが 国 の 大 単 
いて 病害 虫 関係 の 学問 を 専攻 し た 卒業 者 の 数 は 御 
物 病 理学 関係 100~110 名 , 応用 動物 昆虫 学 関 係 5 
名 , 農薬 学 関係 約 10 名 , 計 160~180 名 と 推定 さき 3 
So. こと の 年 々 200 Ze STOWE HK AO BUH 
D 4: & WE FE RZ ODICHDAEMCHAI 
まず 最初 に 現在 最も 多く の も の が 職場 を 持っ て 
BAR ICO CTHATALS. 官公 庁 職 員 に こつ 
現状 分 析 に お いて 述 さ た よう に 所 園芸 ・ 林 業 ・ 
奏 系 業 関係 の 試験 研究 に 従事 する も の が 極め て 9 
その 方 面 の 進歩 を 停 潮 させ て いる 現状 で ある 。 & 
年 ウイ ルス 病 ・ 線 虫 病 ・ 土 壌 病害 中 な ど に よる 激 
被害 が 注 則 され る に 伴 に ら 。 と これ むら に つい に て の | 謗 
究 に 対す る 要望 は 切実 な 叶 び と な っ て いる 。 EF 
らい 農 薬 が 次 々 と 出現 する に お よび 国立 の 農薬 研究 
設置 が 各 方 面 で ささ か ん に 論議 され て いる 。 と これ 用 
る 
試験 研究 態勢 を 更に 整備 強化 する 必要 が あり , 3 
応じ て 病害 虫 の 研究 所 を 設置 する と と が 望ま 6 
えよ う 。 ゝ 更に 現在 病害 虫 専攻 者 以外 の も の が 多 さ 
め て いる 発生 予察 員 ・ 防 除 所 員 な ども 当然 売 分 誠 
を 受け た 病害 虫 専攻 者 に よっ て お きか えら れ な | 
な ら な い 。 と これ を 要する に , WHEMAROEAR 
は 今後 大 幅 に 増員 され る 機運 に ある と 判断 で き 宮 
民間 会 社 , 特に 農薬 会 社 が 病害 虫 専攻 者 を 採用 
傾向 は 近年 , BAS CMAL, 最近 で は 既に 数 
足 を きた し て いる 。 今後 の 病害 虫 防除 じ に お ける 農 
は た す 役 割か ら み れ ば , 病害 虫 専攻 者 に 対す る 農 
社 の 需要 は 今後 益々 増大 する で ある ろう 。 天 学 職 員 
状 で は 僅か 180 名 で ある が , 講座 また は 研究 室 の 
に 伴っ て , より 多く の 職員 を 必要 と する よう 
う 。 現在 で は 比較 的 内 容 が 充実 し て に る と いね わ 礼 
学院 を も つつ 大学 に お ら て さえ , 病 害虫 に 関し じ し で ほ 
全 講座 が 少な く な く , と れ ら は 将来 当然 改善 され 
き で ある う 。 BRBROMRBICOOTH, HEE 


7 


61412 /) 4 


RUE SMA SNTHBSHTEY, 今後 そ 
RTs MAM AM Hick o CHRD ht HE 
SDS, 相当 数 の 需要 が 見 込ま れ よ う 。 

MO kA MAIC BIL, 今後 10 年 間 に お け 
害虫 専攻 者 に 対す る 社会 的 需要 は 大 幅 に 拡大 され 
の と 判断 され る 。 

3 Be 病害 虫 専攻 者 の 職業 別 需要 者 数 * 
ORR MH | OMMI | O+@ 


\ 表 中 の 数 字 の 算出 の 基礎 は 省略 
表 は 植物 病理 学会 , 応用 動物 昆虫 学会 の 両 学会 が 
0 年 間 の 職業 別 年 間 需 要 者 数 を 詳細 な 調査 資料 に 
で 算出 し た も の で , 病害 虫 専攻 者 を 毎年 320 名 必 
用 る 見 込み で ある 。 現在 大 学卒 業者 数 は 約 160~ 
寄 で ちる か ら , と れ を 約 2 倍 に まで 増加 させ る 必 
BBSSEOA LI. 正確 な 数 の 把握 は も と より 困難 
3 ある が , 病害 中 専攻 の 大 学卒 業者 数 を 倍増 する と と 
丘 計 今日 の 諸般 の 情勢 か ら み て 決し て 無理 の な い 結 論 
わな けれ ば な ら な い 。 - 
S63 bstu 
れ わ れ は 植物 保護 の 研究 と 事業 を 歴史 的 に ふり 
庫 て 現状 を 把握 し , 農林 業 近代 化 へ の か な め が 実 
澤 物 保護 技術 に ある と と の 認識 の 上 に 過去 お よび 現在 
っ っ ある 教育 な ら び に 研究 の 実施 に 反省 を 加え , 
眉 を 基礎 と し て 今後 10 年 間 の 重要 課題 な ら び に 研究 
術 者 の 量 お よび 質 に つい て 検討 を 加え た 。 そ の 結 
TSHR を 主体 と し て 植物 保護 に 関す る 問題 の 重要 
用 今後 研究 者 の 雇 備 は 量 的 に か な り 拡 大 する 必要 
D, 質 的 に は 更に 優秀 な 研究 者 ・ 技 術 者 の 養成 が 今 
其 大 の 急務 で ある と 思わ れる 。 その た め に は 大 学 お 
PARMOME, 人 員 を 充実 する と と も に , 教育 機 
組織 と 教育 内 容 を 改善 する と と が 望ま し く ,。 また 研 
半 技術 者 の 待遇 改善 に つら て は 精神 的 に も 物質 的 に 
SMS NZ UES 3. 
Misa Wis HIF SETA KE 
5b, この 方 面 の 技術 者 の 養成 と 採用 に つら いて は 政府 
GEAR LWT 560 CHS. 
- .. 
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第 4 回 中 国 支 部 例会 
第 4 回 例会 を 昭和 36 年 11 月 19 日 (A) 午後 1 時 30 分 か 
ら 山 口 県 立 農業 試験 場 で 開催 , 下記 6 題 の 講演 が あ っ た 。 
参 会 者 33 名 。 


1. 実験 供 試 昆虫 と し て の ヤサイ ゾウ ムシ の 周年 飼育 
FRAREAR iL 


2. サク ラ 類 を 加害 する ハ パ ペチ 類 REA 
3. DY AMOFEBR *RRBH > SCA 


4. アワ ヨ ト ウ に よる 牧草 の 被害 に つい て 

* 森 津 孫 四郎 ・ 浜 崎 認 三朗 
5. NFPVARFIEVF FHT IFAYORE 

*i5 ij =P + ARPA IAB 
6. RY ZFVYF a—TFICESZ=HAAAF2VGARO 
実験 飼育 * 大 谷 功 令 ・ 浜 野 勝 博 
(* 印 は 講演 者 ) 

応 動 ・ 応 尼 ・ 応 動 尼 の バッ ク ナ ン バー 分 譲 

応用 動物 学 雑誌 ・ 応 用 昆虫 ・ 日 本 応用 動物 昆 虫 学会 誌 
の バッ ク ナ ン バー は 学会 事務 局 に 多数 保管 され て あり ま 
FOCBRMSEOK LEFF. ど 希 望 の か た は 本 会 事務 局 ま 
で お 問合せ もせ 下さ に ら 。 な お 送料 は 事務 局 で 負担 ね ム いた し ま 
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I. (SAMs Hess 
価格 は , 通巻 の 場合 は 第 15~18 巻 まで 各巻 600 円 , 第 
19~21 巻 まで 同 700 円 , 分 冊 の 場合 は 各 号 200 円 。 


巻 号 iit 
1 1 100 
3 4 5 
4 5 7 

6 2 

5 5 2 
9 sf 29 * 

5 40 

9 38 

10 1 16 

2 12 

5 12 

6 23 

11 5 8 

6 13 

12 3), 3 

af, 10 

13 2 6 

I 5 

5 22 

15 1/, 40 

16 1s 185 

le 267 

17 1/2 280 

3/, 290 

18 ve 245 

3 250 

4 252 

19 1 204 

2 196 


296 
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wR we wo 


200 
205 
207 
217 
205 
186 
214 
215 
218 


日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 


Fe 


価格 は , 通巻 の 場合 は 第 5 ~12 巻 まで は 各巻 700 円 , 3 


分 冊 の 場合 は 各 号 200 円 。 


Tl. 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 


価格 は , 3 


も 700 円 。 た だ し 1 巻 2 号 お よび 第 4 回 シン ポジ ウム 講 
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号 TE EL 

1 110 

3 140 

4 180 
YYURVISLA 130 

1 147 | 

2 145 ; 

3 175 

4 177 | 
yyuRYOLR 137 

1 178 | 

2 188 | 

3 178 

4 239 | 
YY RI y Be 1135 | 

Ul 86 

2 102 

3 206 | 
会 員 動 #@ 


韓国 水原 市 , 農 科 大 学 - 
RAG CAB be] FLT, 茨城 県 a 
験 場 

島根 県 出雲 市 塩谷 町 , 島根 県 農 
験 場 病 虫 科 害 虫 研究 室 | 
Ek th Pat 209, 水原 農 : 
験 場 | 
大 阪 市 東 区 道修 町 2-27, HAR, 
業 KK 農薬 部 学術 課 


Dr. M. SgramsUDDIN Bihar Vety College Pat 


Bihar, Idina 


東京 農工 大 学 図書 館 都 下 府中 市 
広島 農業 短期 大 学 広島 県 西条 局 区 内 
“rp opal ae KK By Be aE Ae eta Sac 


住所 変更 
x ee Sh 


mA R Ee 


通巻 (シン ポジ ウム を 含む ) の 場合 は 各巻 と 


演 要 旨 は 欠 。 分冊 の 場合 は 各 号 200 円 シン ポジ ウム 150 


円 。 
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丁目 3 番地 


北海 道 江別 市 野幌 , 酷 農大 学 席 
rE Bi | 
RBA HL RHESAT 4 O29, st 
Di RET KE 

東京 都 練馬 区 下 右 神 井 2 丁目 12 
城北 地区 農業 改良 普及 所 
神奈 川 県 平塚 市 入 峰 1005, 全 購 
薬研 究 所 

川崎 市 大 字 高 石 , 日 本 住宅 公団 
ケ所 団地 第 127 号 206 

大 阪 市 東 区 大 川町 1 , 淀屋橋 稚 
ル , シエル 右 油 株 式 会 社 大 阪 営 
東京 都 世 田谷 区 玉川 用 賀 3 の 10 


T1961 年 12 月 - 会 


京 農業 大 学 農場 内 AR A TE FE 


所 
AR A 福岡 県 筑後 市 大 字 和 泉 , 九州 農業 試 
・ 験 場 環境 第 1 部 : 
RR 良 造 大 阪 府 和泉 市 府中 町 , 山本 農薬 株 式 
会 社内 


東京 都 北 区 西ヶ原 2 の 1 , 農林 省 農 
業 技術 研究 所 昆虫 科 

LA 秀 雄 東京 都 新宿 区 西 大 久 保 2 の 307, 東 
: 京 特殊 電線 株 式 会 社 

島 健 一 兵庫 県 明石 市 大 蔵 谷 大 字 荷 山 1667 の 
2 , 神戸 植物 防疫 所 明石 隔離 園 場 

RR tt 清水 市 渋川 100, EDEL Me SRT FE 


NEF ( 旧 松 本 ) 東京 都 千代 田 区 六 番 町 11 の 7 
Rie ( 旧 荒 田 ) 山口 県 吉敷 郡 大 内 町 御 堀 891 
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尾崎 幸三 郎 CM 技 研 
5. 標準 殺虫 剤 の 必要 性 鈴木 猛 ( 伝 ot) 
6. デー タ の 処理 と 有効 度 の 表示 法 
河野 達郎 CR 大 農 ) 


298 HAW HHH BR RF Sas 


第 5 巻 第 4 号 


お 知ら せ と お 願い 


1. 学会 費 の 値上げ 

創立 以来 700 同 で あ ラ た 本 学会 正会員 お よび 準 会 
員 の 学会 費 は 諸般 の 事情 た に た ょ り 1,000 円 に 値上げ す 
SO RED So は 2 財 906 由 
開催 の 臨時 総会 に お いて ご 承認 の 上 議決 され まし た 
の で ご ご だ 全会 員 だ ご 事 知 ら せ い だ ます 。 また 資 助 
48 107,000 円 た 変更 され まし た 。 昭 和 37 年 度 
LOR eR LED 6 eORROERKEZEAL 
く お願い 申し 上 げ ま す 。 

2. 会 費 の 納入 に つい て 

本 号 で 第 5 巻 が 完結 ぶた し ます 。 SHIT L OAR 
は 前 納 制 に た な っ て お り ま すし , 明 37 年 度 は 会 長 選挙 
の 年 に た 当たり ます の で , 会 費 の 納入 が 6 月 30 目 まで 
に な され ませ ん 場合 に は 選挙 権 お よび 被 選 挙 権 を 
失 な いま す 。 ま た 会 誌 の 発送 も 停止 され ます か ら 会 
費 を 早 目 に ご 納入 願い ます 。 ご 送金 は な る べく 振替 
(東京 52867) を ご 利用 願い ます 。 

3. 昭和 37 年 度 大 会 

昭和 37 年 度 大 会 は 4 月 1 日 より 3 日間 東京 大 学 農 
学部 に お いて 開催 いた し ます 。 例 年 の と 社 り 4 月 1, 
2 日 の 2 日 間 を 一 般 講演 と し , 第 3 目 の 4 月 3 日 を 


シン ポジ ウム に あて ます 。 い ずれ 大 会 案内 が お 手 言 
GEV DETRED IG D COMB ETS | 
Wes ISS) G) om | 
AES LOSER, "応用 動物 学 雑誌 "7 
どの バッ クチ ナン バー を ご 希望 の 方 は 本 号 第 295~29 
ペー ジ の リス ト を ご 参照 の 上 お 申し 込み 願い ます 8 
5. 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 投稿 手 び き | 
本 学会 誌 た 投稿 され る 方 の た め に 手 び き (BS¥ 
4 ページ) が 用 意 さ れ て お り ま す 。 ご 希望 の 方 は 
料 10 円 (EVE) を 同封 じ て き お 申し じ 込 な 下 ミ ve 
6 . 日 本 学術 会 議 第 6 期 会 員 選 挙 | 
第 6 期 会 員 選 挙 は 明 昭 和 37 年 11 月 に 行なわ れ ま 
が , 前 回 (昭和 34 年 ) の 選挙 の 有権者 に つい て は 
中 央 選挙 管理 会 か ら 特 別 の 通知 の な か っ た 方 は 前 
どおり 有権者 名 短 に 登録 され ます 。 前 回 の 選挙 の 
権 者 で 中 央 選挙 管理 会 か ら 特 別 の 通知 の あ っ た 
(主として 業績 が 発行 され て か ら 9 年 を 超え た る け 
と 思わ れる か ら , 新た に も っ と 新しい 業績 を 登録 
直し て ほし い ), お よび 今回 新しく 有権者 に な 23 
と され る 方 は , 昭和 37 年 4 月 30 日 まで に 日 本 学術 
議 中 央 選挙 管理 会 に 登録 用 カー ド を 提出 し な けれ U 
な り ま せん 。 登録 用 カー ド の 請求 は 個人 また は 機 
CO NE ES | 
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